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　　　序章



　ここは、『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』の総本部。

　多くの吸血種──《共生者ジユーナー》が行き来する中、左目に革製のごつい眼帯を巻いた小柄な少女が、キセルを咥くわえながら通路の中央を堂々と進んでいる。

　他ほかの《共生者ジユーナー》たちは、それが当然であるかのように、彼女に道を譲り、中にはしっかりと頭を下げる者もいる。だが、誰だれも彼女に声をかけることは無い。

　その理由は、少女の柳りゆう眉びが苛いら立だたしげに逆立っていることが原因だろう。

　そのまま少女は、誰とも言葉を交わすことも無く、『第三執務室』というプレートが付けられた部屋の前で立ち止まる。

　少女はそのまま数秒間その扉を右目だけで睨にらみつけていたが、舌打ちをしながら、手早く、しかし力強く二回ノックする。

「おや、誰だい？」

「オレだ」

　ノックに反応するように返された男性の柔和な声が終わるより早く、少女は荒々しく応こたえながら扉を開け、無遠慮に部屋へと這は入いる。その際、扉は開けた時と同じく荒々しく閉められた。

　手入れの行き届いたその執務室にいたのは二人。

　一人は、少女の乱雑な入室にも柔和な笑みを崩さず、作業机に着いて、複数のファイルを広げているスーツ姿の男性。

　もう一人は、少女の乱雑な入室にまるで気にした様子も見せず、腕を組んだまま窓に寄りかかり、外の景色を眺めている、チャイナドレスを着た女性。

　その外見は、誰だれが見ても美男美女と呼べるほどに端整なものだった。

　少女は未いまだに窓の外を眺めている女性を一いち瞥べつした後、男性の方へと剣けん呑のんな視線を向ける。

「つーか、呼び出したのは貴様だろうがよ。だっつーのに、何で『誰だい？』なんてふざけたこと訊きかれなくちゃいけねぇんだ？　あ？」

「あぁ、済まないね。ここだと僕たちの仕事は中々に多い。その分来客も多いから、ついつい訊たずねてしまうんだよ」

「はっ、相も変わらず貴様は呑のん気きなもんだなぁ、ぇえ？　おい」

「はは、よく言われるよ」

「そういう貴女あなたも、相変わらず口が悪いわね」

　困ったように男性が笑うと、それまで黙っていたチャイナドレスの女性が口を開く。しかし、その視線はまだ窓の外に向けられたままだった。

「まぁ、それはそれで息災の証明ということで、安あん堵どすべきことなのでしょうね。貴女も元気そうで何より──っていうのが、一番適当かしら？」

「貴様もな、シェレーナ」

「ありがとう。……それじゃ、此こ乃の。世間話も再会の挨あい拶さつもこの辺りでいいでしょう？」

「うん、そうだね。本題に入ろうか」

　チャイナドレスを来た女性──シェレーナに促され、作業机に着いていた男性──此乃は表情から笑みを消す。

　少女はそんな二人のやり取りを見てから、扉の横にシェレーナのように壁に背を預け、一度キセルから口を離し、紫煙を吐き出してから腕を組み、口を開く。

「本題なぁ……。なぁ、おい。その前に確認させてもらうけどよぉー。あの話は、マジなのか？」

「うん？　あれって、どれだい？」

「だから、ふざけてんじゃねぇよ。オレの教え子共が刃物フェチのスカウト馬ば鹿かに目を付けられたっつー、クソふざけた話だよ」

「そうだねぇ……」

　明らかに苛いら立だっている少女の言葉に、しかし此乃は怖おじ気けづいた様子も見せず、マイペースに答えた。

「君の言う、刃物フェチのスカウト馬ば鹿かが《魔ま剣けん伯はく爵しやく》を指しているのなら、その話はマジだと答えることになる」

　男の答えが不服だったのか、少女はより一層目を細めた。

「随分と悠長じゃねぇか。少なくとも、あの屋敷の今の主は貴様の娘だろうがよ」

「焦って無駄に動きを見せれば、その隙すきを突かれるのは自明の理だろう？　それに、今の僕の立場だと、中々私情で動くことが許されなくてね。正直に言えば、君が来る前に総司令官から釘くぎを刺されたばかりなんだよ」

「だから、オレを呼んだっつーことか」

「うん、そうだよ。もしかして、忙しかったかい？」

「ふざけんじゃねぇよ。寧むしろこーゆー事態に呼ばなかったら貴様の首を刎はね飛ばしてるっつーの」

「それは嫌だなぁ」

　少女の物騒な言葉にそう答えるものの、此こ乃のは相変わらず、動じた様子も見せない。

「ま、ともあれさ。そういう事情だから、君には今から煤すす野や町ちように向かってもらいたい。《魔ま剣けん伯はく爵しやく》の動向については随時連絡させてもらうけど──」

「さっき、動きがあったって連絡が来たわ」

　此乃の言葉を引き継ぐように、シェレーナが口を開けた。

「話を聞く限り、また大掛かりなスカウトをしでかすみたい。その相手は──まぁ、言うまでも無いわね」

「成程なぁ」

　少女はもう一度紫煙を吐き出して、その表情から苛いら立だちを消し、代わりに凶暴さを映した。

「上等だぜ……。どこのどいつだろうが、オレのものに手ぇ出すってんなら、遠慮なくぶった斬ぎるだけだ」

「じゃあ、承諾してくれるんだね？」

「最初っからそう言ってんだろうがよ。諸もろ々もろの手続きは全部貴様らに任せんぞ」

「大丈夫。こっちも最初からそのつもりさ」

「あぁ、そうかい。んじゃ、オレはもう行くぜ」

　此乃から聞くことはもうない、と判断したのか、少女は壁から背を離す。すると、此乃が慌てたように少女を引き止めた。

「あぁ、ちょっと待ってもらえないかい。もう一つ、確認しておくことがあった」

「ぁあ？」

「そう刺とげ々とげしくならないでくれよ。簡単な話さ。──君が今引き受けている、例の子の現状だよ」

「…………あぁ、あいつか。まぁ、問題はねぇよ。問題が無さ過ぎて気味が悪い反面、内情を聞いて納得できてるって感じだな」

「実戦は？」

「十二分に投入できる。──が、初戦が《魔ま剣けん伯はく爵しやく》だっつーなら、難しいぞ」

「構わない。先ほども言ったけど、今回、僕たちは動けない。過剰な戦力の投入も今のところ許可が下りていない。それに──これは勘だけど、どうもきな臭い気もしている」

　そう告げた一瞬だけ、此こ乃のの表情から柔和さが消える。

　それを見た少女は、また苛いら立だたしげに此乃を一いち瞥べつした。

「ふざけんなっつの。貴様の勘が今までどれだけ当たってたのか知ってんのか？」

「あはは。そう過信はしないでおくれよ。ともあれ、そういう事情だからね。戦力は一人でも多く確保しておきたい」

「わぁーかったよ。んで、過剰な戦力の投入ができないってことは、雑兵ぐらいは貸してもらえるんだろうなぁ？」

「それは保証しよう──いや、何としても、許可を取るよ」

「上等。じゃあ、もう行かせてもらうぜ」

「うん。……頼んだよ、慧けい歌か」

「おぅ、任せろ」

「あ、ちょっといいかしら？」

　此乃に背を向け、少女──慧歌が執務室を出ようとした時、先の此乃に倣うように、シェレーナが慧歌を呼び止めた。

「おい、貴様ら。夫婦揃そろって何だっつーんだよ！　言いたいことは先に纏まとめとけって、いつも言ってんだろぉがよ！」

「いえ、そういうのじゃなくて。単純に言い忘れてただけよ」

「ぁあ？　だから何を──」

「久しぶりね、慧歌」

「…………あ？」

「いえ、きちんと言っていなかったと思って」

「…………ほんっとうに変わらねぇなぁ、貴様らはよ」

　シェレーナの悠然とした態度に、慧歌は最後の最後で笑みを浮かべ、出入り口の扉を開けた。

「おう、久しぶり──と。この件が終わったら、飲みに行こうぜ」

「そうだね。楽しみにしてるよ」

「またね、慧歌」

　二人に軽く手を振った慧歌は、第三執務室を出て、来た道を真まっ直すぐ戻る。

　相変わらず道中で彼女に礼をする者はいるものの、誰だれも声をかけようとしない。

　慧けい歌かはそれを気にもせず、そのまま『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』総本部のエントランスホールを抜けようとした時、左から声をかける者がいた。

「あ、師匠せんせー！　ちょっと待ってくださいよー」

　パタパタと駆け寄ってきたのは、慧歌よりは背の高い、年とし頃ごろの少女だった。

「もー、あたしのこと置いていかないで下さいよー。ここ、凄すごく居心地悪いんですよ？」

　口を尖とがらせる少女に、慧歌は取り合う気も無いのか、紫煙を吐き出しながらすたすたと進む。少女は慌てて、先を行く慧歌の後を追いかける。

「貴様の居心地なんか知ったこっちゃねぇよ。それより、今から殺し合いをしに行くぞ」

「え？　どうしてですか？　師匠、友人と話してくるだけって言ってませんでした？」

「話し合った結果が殺し合いだっつってんだよ。細けーことは後で話してやるから、貴様もぼさっとしてんじゃねぇ、とっとと行くぞ」

「はーい。もう、強引だなぁ」

　物騒な会話をしながらも、二人はまるで危機感を抱くような様子も無く、『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』総本部を後にした。










　　　第一章　会うは別れの始めでも流石にこれは惜しめない



　八月も、既に後半。

　僕──玖く堂どう凜りん斗とが、吸血種として煤すす野や町ちようで迎える二度目の夏休みも、後半に突入した。

　相変わらず日光は過剰なくらいに町を照らし、気温を上昇させている。

　そんな真夏日の中、僕は須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけの裏庭で、一週間前から同居するようになった少女──リフェル＝九く頭ず限きりと修練に励んでいた。

　しかし、僕の身体能力は吸血種としては最低レベルだし、対してリフェルは僕よりもはるかに戦闘慣れしている。

　だから今行っているのは、互いに能力を使わずに、裏庭から離れることなく、僕がリフェルの攻撃を避け続ける、という耐久合戦のようなものだった。

　とはいえ、これがかなりしんどい。

　そもそも何しろ、反応速度や持久力にも差があるのだ。こっちがいくら必死でリフェルの攻撃を避け続けても、最後の最後にはその総合的な地力の差で、一撃を入れられるのだ。

「せぇあ！」

「ぅわ、ごへぅっ！」

　そんなわけで、リフェルの拳こぶしは綺き麗れいに僕の腹へと叩たたき込まれたのだった。

「……えふっ、げっほ……」

「お、おい、リント、大丈夫か？」

「あー……、まぁね」

　仰向けに地面に倒れ込んだ僕を、リフェルが心配そうに覗のぞき込んでくる。

　こうして僕が倒れるのは、これで五回目。炎天下の中で汗だくになりながら動き続けていたこともあって、既に息は絶え絶えになっている。

　もっとも、同じく動き回っている筈はずのリフェルは、汗だくではあるものの、息は軽く弾んでいる程度。まだまだ行ける様子である。これが地力の差なんだろうなぁ。

「取とり敢あえず、少し休むか？」

「あぁ、うん。そうしようか。……ていうか、どんだけやってたっけ、僕たち」

「ちょっと待て。えーっと、あぁ、大体二時間ぐらいか」

　リフェルは屋敷の陰に置いておいた腕時計を拾い上げ、若干驚いたように呟つぶやく。

「結構長くやってたんだな、私たち」

「みたいだねぇ。……って、あいててて」

　気が抜けたからか、リフェルの蹴けりや拳を受けた場所が、今になって痛みを訴えてきた。

「すまん、リント。私がもう少し加減をできればいいんだろうけど……」

「それじゃー、修練の意味ないでしょ。良いんだよ、僕はこれで。寧むしろ格下の僕に付き合わせちゃって、僕の方が申し訳ないくらいさ」

「まぁ、お前がそれでいいのなら、構わないけどさ」

　口ではそういうものの、やっぱり僕を一方的に攻撃することへの後ろめたさは消えない様子。とはいえ、そのことをこれ以上言い合っても埒らちが明かない。

「にしても、あっついなぁ。……執事服だったら確実にもっと早くにぶっ倒れてたかも」

「あー……、確かにあの服装は暑苦しそうだったな」

　基本的に僕は、この屋敷では執事服の着用を義務付けられているが、その服装があまりに暑かったから、二週間前にゴシュジンサマから夏休みの間だけ私服の着用を許された。だから僕は今、ジャージ地のズボンに白いＴシャツと、運動部のような格好をしている。

　リフェルは着慣れているという理由で、初めて見た時と同じ黒服を着こなしている。流石さすがに、後ろ腰にあった水筒は全すべて外されて、腕時計と一緒に屋敷の陰に置いているけど。

「ほら、リント」

「んぁ？　お、っとと」

　呼びかけに寝転がったまま視線を向けると、黒い円筒形のものがこちらに放り投げられていた。

　慌てて上体を起こしながら両手でキャッチしたそれは、かつてリフェルが後ろ腰に嵌はめていた水筒と同じもの。しかし、中身はあの時のように血液ではなく、キンキンに冷えたスポーツドリンクが入っている。

　リフェルはもう一本の水筒の蓋ふたを開けて、空を仰ぐように口をつけ、中身を飲んでいた。

　僕もそれに倣うように、仰ぐように水筒の中身を一気に口の中に流し込む。

「────っはぁ」

　一気に中身を全部飲み干すと、気付かない間に消耗していた水分が、冷たさと一緒に全身に行き渡るような感じがする。それが堪たまらなく気持ちいい。

「──そういえば、まだ『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』から連絡は来ないのかな？」

「さぁな。少なくとも、私が朝会った時は、ルキノは何も言ってなかったぞ」

　一息ついて落ち着いた僕の隣に、リフェルが水筒を持ったまま静かに腰を下ろす。リフェルはまだ中身を残しているらしく、軽く水筒を振りながら、少しずつ口に入れている。

「やっぱ、アルウィーンのこと、心配？」

「当たり前だ。本当なら、今すぐにだって助けに行きたい」

　その時に見せた暗い表情に、僕は確信した。

　この修練を言い出したのはリフェルだった。でもそれは、親友の安否を確かめられない不安を誤魔化すためだったんだ。



　　　　　　　　　☆



　二週間前。

　リフェルがこの煤すす野や町ちように《捕食鬼プレアー》と認定されて屋敷の襲撃に来た時。彼女とは別に三体の《捕食鬼プレアー》がこの町に訪れた。

　一人は《空から繰くり魔ま侵しん》と呼ばれた上級指定の《捕食鬼プレアー》、バルベリオ＝ヴァルヴェルヴと、バルベリオに血を吸われ、《兵儡レインク》になったリフェルの親友、アルウィーン＝ルティエンス。

　リフェルはバルベリオの操るアルウィーンに騙だまされていたが、僕たちの身体からだを張った説得が功を奏して、今ではこうして同じ屋敷で《共生者ジユーナー》として過ごしている。

　問題なのは、最後の一人。

　バルベリオの起こした騒乱に紛れるように現れ、ついでのように僕らが苦労して倒しきれなかったバルベリオを容易たやすく葬り、そして、アルウィーンを連れ去った《捕食鬼プレアー》。

　名前は、ジクザ＝ウェアソード。通称《魔ま剣けん伯はく爵しやく》。

　後で知ったことだけど、この《捕食鬼プレアー》は、最も危険とされる特級指定よりさらに上。

　呼び名すら定まらず、若輩には存在すら知られていない個体の一体。

　僕たちは、そんな奴やつからリフェルの親友──アルウィーンを救いださなくちゃいけない。



　　　　　　　　　☆



「アルは心配だけど、でも、お前たちだって狙ねらわれてるんだよな」

「あぁ……、まぁね。特に祢ね亜あがお気に入りっぽいし」

　ジクザは、僕たちに「スカウトマン」だと名乗り、敵である僕たちを、あろうことか仲間にならないか、と勧誘してきた。

　実際、ジクザがアルウィーンを攫さらったのも、彼女が優秀な能力を持っているからだと、直接相対した祢亜が聞いたらしい。

　そして今は、どうやらこの屋敷の住人全員が、ジクザの『スカウト対象』になっている──らしい。

　確信できないのは、この一週間、一向にジクザに関する情報が入手できないからだ。

「こういう時、待つしかできないってのは、もどかしいねぇ」

「だからこうして、少しでも強くなるために体を動かしてるんだろ」

　実際のところ、ジクザの一件以降、こうして修練を行っているのは僕たちだけじゃない。

　ゴシュジンサマも、愛あい恋こも祢亜も、それぞれ時間を見つけては何かしらの修練を行っている。それほどまでに、ジクザは僕たちの力量不足を実感させていた。

　とは言え──。

「ジクザが今から来ますよー、って言われたら、どうすりゃいいんだろうね、僕たち」

「そんなの、何が何でもぶっとばして、アルを取り返すだけだ」

　リフェルは僕の言葉に拳こぶしを握り込んで力強く応こたえてくれた。

「その言葉はとても心強く思うけど、現実的じゃあないよね、それ」

「……それでも、どうにかするしかないだろ」

　そして僕の指摘に、弱々しく拳を解ほどく。ちょっと面白いと思ったのは不ぶ躾しつけだろう。

　しかし、強気な言葉を口に出しているものの、リフェルも今のままでは、確実にジクザに対して抵抗すらまともにできないことを理解しているのだ。

　僕だって、あの時──最後にジクザが僕に見せた威圧感、歪ゆがんだ笑み、そして押し潰つぶされるような殺意。それを思い出すだけで、未いまだに全身に残る熱が引いていくように思える。

「でも確かに、勝てないからって諦あきらめるわけにはいかないけどね」

「当たり前だ！　もうこれ以上《捕食鬼プレアー》のいい様にされるのは御免だ！」

「うん、同感」

　僕たちは、圧倒されただけだったけど、《捕食鬼プレアー》に人生を狂わされ、最後の希望ともいえる親友を奪われたリフェルは、奴やつらに対して弱音でさえも吐きたくは無いのだろう。

　その前向きな姿勢──決して諦めないっていう意志は、自然と周囲を盛り上げるものだ。

　こういう子をムードメーカーって言うんだろう。今までは屋敷にいないタイプだ。

「そういえばさ、リフェル」

　言いたいことを言って、少し落ち着いたのか、またチビチビと水筒の中身を飲み始めたリフェルに、僕はふと疑問が浮かんだ。

「アルウィーンを取り返したらさ、キミたちはどうするの？」

「ん？　何だ、急に？」

「いや、急じゃないでしょ。キミがこの屋敷にいるのって、アルウィーンを攫さらったジクザに接触できる可能性が高いからでしょ。だからさ、彼女を助けたら、どうするのかな、って」

「…………うぅん」

　個人的に、ふと浮かんだというだけで深く追及する気は無かったのだが、リフェルにとっては難しい問題だったのか、腕を組んで小さく唸うなるように頭を捻ひねった。

　すぐに答えが出ないってことは、考えていなかったのだろう。

　もっとも、彼女の事情を思えば、考える余裕も無かったのかもしれないけれど。

「ま、思いつかないなら答えなくてもいいよ。これから考えていけばいいだけなんだし」

「うーん……。そうなんだろうけど……、いや、そうじゃなくてな」

　リフェルは口籠ごもりながら僕を見て、もう一度首を傾けた後で、僕に訊たずねてきた。

「なぁ、リント。ルキノは、アルと一緒にこの屋敷に住むことは、許してくれるかな？」

「んぇ？　いや、そりゃ本人に聞いてみないと解わからないけど……。ていうか、屋敷に住むって。リフェル、キミ、故郷には戻る気は無いの？」

　質問を返した僕に肯うなずいたリフェルは、しかし言い難にくそうに続ける。

「今は再興されてるのかどうかは知らない。けど、私たちの故郷は、もう無いんだ」

　リフェルの故郷は、《空から繰くり魔ま侵しん》、バルベリオ＝ヴァルヴェルヴに滅ぼされた。

　とは言え、その村民が、リフェルとアルウィーンを除いて皆殺しにされたというだけで、土地そのものは残っているらしい。

　でも、リフェルにとって、故郷と言うのは土地というものだけではないらしい。

「もう、あの場所には何も無い。全部、あの野郎に喰くわれちまったからな」

「……そっか」

　リフェルにとっての故郷っていうのは、きっと、家族や知人友人たちとの繋つながりも含めて、ということなのだろうか。

　少なくとも、誰だれも亡くしたことの無い僕には、返す言葉は何も思いつかない。

　きっと、祢ね亜あなら──リフェルと同じく、《捕食鬼プレアー》にすべてを奪われた彼女なら、今のリフェルの気持ちも解るのかも。

「だからさ」

　気まずい沈黙を避けるように、リフェルが明るく大きな声を出した。

「私は、しばらくはこの屋敷で生きてみたいんだ。少なくとも、ここは──ここの連中は、人を傷つける嘘うそは言わないから。掛け値なしに、信じられるからさ」

「……成程ね」

　その言葉は、故郷を滅ぼされてから、《捕食鬼プレアー》に、そして親友にまで騙だまされ続けていた彼女にとって、凄すごく大切なことなんだろう。

「人間不信にはならずに済みそう？」

「あぁ、おかげさまでな」

「そりゃ何より」

　外はまだ暑いし、疲労だってかなりのもの。昼飯時が近づいて、胃袋は水分だけじゃ足りないと空腹を訴えてきている。

　だから、そろそろ屋敷の中に戻ろうかと、そう思い立ち上がろうとした瞬間。



　僕たちの目の前に、誰かが落ちてきた。



「って、あれ？」

「何だ!?」

　その人の姿に、僕が思わず声を上げるのと同時に、リフェルが立ち上がって、臨戦態勢を取る──より早く、その人物はリフェルとの距離を一瞬で詰め、腕を軽く回したかと思うと、リフェルを高々と投げ飛ばしていた。

「な、──あ!?」

　投げ飛ばされたリフェルは、何事かと驚きよう愕がくに目を見開いている。僕はそんなリフェルに視線を移した、その一瞬で、リフェルを投げ飛ばした人に詰め寄られる。

「え、ちょっと──」

「馬ば鹿かか貴様」

　僕の制止を鼻で笑いながら、その人は僕の右腕を掴つかみ上げる。

　そのまま、僕は踏ん張ることも許されず、勢いよく全身が振り回された。

「ぅあ──ぐぇっ」

　そのままうつ伏せに地面にたたき付けられ、次いで僕の背に乗ったその人は、僕の右腕を捻ひねり上げて、僕の動きを完全に封じる。

「おい、リント！」

「よせ、リフェル！」

「な、でも……」

　受け身を取っていたらしいリフェルが、右手を掲げようとするが、僕はそれを止めた。

「いや、ていうか」

　躊躇ためらいを残しながらも動きを止めてくれたリフェルから、どうにか首を捻ねじって、僕の背に座る人へと視線を向ける。

　祢ね亜あと同じくらいに小柄な体たい躯く。腰まで伸びるストレートの黒髪。切れ長で目つきの悪い目は、右目だけ。左目には無骨な革の眼帯。

　袖そでが切り落とされた白いカッターシャツに、黒いダメージジーンズ。

　何より目を引くのは、小柄な外見の割に、何な故ぜか似合っている、長いキセル。

　今も冷めた目で僕を見下ろす──というか、見下すその人物は、僕にとっても、リフェル以外の屋敷の面々にとっても忘れ難い者。

「何でここにいるんですか、師匠センセー？」

「は、ンなもん決まってんだろうが」

　僕の腕を離しながら、師匠──篠ささ郭くるわ慧けい歌かは、不敵な笑みを見せた。

「できの悪いガキ共に、また稽けい古こをつけてやりに来たんだよ」

　それは、僕の知る師匠と何ら変わりない笑みだった。



　　　　　　　　　☆



　これまで何度も名が挙がっていたものの、その素性の殆ほとんどを明かす機会の無かった僕たちの師匠──篠ささ郭くるわ慧けい歌かに関して、僕の知る限りのことをここで述べておこう。

　名前は先の通り、篠郭慧歌。ゴシュジンサマ曰いわく、既に三世紀以上生きている吸血種であり、《共生者ジユーナー》として数々の武勲を上げた、凄すご腕うでの戦士。

　その強さを称たたえるように、吸血種からは《隻眼の氷剣フロストスラスター》と呼ばれている。

　あとは、いつもキセルを咥くわえていて、口調が荒くて、凄く厳しい、と言うところだろうか。

　少なくとも、僕の能力を知って、何度もぶっ殺すことを提案するような物騒な思考回路の持ち主ではある。



　　　　　　　　　☆



　僕とリフェルの前に師匠が現れた後。

　師匠は相変わらずの強引さで屋敷に入り込み、今は応接室でゴシュジンサマ──この屋敷の現当主であるゴシュジンサマと顔を合わせている筈はず。

　対して僕は、何な故ぜかリフェルと共に大浴場で汗を流していた。

「おい、こっち向くなよ！」

「向かない向かない。ていうか、早く済ませないと師匠に何されるか解わかんないから」

　こうなった理由としては、師匠とはいえ、曲がりなりにも客人を迎える際に汗まみれなのは何事か、とゴシュジンサマに怒鳴られたからである。

　そんなわけで、お互いにお互いを見ないようにしてシャワーを浴びてるんだけど。

「つーかさぁ、考えてみれば、僕が入口の前で待ってればよかったんじゃないの？」

「そ、それだと、時間がかかるだろ」

　何故どもる。

「いっそのこと個人用のシャワールームとか欲しいよねぇ。五個くらい」

「何だよ、私と風ふ呂ろに入るのがそんなに嫌かよ」

「話の論点そこだっけ？」

　ちなみに、大浴場の中には、一つ一つが遮光ガラスで区切られたシャワーが三つ並んでいる。そのうちの二つ、真ん中を空けて端のシャワーを僕とリフェルで使用している。

「……なぁ、リント」

「んー？」

　ごしゃごしゃとシャンプー塗まみれの髪を洗っていると、リフェルから微妙なか細い呼びかけ。彼女にしては珍しい。

「お前さ、この屋敷の、誰だれと付き合ってんだ？」

「えー？　……えー!?」















「な、何だよ！　聞こえなかったわけじゃないだろ!?」

「いや、そりゃ、まぁ」

　いくらシャワーから水が流れていても、この距離で聞き逃すような声量ではなかった。

　こういう時、ハーレム作品の主人公たちは、あっさりと聞き流すんだろうなぁ。

　吸血種として、微弱ではあっても身体能力──感覚も上昇している僕としては、そうもいかない。何しろ、今のリフェルは確実に僕に聞かせるつもりで言っていたわけで。

「ていうか、僕、誰だれとも付き合ってないけど」

「嘘うそだろ!?」

「そこまで驚かれると逆にこっちが驚きたくなるんだけど」

　もっとも、顔が見えないから、声でしか判断できないけど。

「てっきり誰かと付き合ってるものかと思ってたんだけど……」

「いやいや、え？　そんな素振りとかあった？」

「まぁ、お前はそんなんだけどさ。何ていうか、ルキノたちは、そういう風に見えた」

「へぇ」

　いや、どう答えろっていうのさ。というか、そういう風に見えたって、何？　カップルみたいに見えたってこと？　僕と？　ゴシュジンサマたちが？

「でもさ、お前、誰かと付き合ってるとか、そういうこと言わなかったから。誰と付き合ってんのかなー、って、思ってさ」

「アッハイ」

「……………………」

「……………………」

　やばい。凄すごい気まずい。師匠のことを考えれば、さっさと体を洗って着替えるべきなんだろうけど、何かこう、動き出すことすら躊躇ためらわせるような空気になっちゃったんだけど。

「ルキノとさ」

「え？　お、おう！」

「前に、話したんだよ。吸血種っていうか、《共生者ジユーナー》って、どういう風に生活してるのかって。私が知ってるのは、《捕食鬼プレアー》のことばっかりだったからさ」

「あぁ、うん」

　どうしよう。このタイミングで話を切り上げるのも、ちょっと気分が悪いよねぇ。

「ルキノの話だとさ、普通に一般的な家庭を装ってる奴やつもいれば、権力や財力を駆使して、自分の好みに合わせた生活をしてる奴もいるらしいんだ」

「まぁ、そりゃあね」

　僕たち《共生者ジユーナー》は、元より命懸けの生き方を選んでいる。そして、人の法で裁かれる立場でない以上、《共生者ジユーナー》としての一線を越えないというだけで、贅ぜい沢たく三ざん昧まいの生活をしている人がいてもおかしくは無い。

「そん中にはさ、一夫多妻で生活してる奴も、いるらしい」

「へぇ、そりゃ凄い」

　一夫多妻制は、日本じゃ認められていない。となると、外国の話なのか。それとも、表向きにはばれないように細工をしているのか。

　いずれにせよ、一つしかない身で複数の女性を愛するなんて、僕じゃできそうにない話だ。確かに男としては憧しよう憬けいのようなものが無いではないけれど、僕にとっちゃ絵に描かいた餅もちと同じなのである。

　ていうか、下手して愛する人に後ろから刺される生活なんて、僕はゴメンだよ。

「お前はさ、そういうのになる気は無いのか？」

「え、無いよ？」

「即答かよ。……私も、真っ当に色恋沙ざ汰たになったことなんて無いから解わからないけどさ。お前は、たぶん、そういうのができる人間だと、思う」

「スケコマシって呼ばれてるように聞こえるんだけど」

「ただの色ボケじゃ刺されて終わりだろ」

　何気にリフェルも僕と同じことを考えていたらしい。まぁ、ハーレムなんてそう易やす々やすと成立するもんじゃないしね。

「お前は、何ていうかさ、人との距離が丁度いいんだよ。誰だれとでも、丁度いい距離を作れるんだ」

「えぇと、褒め言葉として受け取っておくけど、それ、今する話？　正直に言うと、これ以上遅くなると師匠に何されるか解わからないんだけど」

「そりゃ、今する必要は無いけどさ……」

「だったら──」

「いつまで時間かけてんだ貴様らぁ!!」

　ガシャンッ、と派手な音と同時に、大浴場に響き渡る怒号。

　思わず視線を向けた先には、外で会った時と変わらない姿の師匠が、大浴場の出入り口の前で、眉み間けんに青筋浮かべて仁王立ちをしていた。

「貴様らなぁ、汗流すだけで何でこんなに時間がかかるんだ？　ぁあ？　こっちはもうルキノと話が一段落しちまったじゃねぇか！」

「いや、師匠。待ちくたびれたからって浴場にまで突撃してくるのは如何いかがなものかと」

「うっせぇ！　こっちは時間が無い中わざわざ説明のために時間を割いてやってんだ！　だっつーのに、肝心の貴様らがいないんじゃ意味がねぇだろうが！」

「あー、はいはい。解りましたよ。リフェル、先に着替えちゃって。僕も後で行くから」

「あ、あぁ」

　怒鳴り散らす師匠に気け圧おされたのか、さっきまでの年相応の少女らしい、とでも言えばいいのか。とにかく気まずい雰囲気が無くなったリフェルは、ペタペタと浴場を出ていく。勿もち論ろん僕は彼女を見ないように目を左手で覆っているので、足音が聞こえるだけだが。

「ったく、ガキが色気づきやがって。別に裸体見るくらい構いやしねぇだろうが。これからヤルわけじゃねぇのによ」

「師匠。流石さすがにそれは擁護できないレベルでデリカシーが無いよ」

「あ？　いいから貴様もさっさと着替えろ。さっきも言ったが、時間はねぇぞ」

　それだけ言って、師匠は入って来た時ほどではないにしろ、荒々しく出入り口を閉めていった。どうやらリフェルと僕がそれぞれ着替える時間くらいは待ってくれるらしい。

「……にしても」

　僕以外がいなくなった浴場で、考えることは二つ。

　一つは、リフェルが言っていたこと──僕にハーレムの資質があるとか何とか。

「せめて雑談で済むときに話してくれよ……」

　少なくとも、互いに全裸の時にしないでほしい。青少年の妄想力を甘く見るなよ。

　しかし、今の僕にとって、それはあくまでも脳裏に留とどまる程度のもの。

　問題なのは、二つ目。

「時間が無い──ねぇ」

　師匠が直じかに言った以上、その言葉に嘘うそ偽いつわりはないのだろう。

　だとしたら、何に関しての時間が無いのか。

「……あんまし、いい予感はしないなぁ」

　師匠の来訪と僕たちの現状。そこに「時間が無い」と言われると、僕としては一つの可能性が浮上してくる。

　そのことを考えようとした時、出入り口越しに、リフェルの控えめな声が響いた。

「リント、私は着替え終わったから、先に行くぞ」

「あ、うん。ありがとう！」

　まぁ、一人で考えてもしょうがない。ここは師匠に従って、話を聞くことにしよう。



　　　　　　　　　☆



「おや、着替えは済んだようですね」

　ある意味着慣れた執事服に着替えを終えて大浴場から出ると、メイド服を着こなす少女──久く慈じ臣おみ愛あい恋こが、いつも通り涼しげな表情で立っていた。

「あれ？　どしたの？」

「まぁ、軽い案内ですね。リフェルは師匠と初対面ということで、互いの紹介を兼ねて先に行ってしまいましたが、凜りん斗とはどこの部屋に集まるのかは聞いていないようでしたので」

「あぁ、そう言えばそうだね」

　師匠はその辺りズボラだからなぁ。

「集まるのは、一階の応接室です」

　そう言って、愛恋は僕を先導するようにして静かに歩き出す。当然、僕も彼女を追うように足を動かす。

「あくまでも客人扱い、か。ゴシュジンサマらしいっちゃ、らしいのかね」

「その辺りのことは私にも答えかねます。ただ──」

「ただ？」

「今回、師匠はかなり真剣な様子です。少なくとも、あれほどの焦燥を私たちに見せるのは、初めてではないかと」

　僕より師匠との付き合いが長い愛恋が言うのなら、その通りなんだろう。

　というか、僕としても、師匠が焦っていることには心当たりがあるわけで。

「んで？　ゴシュジンサマとの話は済んだって言ってたけど、それは別件なの？」

「……はい。その件は、完全にお嬢様個人に対する話──というか、説教でした」

「んん？　説教？」

　師匠が怒鳴るんじゃなくて説教をするとは、これまた珍しい。

「細かいことはご自分で訊たずねてください」

「うん、そうさせてもらうけど」

　いろいろと腑ふに落ちないものの、僕たちは既に応接室まで辿たどり着いていた。

　このまま入口でべらべら喋しやべるわけにもいかないので、ノックをして扉を開ける。

「お待たせしましたー、っと」

「お嬢様、師匠。凜りん斗とを連れてきました」

　とまぁ、お決まりの台詞せりふと共に入室すると。

「り、凜斗……？」

「おぅ、来たか」

　ソファに座って向かう合う二人──この屋敷の主であり、僕の主でもある須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけ瑠る姫き乃のと、篠ささ郭くるわ慧けい歌かが向かい合って座っている。

　瑠姫乃の背後には、僕の執事服とは細部が異なり、何よりもその豊満な胸部を押し上げている執事服を着たリフェルと、立場上は瑠姫乃のメイドだが、吸血種としては僕の《魔従セキユル》に当たる、中学生と間違えるほどに小柄な少女、飛とび塚づか祢ね亜あが、居心地悪そうに控えている。

　師匠は相変わらずと言うべきか、そんな二人を歯し牙がにもかけないような剛ごう毅きな様子。

　問題なのは、我らが主である瑠姫乃。

　いつも通り、真っ赤なツインテールに同色のワンピースタイプのドレスを着こなしているのだが、何な故ぜか、その姿は迷子の子供のように不安と焦燥を顔に出している。

　ちなみに、愛あい恋こはそんな瑠姫乃にも萌もえている。これもう従者じゃねぇよ。

「えーっと」

　とにかく、何か話さなければ始まりそうにない空気に、僕は祢亜やリフェルと同様に瑠姫乃の後ろについてから、何を話すべきかと思考する。

「では、私はお飲み物を用意してまいります」

　逃げやがったな、愛恋。

　僕が内心で悪態を吐つくと、愛恋は去り際に僕にウインクする。その意味は何だ。

「その、師匠？　訊ききたいことはいくつかあるんですけど」

「だろうなぁ。これで訊くことはねぇっつったら、貴様の顔面を吹っ飛ばしてたぜ、リン」

「物騒なこと言わないでください。……取とり敢あえず、瑠姫乃に何を言ったんですか？」

　まずはこの微妙な空気の原因を訊ねてみることに。もっとも、話の渦中にいる筈はずの瑠姫乃は、僕をちらちら見ながらも縮こまったままなので、いろいろと期待はできない。

「別に。事実を言っただけだ」

「事実って、何の事実ですか？」

「なぁに。難しいこっちゃねぇよ。単にこいつの今までの戦績を見返した率直な感想だ。ついでにいやぁ、それに対するペナルティの可能性だな」

「ペナルティって、瑠る姫き乃のに何か問題が？　仕えていた僕だからこそ言いますけど、瑠姫乃は《共生者ジユーナー》としてしっかりと戦っていると思いますけど」

「あぁ、そうだな。流石さすがは須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけの次期当主。戦績自体は歴代でも指折りの成果と言ってもいいかもしれねぇ」

「じゃあ、何でペナルティが必要になるんですか？」

　僕としても、瑠姫乃が責められてるのでは、という考えでつい語気が荒くなってしまう。しかし、師匠はそんな僕を見て、笑いながらキセルを口から離して、紫煙を吐き出す。

　そのまま語りかけるのは、僕ではなく──瑠姫乃。

「聞いたか？　随分とまぁ、お前に尽くしてくれてんじゃねぇか。なぁ、ルキノ」

「ぅ、あ……、は、はい」

「師匠、笑うのも怒るのも勝手ですけど、質問してるのは僕ですよ？」

「はっ。貴様は相変わらず、こいつのことになると頭に血が上るなぁ」

　一転、師匠はつまらなそうな表情に。本当に、この人は感情の起伏が激しい。

「まぁいいさ。答えてやるよ。──他ほかならぬ貴様の頼みだからなぁ」

　そう言った師匠は、唐突に、明らかな怒りを、撒まき散らす。

「ひ、ぅっ、……っ」

「──、……」

　祢ね亜あが耐えかねて僕の服にしがみつき、リフェルはより緊張して、唾つばを飲み込んだ。

　僕は改めてこの人の強さを実感しながらも、威圧感に呑のまれぬように、意思を強く保つ。

　この人が間違っているとは思わない。でも、生あい憎にくと自分の信じた主人を馬ば鹿かにされて黙っていられるほど、僕は温厚じゃあないんだ。

　そうして師匠の威圧感に耐えたのは、どれだけの時間だったか。まるで刹せつ那なのようで、しかし数時間にも思えたその後で、師匠の口はゆっくりと言葉を吐き出した。

「須木水奈逆崎ヶ岳瑠姫乃は、味方を犠牲にしなけりゃ《捕食鬼》一匹殺せない低能。それが、こいつの戦歴を見てオレが下した結論だ」

「犠牲って──何で」

「貴様が生き証人だろ。犠牲になった生き証人ってのは、言葉にすると妙な話だがな」

　師匠はまるで機械のような冷たさでそう続けた。しかし、僕はその言葉に反論する。

「それは──僕だけでしょう！　あくまでも、僕の能力がそういうものだから──」

「貴様の能力は死ぬことじゃねぇ。増えることだ。死ぬのはあくまでもおまけだ」

「いや、でも──」

「貴様の言い分は解わからんでもない。主人を庇かばう様も立派だ。だが、論点はそこじゃねぇんだ。重要なのは、ルキノは《捕食鬼プレアー》を狩る際、殆ほとんど貴様を犠牲にしてるってとこだ」

「え、いや、だからそれは──」

　僕の反論を許さないように、師匠は続ける。

「ルキノはな、《捕食鬼プレアー》を狩る手段として、自分以外の奴やつに隙すきを作らせる手法が殆どだ。んで、ここで一つの仮定をしよう」

「仮定？」

「あぁ、そうだ。難しいことじゃねぇ。単純に、今まで貴様らが殺してきた《捕食鬼プレアー》、それこそ、そこにいるリフェルも含めて──須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけ瑠る姫き乃のは、玖く堂どう凜りん斗との能力無しに、そいつらに勝つことはできたのか」

「それは──」

　僕は、その時、即答することができなかった。

　何せ──師匠の言葉が事実であると、僕の体が覚えていたのだから。

「思い当たるだろうよ、リン」

　思わず言葉を失なくした僕に、師匠はさらに続ける。

「そもそもルキノは吸血種としちゃあ身体能力も固有能力もそう褒められたもんじゃねぇ。最下層の貴様がいるから霞かすんでるだけだが、この屋敷の住人で二番目に弱いのは、新入りのリフェルを含めても──間違いなく、ルキノだぜ」

「……え？」

　呆ぼう然ぜんとする僕を置いて、師匠の言葉は続く。

「須木水奈逆崎ヶ岳の血統が次世代に残したのは、《改創閉塞ジエネレイトロツク》っつー奇抜な能力だけだ。だからこそ、ルキノにはアイが──《強化グロウ》の中でも上位の伸びを持つ、久く慈じ臣おみ愛あい恋こが必要だった。だからこそ、ルキノには、対吸血鬼用の魔具──『虚うつ炉ろ咬がみ』が必要だった」

　師匠の言葉を、僕は否定したかった。拒絶したかった。でも、それはできない。何な故ぜなら、張本人である瑠姫乃が、震えながらも──その言葉を受け止めていたのだから。

「理解したか？　要するに、これまでのルキノの成果は──全すべて他者の犠牲や助力──いや、助力なんて言うのもおこがましい。他者の実力があってのことなんだよ」

「でも、それは……」

　その時、僕は何と言うべきだったのか。いや、何を言おうとしたのか。

　自分自身でも、それは解わからず、そのまま虚むなしい沈黙が応接室に満ちる。

「とまぁ、これまでが、貴様とリフェルが全裸になってた時にルキノにした話だ」

　その沈黙を、師匠が自ら剛ごう毅きな笑みで吹き払う。しかし虚しさは拭ぬぐいきれない。

　そんな僕たちに何を感じたのか、師匠は笑みを消さずに続けた。

「で、これまでがあくまでもオレの感想だ。対してここからが、オレがこの町に来た理由の話になる」

「え？」

「呆ほうけてんじゃねぇぞガキども。自分の欠点指されたぐらいで揺らいでんじゃあ、この先生き残れやしねぇぞ？」

　その言葉に僕は、師匠が「時間が無い」と言っていた時のことを思い出す。

　あの時、僕の脳裏には一つの可能性が浮上していた。

　篠ささ郭くるわ慧けい歌かという、生ける伝説と言っても過言ではない凄すご腕うでの《共生者ジユーナー》。彼女がわざわざ事前に連絡もせずに──まるで急用であるかのように来訪し、敢あえて欠点を教えた理由。

　彼女が──僕たちに戦い方を、生き方を教えてくれた師匠が、そんなことをするのは。

「……《魔ま剣けん伯はく爵しやく》が、この町に近づいているんですね？」

　僕の言葉に、祢ね亜あが一層僕の服を掴つかむ手に力を込めて、リフェルは目に険を浮かべる。

「正解だ、リン」

　師匠は、ぎちり、とキセルを噛かみ締めるように、悪あく辣らつな笑みを浮かべた。

　同時に、僕以外の三人は、はっとしたように僕を、また師匠を見る。

「目的は言うまでもねぇが、確実に貴様らの勧誘、って名目での服従だろうよ」

「もう、この町にいるんですか？」

「はっ。だったらこの町は既に火の海になってるっつーの」

　僕を嘲ちよう笑しようした師匠は、キセルを右手で摘まみ、指差すように瑠る姫き乃のに突き付けた。

「なぁおい、ルキノ。オレの条件は変わらねぇぞ。今までの評価をひっくり返したけりゃ、今回意地を見せてみろ。そのための手伝いはしてやるからよ」

「……私、は」

　瑠姫乃は、いつものような毅き然ぜんとした態度は未いまだなく、なおも俯うつむいたまま。

　責任感の強い彼女のことだから、まだ自分の欠点を悔いているのだろう。

　僕は、そんなゴシュジンサマの肩に、しっかりと手を置いた。

「瑠姫乃。僕はやるよ」

「凜りん斗と……、しかし」

「確かに瑠姫乃は弱いかもしれない。でも、これから強くなれないとは限らない。……そうですよね、師匠？」

「んだよ、つまらねぇなぁ。まぁ、隠す気もねぇから構いやしねぇけどよ」

「人の感情で遊ばないでください」

　僕の注意を聞く気も無さそうに、師匠は言葉通りつまらなそうに瑠姫乃に告げる。

「ルキノ。貴様はまだ若い。だっつーのに、欠点一、二個突きつけられたくらいでべっこべこに凹んでんじゃねぇよ。そんなんじゃマジで《共生者ジユーナー》なんてやっていけねぇぜ？」

「師匠……？　では……」

「鍛えてやるよ、お前ら全員な。前やった基礎とは違う、マジでみっちりと鍛えてやる」

　師匠の言葉に、僕たちは自然と姿勢を正す。それだけの偉大さが、師匠にはあった。

「腹を括くくれ、根性見せろ、意地を張れ。貴様らは間違いなく《共生者ジユーナー》だ。敗北は人の捕食を意味するんだ。──いいな？」

「「「「はい！」」」」

　僕と瑠る姫き乃のだけでなく、いつもは声を荒らげない祢ね亜あも、師匠とは初対面のリフェルまで、師匠の言葉に意気込んだ返事をする。

　……って、あれ？

「そういえば、愛あい恋こは？　飲み物用意するにしても、随分と遅いんじゃ……？」

「あぁ、たぶんオレの連れと一ひと悶もん着ちやく起こしてんじゃねぇの？　そろそろ屋敷に着く頃ころだろうからな。ま、荒事にはならないと思うが、それなりに言い合いはあるだろうよ」

「え？」

　師匠の唐突な発言に、僕は思わず間の抜けた声を上げ、他ほかの三人も疑問を顔に張り付けた表情を師匠に向ける。

　そんな中、最初に正気に戻った瑠姫乃が、顔に疑問を張り付けた表情のまま師匠に訊たずねた。

「師匠、一人で来られたのでは？」

「うんにゃ？」

　師匠は、実にあっさりとした態度で否定した。

「今一人、オレが貴様らみてーに世話してる奴やつがいるからな。今回の件は、戦力不足だったし、貴様の両親にも言われたから連れてきた」

　それは誰だれなのか。そう僕たちが訊ねるより先に、応接室の扉が外側からノックされた。

「失礼します、愛恋です。お嬢様、その、えぇと……。師匠の知人と言うお客様？　がいらしたのですが……」

「おーう、いいぜ、通せ」

　ドア越しに瑠姫乃に向けられた筈はずの愛恋の言葉に、何な故ぜか師匠が応じる。

　とはいえ、追い返すという選択を採れない瑠姫乃は、ただ黙って肯うなずく。

　そのまま、愛恋が「では、失礼いたします」と言って扉を開き。その客人──師匠の連れだという人物を部屋に通す。

　淡い黄色の半はん袖そでのカッターシャツに、膝丈の黒いカーゴパンツ。両手両足には無骨でごつい鉄の輪が嵌はめられている。

　だが、そんな出いで立たちなど僕にとって──いや、僕たちにとっては、どうでもよかった。

　何な故ぜなら──。



「久しぶりだね、凜りん斗とくん」



　眩まぶしい笑顔で入ってきたのは、かつて《捕食鬼プレアー》となって僕たちと殺し合った少女──花か芽が入いり鞠まり果かだったのだから。










　　　第二章　心の鬼よりも恩師が責めるんだけど



　夏休みに入る前のこと。

　花か芽が入いり鞠まり果かは、《侵食強化フオーシン・ラーニン》と呼ばれる《捕食鬼プレアー》がもたらした騒動で、吸血種となってしまった──被害者だ。

　しかし、彼女はその事実に押し潰つぶされそうになり、結果として、半ば自暴自棄な暴走をして、僕たちと戦い──そして、僕たちが拘束した。

　以降は、『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』の更生機関に預けられた以外のことは知らなかったが──。



　　　　　　　　　☆



「……まさか彼女を、師匠が預かっていたとは」

「驚いたろ？　ちなみに、オレがマリを預かったのは──そうだな。貴様らがマリを半殺しにした五日後ぐらいだな」

　予想外の再会に僕らが驚きを隠せず、どころかただ呆ぼう然ぜんとするしかない中。

　愛あい恋こはまるで無心になることこそ自身の本懐であるとでも言うように、ただティーセットをテーブルに並べている。

　師匠は、相変わらず剛ごう毅きな態度でソファに座り、その反対側には、僕らの主人である瑠る姫き乃のが座っている。そしてその隣には、僕と僕に擦り寄ってくる花芽入鞠果が座っていた。

　客人を立たせたままにするのはよろしくないということで、瑠姫乃が座るように勧めたのだが、その過程で彼女は呆然としていた僕の腕を取り、そのままソファに一緒に座らされたのだった。

　つーか痛い。視線が痛い。師匠以外の視線がいろんな意味で痛い。

　何で僕がこんな目に合わなくちゃいけないんだよ。

「素質は上々だったし、精神的に落ち着いた後は、《捕食鬼プレアー》に認定されたことが疑問視されるほどに安定してたからな。行く当てがないっつーし、オレが世話することになった」

「うん。その時にね、凜りん斗とくんたちのことを話したら、師匠も知り合いだっていうんだもん。だったら、師匠についていくのを断る理由も無いかなーって思ってね」

「あ、そう。……ていうか花芽入さん。ちょいと近すぎやしませんかね？」

「大丈夫、愛情表現だから♪」

「……お友達か戦友辺りで妥協してくれませんかね？」

「えー、折角再会できたのに、凜斗くん冷たいよー？」

　彼女に関しては、再会したこと以上に、彼女個人の感情的な面で対処に困る。

　彼女は、まぁ、ぶっちゃければ、僕に好意を抱いていた、らしい。

　この様子だと、それは今も変わらない様子。いや本当、どうしろっちゅーねん。

「でも、嬉うれしいなぁ。あたし、凜りん斗とくんたちに会えるの、もっと後だと思ってたんだよ？」

　無邪気な笑みは、以前には見せなかったものだ。

　そういう意味では、彼女はきっと、吸血種になったことを受け入れられて、その上で前向きに受け止められたのだと捉とらえることはできる。

「君が会いたかったのは、私たちではなく、凜斗個人だろう？」

「んー？　そんなことないよ？　ちゃんと皆には謝罪とか、お礼もしたかったし。まぁ、凜斗くんの優先度が高いのは、確かだけど」

　何とまぁ、明るくなったことである。

　対照的に、屋敷の住人の空気の温度が下がっているのは、何でだろうね？

　祢ね亜あなんか、ものすっごい猫みたいな目で花か芽が入いりさんのこと睨にらんでるし。

　瑠る姫き乃のに関しては言わずもがな。敵意を隠そうともしない。

　しかし、本当の問題はこの後だった。



「それに──師匠が約束してくれたからね。今回の件で真っ当に役割を果たしたら、凜斗くんはこの屋敷から引き取るって」















「……え？」

　その呟つぶやきは誰だれのものだったのか。僕のものだった気はするが──僕と同じ声を上げた人が、いないとは思えない。

　花か芽が入いりさんの言葉は、それほどのものだった。

「ンだよ、貴様、話すの早いっつーの」

「でも師匠。あたしがこの屋敷に来る頃ころには、全部話し終わってるって言ってましたよね？」

「何事にも順番はあるっつの。ったくよぉー、それは最後に言うべきことだったんだよ」

「師匠……。それは、どういう意味でしょうか？」

　がりがりと頭を掻かく師匠に、瑠る姫き乃のが凄すさまじく真剣な声音で問いかける。

　その声は、一番付き合いが長い筈はずの愛あい恋こが、驚きに目を見開くほどだった。

「そうカリカリすんじゃねぇよ。説明はちゃんとしてやるからよ」

　師匠は紫煙を吐き出しながら、それでも右目に真剣さを宿して話し出す。

「オレがさっき言った通り、ルキノは弱い。他ほかの犠牲や助力があって、ようやくの仕事っぷりだ。そこに、性能だけなら最弱のリンがいてみろ。今まではどうにか最後の一人が生き残ってきたが、これからもそうだと言い張れるか？　特に、これから来る《捕食鬼プレアー》、《魔ま剣けん伯はく爵しやく》、寿命だけならオレ以上、五世紀以上も人を襲い、《共生者ジユーナー》を相手に生き延び続けた化物を相手に殺し合って、リンを殺さずに勝てると、本気で考えてるのか？」

「それ、は──」

　瑠姫乃に対する言葉は、先の指摘と併せれば瑠姫乃の言葉を詰まらせるには十分だった。

「言っとくが、奴やつは強いぜ。直じかに何回か戦って、その度に逃げられてるオレが言うんだ。その事実が如い何かほどのもんか、解わからねぇほどの馬ば鹿かに育てた覚えはねぇぞ」

「え、でも、逃げられているってことは、追い詰めてはいるんですか？」

「馬鹿か。互いに退ひかざるをえないほどに消耗し合ってんだよ」

　僕の希望的な考えは、即座に切り捨てられる。

「ついでに言えば、オレの左目を潰つぶしたのも、《魔ま剣けん伯はく爵しやく》だ。野郎は強ぇぜ」

　師匠の左目──無骨な眼帯が巻かれているその下を、僕たちは見たことが無い。でも、師匠の実力を、身を以もつて知っている僕たちにしてみれば、その左目を潰したという事実だけで、不安感に襲われる。

　そんな相手に、僕は喧けん嘩かを売ろうとしていたのか。

　いや──問題は、そんな化物が、僕たちを狙ねらっているということか。

「あ、兄上様……」

　祢ね亜あも僕と同様に不安を感じたのか、ソファ越しに、泣きそうな声を上げた。

　僕はかける言葉は思いつかなかったけど、腕を伸ばしてその頭を撫なでてあげた。

　祢ね亜あは、僕が吸血種にした。だったら、その責任は負うべきだ。たとえ実力的に劣っていようとも、たとえ僕の存在がハリボテ並みの脆もろさでも、心の支えにはなってやるべきだ。

「それで、何でそいつのことと、僕がこの屋敷を離れることが繋つながるんですか？」

　せめて、祢亜が少しでも落ち着けるようにと、話題を戻してみる。

　師匠もそれは解わかっているのか、話を戻した僕を咎とがめる様子も無く、あっさりと応こたえた。

「単純な話だ。優秀な人材を無駄死にさせる可能性がある場所に、優秀な人材をそのまま放置するわけにはいかない。──それだけだ」

「僕は、死ぬことが仕事です。師匠も、僕の能力の使い方を、そういう風に鍛えた筈はずです」

「そこに無駄死には含まれねぇ。今までのお前の死は、大半がルキノの実力不足に伴う無駄死にだ」

「論点はそこじゃないんだ、凜りん斗と」

　それまで──いや、今まで師匠の威圧感や指摘に押し潰つぶされるように口数の少なかった瑠る姫き乃のが、今日、初めて力強く口を開いた。

「ようするに、私に仲間を犠牲にすることなく、敵を討つ実力があればいい。それだけの話ですよね、師匠？　そうすれば──凜斗をこの屋敷から離す理由も無くなりますね？」

「解ってんじゃん。だが、今回の相手はオレですらまだ殺しきれない《魔ま剣けん伯はく爵しやく》だぜ？」

「……でも、そいつにアルは攫さらわれたんだよ」

　念を押す師匠に答えたのは、意外にもリフェルだった。

「私は、アルを取り返す。それで、もう、誰だれも同じ目には遭わせない。そのために《魔ま剣けん伯はく爵しやく》を殺す必要があるなら、私はやるぞ」

　それは、根拠も確信も無い、純粋な意思だけの言葉。

　だが、師匠はその言葉に、嬉うれしそうに──そして何よりも愉たのしそうに笑みを浮かべる。

「ははっ。いい度胸だ。──その通りだリーフェ。オレたち《共生者ジユーナー》はな、できるかできないかじゃねぇんだよ。やらなきゃ他の誰かが犠牲になる。それがオレたちの大前提で、絶対遵守の掟おきてなんだよ。自分の弱さや敵の強さにビビッて、ひよるような輩やからは、最初っから《共生者ジユーナー》を名乗る資格もねぇんだよ」

　それは立場上のただの言葉ではなく、歴戦を潜くぐり抜けた、紛れも無い戦士の言葉。

　だからこそ、僕たちはその言葉に震え──そして、覚悟を決める。

「今回は、今まで半端な戦いしかしなかった貴様らにとって、最初の修羅場だぜ？」

　ここが《共生者ジユーナー》としての始まり。

　そう自覚させるための言葉は、僕たちに深く刻み込まれた。

「あの、師匠。二つ、よろしいでしょうか？」

　感動にも似た後味を感じる中。唐突に愛あい恋こが口を開いた。

「あん？　何だよ、アイ」

「いえ、その、一つ目ですが。……《魔ま剣けん伯はく爵しやく》と戦うのは構いません。負ければ凜りん斗とを連れて行く、というのも理解しました。では、どの時点を負けとするのでしょうか？」

「決まってんだろうが。誰だれか一人でも、死ぬか取られるかしたら、その時点で負けだ」

「では、その時点で？」

「あぁ。オレはこの屋敷を見捨てて、その時点で残った奴やつら全員連れて逃げる」

「そんな！　ですが、この屋敷は……！」

「仲間も守れねぇやつが、土地だけ守れるってのか？　笑かすんじゃねぇよ」

「う……」

　瑠る姫き乃のの反論も、すぐに潰つぶされた。それでも、瑠姫乃は納得していない様子だ。まぁ、当然だろう。瑠姫乃にとってこの屋敷は、敬愛する両親に任された場所なんだから。

「で？　二つ目ってのは何だ、アイ？」

「はい。その、件くだんの《魔ま剣けん伯はく爵しやく》がいつ来るのか、目め途どは立っているのでしょうか？」

「あぁ」

　師匠は、今までで一番あっさりと、それこそ点呼で名前を呼ばれたから返事をしましたと言うような感じで答えた。

「野郎が来るのは三日後だ」



「「「「「はぁ!?」」」」」



　今度こそ、屋敷の住人全員の声が揃そろった瞬間だった。
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　とある一室。

　複数の機材が組み合わされた、管理室のような一室で、一人の女性が、姿勢を正して椅い子すに座っている。

　その姿は、後ろ姿だけでも美しいと評する者がいるだろうが、しかし、彼女を一般的な人と表現するには、聊いささか以上に異様な風ふう貌ぼうをしていた。

　着込む服装は、黒いメイド服。その至る部位には動き易やすさを考慮したからなのか、いくつもスリットが刻まれている。

　もっとも、それはあくまでも序の口。真に彼女を異様と評させるのは、その頭部。

　額の中央には天を突くような巨大な黒角。額の両端には、後ろに伸びる一対の黒角。耳の上辺り、両側頭部からは、黒く渦巻く一対のアモン角。

　計五本の黒角を持つその女性。その瞳ひとみは赤く、目は角と同じくこれも黒。

　百人見れば百人が悪魔と呼ぶようなその風ふう貌ぼうを持つ女性は、椅い子すに座ったまま微動だにせず、ただ目の前に複数あるモニターの一つを、一心不乱に凝視している。

　その一室の入り口が、不意に開かれた。

「やっほー、元気してる？」

　軽々しい挨あい拶さつと共に、女性の許可も聞かずに部屋に入ってきたのは、装飾過多な青い軍服を着込み、白い手袋を両手に嵌はめた、短い銀髪の青年。

　青年は、未いまだに反応を見せずにモニターを凝視する五角の女性の背後まで歩み寄り、馴なれ馴なれしくその肩に手を置いた。

「また彼を見てるのかい？　正直、あんまり酷使すると壊れちゃうかもしれないから、止めてほしいんだけど」

「あたしは貴方あなたの部下ではありません。ですので、その言葉に耳を貸す義務はありません」

「あら、冷たい」

　言葉と裏腹に、青年はおどけるような笑みを浮かべるが、五角の女性は、相変わらずモニターを凝視したままだ。

「ま、個人的には君が同行してくれるっていうだけで、すっごく嬉うれしいけどねー」

「単に利害の一致です。貴方に対する友愛は絶無です」

「いやちょっと。それ、仕える人が同じ仲間に言うセリフじゃないよ？」

「広義で言えばそうですが、きちんと分ければ、忠誠を誓う相手は別です」

「……いい教育を受けてるねー」

「恐れ入ります」

「まぁいいや。取とり敢あえず、目標地点まで三日を切ったから、その報告に来ただけだし」

「了解しました」

　笑みを消すことなく、ひらひらと手を振る青年に、五角の女性は、徹底して感情の機微も見せず、モニターを凝視したままだ。

　そんな変わらぬ様子に青年も興味を持ったのか、女性の頭越しにモニターを覗のぞき込む。

「それにしても──そんなに気に入ったの？　その子」

「えぇ」

　その質問に、五角の女性は、蕩とろけるような満面の笑みで答えた。

「運命を信じたくなるほどに」

「……ふふ、それほどにかー」

　青年は、五角の女性の言葉に笑みを浮かべながら、背を向けた。

「ま、愉たのしみにするといい。個人的にはみんな欲しいけど、君には協力してくれた報酬ってことで、そこはあげる約束だしね」

「違えれば、八つ裂きは覚悟していただきます」

「あっはっは。頼もしいなぁ、本当」

　青年は、最後まで五角の女性の物騒な言葉に気け圧おされることも無く、飄ひよう々ひようとした態度で部屋を出て行った。

　その後も、五角の女性は青年が来る前と何ら変わらず、モニターを凝視し続ける。

　そのモニターは、煤すす野や町ちようの過去の風景──玖く堂どう凜りん斗とと須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけ瑠る姫き乃のが、巨大化したバルベリオ＝ヴァルヴェルヴと交戦している様子を繰り返し流し続けていた。
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「で、師匠。何ですか三日後って」

「あん？　だから《魔ま剣けん伯はく爵しやく》がこの町に来る予定日だっつの」

「いくら何でも急すぎますよ！」

　ところ変わって、須木水奈逆崎ヶ岳の屋敷にある、大食堂。

　その長テーブルには、先程まで一階の応接室にいた面々が全員揃そろっていた。

　師匠があの盛大な発言の後、「腹が減ったな」と言ったためである。

　もっとも、皆が空腹なのは事実だったので、こうして場所を移したわけで。

　とはいえ、屋敷の料理を担当している愛あい恋こは、まだ席に着かずに食器や料理を並べているし、祢ね亜あもその手伝いをしている。

　なので、食事前に訊きけることは訊いておこうと思い、こうして僕が口火を切ったのだ。

　え？　瑠姫乃？　僕の後ろで、僕の隣はどっちが座るかってことで花か芽が入いりさんとじゃんけんしてるよ。僕が真ん中に座ればよくね？　って言ったら、引き分けは許さないって言って、僕に端に座ることを強要してきたよ。だからもういいんじゃないかな。どうでも。

「ンなこと言ってもなぁ」

　さて置き、師匠は喚わめく僕に苦々しい表情を向けてきた。

「奴やつら、基本的に移動はステルス特化の空中要よう塞さいでしてる上に、万が一にも魔力探知されないように、かなり速度を落としてやがる。三日後っつーのも、今までの移動速度と、空中要塞を運良く感知できた場所から逆算しただけにすぎねぇ」

「え？　運良く感知できた、ってことは──」

「あぁ、今は見失ってるから、いつ来るか解わかったもんじゃねぇ」

「駄目じゃないですかー！」

「いや、そうでもねぇんだよ」

「何でそう言い切れるんですか！　確たる証拠があるんですか！」

「証拠はねぇが、統計はある」

「統計？」

「あぁ、統計だ」

「それって、今まで《魔ま剣けん伯はく爵しやく》が現れた時の統計──ってことか？」

　師匠の言葉を確認するように、師匠の正面に座るリフェルが訊たずねた。

　リフェルはどうも師匠に対して敬意よりも親しみの方が強いようで、師匠にため口で話すし、リーフェという愛称も許している。

　二人とも強気で頑固だから、その辺りが共感できるのかもしれない。

「リーフェの言う通り、あの野郎が現れた時──しかも、スカウトが目的の統計だ」

　そう言いながら、師匠は自前の灰皿に、キセルの灰を落とす。

「奴やつは、どうも相手の実力を試したがる。それも全力をな。だから、あえて相手に準備する猶予を与える。スカウト対象が現状で出せる全力を見極められる期間を、な」

「……だから、三日？」

「あぁ。一週間じゃあ長すぎる。一日じゃあ短すぎる。だから三日。助けを求めるには短く、個人の準備には十分な時間だ」

「それは、あくまで統計だよな？」

「あぁ。だが、今回も同じだと思うぜ」

　不安を抱くように眉まゆを顰ひそめるリフェルに、師匠は安心させるように笑みを浮かべた。

　そのままキセルに新たな葉を詰めて、ライターで火をつけて、一度大きく吸い込み、ゆっくりと紫煙を真上に吐き出した。

「貴様らには解わからんと思うが、歳としを経た吸血種ってやつは、妙なことに拘こだわりを持ってんだよ。それが、奴にとってはスカウトのやり方なんだろうぜ」

「んじゃ、ケーカは？」

「オレか？」

　僕としては、リフェルが師匠を呼び捨てにしたことに驚きよう愕がくせざるをえなかったが、師匠は気にする様子も無く、嬉うれしそうにキセルを掲げた。

「オレの拘りは、これだよ。今じゃあ、これ無しに生きられる気がしねぇな」

「それは構いませんが、せめて食事中は控えていただけませんか？」

　食事の準備が終わったのか、愛あい恋こが祢ね亜あと一緒に席に着いた。

「控えろったって、今葉を変えたばかりだぜ？」

「控えていただけませんか？」

　もう一度。愛恋が念を押すと、師匠は渋々と言った様子で、最後に思いっ切り吸い込んでから、盛大に紫煙を吐き出しつつ、灰を灰皿に落とした。

　何と言うか、従者として──と言うより、家事に関かかわる時の愛恋は、本当に凄すごいというか、強いというか。

　というか、師匠が折れるのを初めて見たよ、僕。

「それにしても、師匠は能力の割に火がお好きなようですね」

「好きなのは火じゃなくて煙草たばこだっつーの」

「聞いた話では、父様たちと知り合った時から、既に愛好していたらしい」

　いつの間にか、瑠る姫き乃のが平然と僕の隣に座っていた。花か芽が入いりさんは、残った席──反対側の三つ分離れた席で、微妙な表情でこっちを見ている。

　じゃんけんは瑠姫乃の勝ちだったようだ。

「にしても、師匠って瑠姫乃の両親とはどれくらいの付き合いなんですか？」

「まぁ、一世紀以上はあるな」

　こともなげに、元人間の僕にしてみれば信じられない答えを返された。

　いや、確かに師匠が三世紀以上生きているのは聞いているけれど、今の答えが事実なら、瑠姫乃の両親は一世紀以上生きている上で、今も前線で戦っているということになる。

「ほんと、吸血種ってのは長命なんだねぇ」

「はっ。半世紀も生きてないひよっこにゃあ、まだ実感が湧わかねぇか。……まぁ、その辺りの話はいいだろ。とにかく喰くおうぜ。細かい話は──これからの話は、その後だ」

　師匠の言葉に反対する者はおらず、僕たちは静かに昼食を摂とることにした。
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「相変わらずアイは料理が上う手まいな。いや、まともな飯が久々だったのもあるけどよ」

「師匠って、何ど処こに行ってもジャンクフードばっかりですもんね。あたし、舌がおかしくなっちゃうんじゃないかって思いましたよ」

「こちとら戦場駆け回って三世紀、料理なんざまともに手を付けちゃいねぇんだよ」

　僕らにとってはいつも通りの食事だったけど、師匠と花芽入さんにとっては本当に久しぶりの手料理だったらしく、かなり満足そうな表情をしていた。

「改めてこうして喜んでもらうとさ、愛あい恋ことしては嬉うれしいんじゃない？」

「確かに、悪い気はしませんね」

　早々に片づけを始めていた愛恋は、僕の言葉に薄く笑みを浮かべた。

「それで、師匠。もしこの後の話が場所を変える必要が無いというのであれば、すぐに飲みものを用意させていただきますけれど」

「あぁ、悪いなアイ。頼むわ」

　そう答えた師匠は、既にキセルに火を点つけ、紫煙を燻くゆらせていた。

「それにしても」

　空腹が満たされて気持ちが落ち着いてきたので、改めて師匠の話を──僕たちの現状を考えてみる。

　敵は、特級指定を超え、師匠の左目を潰つぶせるほどの実力者──《魔ま剣けん伯はく爵しやく》。

　奴やつの目的は、僕たち──主に祢ね亜あのスカウトと言う名目での隷従。

　対して僕たちは、リフェルの親友、アルウィーン＝ルティエンス奪還と……。

「《魔ま剣けん伯はく爵しやく》は、殺さなけりゃいけない、か」

「それは……、今更じゃないのか？」

　僕の呟つぶやきに、瑠る姫き乃のが不思議そうに訊きき返してきた。

　確かに、それは今更な話だ。《捕食鬼プレアー》とか《共生者ジユーナー》だからじゃなく、《魔ま剣けん伯はく爵しやく》は殺さなければ、僕たちが殺されるか──《兵儡レインク》にされる。

　でも、その前提に対して、何かがおかしい。師匠と花か芽が入いりさんの突然な来訪からずっと落ち着かなかったから気にならなかったけど。この状況に、妙な違和感を覚える。

「……師匠。この件で、『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』はどうしています？」

「ろくに動いてねぇよ」

「あぁ、そう。……成程ね」

　苛いら立だたしげな師匠の答えに、僕は違和感の正体を知る。

「それでも、派遣されたのが師匠と花芽入さんだけってのは、少なすぎますよね？」

「よく気が付いた。つーか誰だれも言いださねぇから、ちょいと虚むなしくなってたところだぜ」

　師匠の肯定に、花芽入さんを除く皆がはっとしたように師匠を見る。

　そうだ。《魔ま剣けん伯はく爵しやく》という、明らかに『凶悪』な敵の出現、しかもその目的も殆ほとんど確定していると言える状況で、何な故ぜ《魔ま剣けん伯はく爵しやく》を捕捉した『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』が動かない？

　本来なら、それこそ師匠と肩を並べるほどではなくとも、相応の経験者が複数人この屋敷に控えてもおかしくない状況なのに、だ。

「師匠。その理由は、知ってますか？」

「殆ど知らん。此こ乃のの野郎は、上から様子見に徹しろって命令されて、本部から動けねぇらしいぜ」

「父様が……!?」

　実父の名が挙がり、瑠姫乃は思わず立ち上がって師匠に問い詰める。

「何故ですか!?　何故父様が──」

「知らねぇっつってんだろ。オレが知ってんのは、ここに戦力としてこれたのはオレとマリの二人だけ。『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』から連れてこれたのは、結界要因だけだ」

　師匠自身、その状況に納得がいっていないのか、右目は明らかに怒りを宿している。それを瑠姫乃も察したからか、渋々と口を閉ざし、改めて席に着いた。

「師匠は、心当たりも無いのですか？」

　紅茶で満たされたティーカップを一人一人に並べながら、愛あい恋こが師匠に訊たずねると、師匠は難しい表情を顔に浮かべる。

「まー、想像でしかねぇけどな。連中、この屋敷をダシにするつもりなんじゃねぇかな」

「ダシに？」

「もしくは餌えさに」

「いや、ちょっと待ってくれよケーカ。ダシとか餌とかって……。んじゃ、何だ？　あの野郎を殺せるのなら、この屋敷が──この町が潰つぶれても構わないってことなのか!?」

「たぶん、そんな生易しいもんじゃないと思うよ」

　焦るリフェルに、僕は自分でも驚くほどに冷たく訂正する。

「《魔ま剣けん伯はく爵しやく》は三世紀以上も活動し、未いまだに討たれることなく好き勝手している《捕食鬼プレアー》だ。そいつを殺そうってんなら、相応の準備と情報が必要になる。で、今、この屋敷には本来の住人──凄すご腕うでの《共生者ジユーナー》、瑠る姫き乃のの両親はいない。なら──僕たちみたいな若輩を犠牲にしてでも、何か《魔ま剣けん伯はく爵しやく》を殺すための糸口だけでも掴つかめればいい。つまりさ、《魔ま剣けん伯はく爵しやく》を殺せればいい──んじゃなくて、《魔ま剣けん伯はく爵しやく》を殺すための糸口を掴めるのなら、それでいい。っていう、低い目的なんだろうね」

「相変わらず貴様は、人の後ろめたいとこを言い当てるのが上う手まいよなぁ」

「褒められても嬉うれしくないですね」

　正直、自分で言っていても気分のいいものじゃない。

　何かをなすために犠牲を強いる。それは戦争──殺し合いでは珍しくない話だ。そして犠牲になるのは、いつだって弱者だ。

　僕たちは──少なくとも僕は、自分が強いだなんて思っていない。ただ、自分たちが捨て駒ごまの立場になったと考えると、腹の底から湧わいてくるモノがないわけではない。

「師匠は──フリーの立場だから、ここに来れたんですか？」

「まぁな。『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』についてはいるが、基本的にオレぁオレの意思で動いてる。つっても、依頼を出したのはルキノの両親だがな」

「……そうか、父様と、母様が」

「何喜んでんだ馬ば鹿か野や郎ろう」

　両親の気遣いに顔を綻ほころばせた瑠姫乃を、師匠は厳しい表情で睨にらみつけた。

「ようは──貴様らだけじゃ絶対に生き残れないって証明だろうがよ。両親の愛情を実感する前に、自分の弱さを実感すべきじゃねぇのか？」

「──、……はい、申し訳、ありません」

　瑠姫乃の表情は一転し、また俯うつむいてしまう。

　そんな瑠姫乃に気遣わしげな表情を浮かべた愛恋が、全すべてのティーカップを並べ終えて、席に着く。

　そして僕は──そろそろ我慢の限界だった。

　師匠には恩は感じている。その実力にも敬愛の念を抱いている。でも──。

「師匠、もう瑠る姫き乃のたちをからかうのは止やめてくれませんか？」

　言外に怒気を孕はらませた僕の言葉に、師匠がニヤリと笑う。

「からかう？　オレぁ事実を言ってるだけだぜ」

「でしょうね。でも、事実しか言っていない。もういいでしょう？　僕たちは弱い。それは解わかりました。だったら、さっさとこれからの話をしましょうよ。時間が無いって言ったのは師匠なのに、こうして呑のん気きに食事を終えても何も言いださないなんて、同じ話を、言い方を変えているだけで。これじゃからかっているようにしか思えませんよ」

「──そうだな」

　そう肯うなずいた師匠が真剣に──いや、本気になったのだと、ここにいる全員が実感する。いや、半ば強制的に実感させられた。

「まぁ、オレとしちゃあ、もうちょい再会を愉たのしみたかったが、状況がそうもいかねぇ。少なくとも、リンが感性的に成長しているって解っただけでも良しとさせてもらうぜ」

　先程までは外見にそぐわぬ粗雑な態度の少女だった師匠の姿が、今は、とても大きい存在に見えてくる。

　それは、威圧感に伴うただの錯覚だろう。だが──彼女の実力は、正にその威圧感に伴う大きさをしているのだ。

「期限は三日。戦力はここにいる面子めんつのみ。奇跡も増援も期待できねぇこの状況──死にたくねぇなら死に物狂いで生き残れ。オレは、その覚悟を付けさせるためにここに来た」

　誰だれかが息を呑のむ。それは僕だったかもしれないし、他ほかの誰かだったかもしれない。

　でも、今はそんなことはどうでもいい。

　今、必要なのは──師匠の言葉に応こたえる覚悟。



「さぁ──足あ掻がけよ若輩共。時間が無い分、オレの教えは厳しいぜ？」



　こうして、三日間の修行が、絶望感を伴い始まった。



　　　　　　　　　☆



　修行は、即座に始められた。

　まず、屋敷の住人、瑠姫乃、愛あい恋こ、祢ね亜あ、リフェル、そして僕。この五人を三つのグループに分ける。

　まず、一人が師匠とマンツーマンでの修行。残った四人の内、二人が一対一の模擬戦。そして最後の二人が──花か芽が入いりさんとの二対一での模擬戦。

　その内容を聞いた時、特に花芽入さんについて僕たちは盛大に驚いたものだが、師匠の「マリはもう貴様らより強いぜ？」との言葉で、受け入れざるをえなかった。

　ともあれ、この三グループでの修行を、二時間ごとに──一時間半の修行に、三十分の休憩──で、三日間続けることに。



　　　　　　　　　☆



「って、あれ？　師匠、睡眠は？」

「午前零時までやったら、四時間睡眠。明朝四時から再開。それで足りなきゃ休憩時間に小まめに取れ」

「わぁハード」

「泣き言なんざ聞く耳持つ気はねぇぞ。おら、さっさと始めるぞ！　まずオレとルキノ！　アイとリンで模擬戦！　ネアとリーフェはマリと模擬戦！」

　師匠の声に、僕たちは慌ててそれぞれに宛あてがわれた場所に移動。

　花芽入さんと模擬戦をする二人は、花芽入さんの能力をフルで使えるようにと、屋敷の正面から少し離れた場所。一対一で模擬戦をする二人は、僕とリフェルがやっていた時のように、屋敷の裏庭。そして師匠とマンツーマンでの修行は──。

「んじゃ、始めんぞ、ルキノ」

「──はい。よろしくお願いします」

　師匠が取り出した一枚の紙──というか、札。

　それが淡く発光したかと思うと、師匠と瑠る姫き乃のの姿が、一瞬にして掻かき消えた。

「懐かしいね、あれ」

「確かに、懐かしくは思います」

　僕の感想に、愛あい恋こが同意してくれる。

　今のは、僕が初めて師匠の修行を受けた時にも見たことがあった。

　あの札は師匠が能力とは別に扱う、魔力を用いた技術──符術と呼ばれるもので、師匠の意図した場所に瞬間移動テレポーテーシヨンできる物だ。

　僕も、初めて体験した時は物もの凄すごく驚いたものである。

「まぁ、昔を懐かしむのはさて置き」

　瑠姫乃たちを見届けて、屋敷の裏庭に移動すると、愛恋がピシッと構えを取った。

　その両の拳こぶしには、既に見慣れたメリケンサックが嵌はめられている。

「私たちは、私たちにできる事をやりましょう」

「……うん、そうだね」

　愛あい恋こがメリケンサックを嵌はめているように、僕の両腕にも、既に指先から肩を覆う機械手甲──『月つき削そぎ』が現れている。

　もっとも、味方に対して『月つき削そぎ』を向けるのは、あまり好ましくないんだけど──。

「本気でやんなきゃ、意味は無い、か」

「えぇ。──開始早々にダウンするようなことは、是非とも無いように」

「了解」

　ガシャン、と重々しい音が僕の両腕から響く。

　軽く両腕を広げるように構えた僕に、愛恋は一瞬だけ薄く笑みを見せたかと思うと。

「征せいっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合と同時に、僕が捉とらえられない速度で真正面から距離を詰めてきた。

　そのまま強く踏み込み、右腕を軽く引く。その瞬間、愛恋の身体からだは弓矢に似る。

　構えられた全身は弓の如ごとく、矢の如き拳こぶしを引き絞り。

「破ぁ！」

　放たれた拳は、僕の胴体を吹き飛ばした。

「──ぅ、かっ」

　呼吸が止まる、バランスが崩れる。いや、そもそも胴体が消し飛んだのだから、足を使うことができない。

　しかし、意識はまだ途絶えない。

　僕は両目で、ギリギリまで愛恋を睨にらみ、見極める。

　突き出したのは右手。その状態での一番の死角は──右後方。

　二人目の僕は、現出と同時に、僕に背を向けている愛恋を抱え込むように両腕を広げ、挟み込むように腕を振る──が、愛恋の姿は一瞬で消え、僕の両腕は見事に空振り、手甲同士が擦れて甲高い音を上げる。

「──っと、」

　愛恋は、真上にいた。

　おそらく直前で背後の僕に気付き、跳躍したのだろう。

　愛恋の能力が《強化グロウ》とはいえ、飛ひ翔しようできるわけじゃない。なら、降りてきたところを狙ねらえばいい。

　そう考え、改めて機械手甲を構える僕の上、愛恋は両腕を振り上げると、落下に合わせるように振り下ろしてくる。

　しかし、空中で踏ん張りが利かないのか、それとも体勢が不十分だったのか、最初の踏み込みに比べれば遅く、僕はどうにか左に回避、そのまま着地する愛恋に右の手甲で殴り掛かろうとするが、両腕を振り抜き、完全に体勢を崩しながらも愛恋は、着地の寸前で、無理矢理左腕を僕に振り上げてきた。

　反射的に僕は後退するが、振り上げられた左腕の拳こぶしが、僅わずかに既に突き出しかけていた右の手甲を掠さらった──と思ったら、凄すさまじい衝撃が手甲の指先に走り、僕の右腕は盛大にかち上げられた。

「ぅわ！」

　完全に愛あい恋この能力を甘く見ていた。

　考えてみれば、愛恋は抵抗の無い相手なら、拳一つで頭や胴体を吹き飛ばせるのだ。だったら、掠っただけでもその威力が異常なのは当然だ。

　いずれにせよ、僕は右腕をかち上げられ、愛恋は無茶な着地で、互いに体勢が崩れる。

　その隙すきを突くほどの余裕は無く、僕たちは、改めて距離を置く。

「そう言えば、キミに殴られるのは結構あったけど──キミと戦うのは、初めてだね」

「同感です。正直、予想以上に面倒ですね、その能力と──死の間際まで意識を保ち続ける、その集中力は」

　僕の能力──《幽躯別身マインドアウト》は、僕を二人にする能力。

　普通、吸血種の能力は一定以上の集中力と魔力を要するが、僕は師匠に、能力を発動するための集中力を重点的に鍛えられた。

　その過程は口に出したいものではないが、ともかく今では、魔力があって脳さえ破壊されなければ、身体からだがどれだけボロボロでも、能力を使えるだけの集中力は手に入れている。















　もっとも、僕自身が吸血種として最弱であるために、これは戦うためではなく、生き残るために使うことが多いけど。

「さて、あまりお喋しやべりをしていても意味は無いですので、再開しましょうか」

「……了解っと」

　でも、一撃で頭や体を吹っ飛ばせる愛あい恋こを相手に、一時間半もどう生き残れと言うのか。

　僕の能力は、吸血無しで三回が限度。既に一回使った以上、使えるのはあと二回。

　流石さすがに愛恋も僕を殺すことはしないだろうけれど、僕の能力が使えなくなったので、模擬戦ができません、と言うのは、確実に師匠にぶん殴られる。

　……じゃあ、何で師匠は僕と愛恋を最初に組ませた？

　僕は祢ね亜あのように身体能力で張り合うことも、瑠る姫き乃のやリフェルのように、遠距離での能力を使えるわけでもない。しかも愛恋の能力を考えれば、僕との相性は一番悪い。

　単純に苦手な相手と組ませた──何て、安直な理由で組ませることを師匠がするとは思えない。

　なら、この一時間半の中で、僕は何をするべきなのか？

　この三日間で、何を身に付けるべきなのか？

「きっついなぁ、もう」

　いずれにせよ、時間も実力も足りない今、師匠の言う通り、死に物狂いでやるしかない。

「んじゃ、改めて」

「えぇ、やりましょうか」

　珍しく、楽しそうな表情を見せた愛恋に、僕は恐怖しか感じなかった。



　　　　　　　　　★



　花か芽が入いり鞠まり果かとの模擬戦を行っている祢亜とリフェルの二人。

　しかし、その状況はあまりよろしいものではなかった。

「んー……。貴様なら大丈夫って師匠には言われてたけど」

　鞠果は、困ったように小首を傾かしげた。

　そんな彼女の眼前には、祢亜とリフェルが、既に息を荒らげている。

「でも、ここまでできるとは思わなかったなぁ。流石は師匠の鍛え方、ってこと？」

「フ──シャアッ！」

　祢亜は、能力──《変身チエンジ》で、半獣人の状態になり、尋常ではない速度で鞠果から迂う回かいするように駆け寄り、その勢いのまま鞠果に真横から飛び掛かる──が、それを鞠果は微動だにすることなく、分厚く硬い土の塊を地面から引きずり出し、防壁代わりにして祢亜の攻撃を防ぐ。

　その隙すきを突くように、リフェルの放った黒い炎弾が正面から迫るが、それも祢ね亜あにしたのと同様に、高速で土が盛り上がり、着弾と同時に巻き起こる爆裂ごと防ぎきる。

　花か芽が入いり鞠まり果かの能力は、《現象フエノメノ》で、自身に密接した土を操る。

　鞠果が瑠る姫き乃のたちと戦った時は、ただ補充した魔力を振り回すように感情だけで土砂を操っていたが、慧けい歌かの修行を受けた彼女は、土砂の操り方をきっちりとマスターしている。

　それこそ、攻撃、防御、回避、などなど。多様な使い方も含めてのこと。

　さらに彼女の能力は、陸地では、その能力で操れる土砂の量は、ほぼ無尽蔵と言える。

　これが、慧歌が鞠果を、須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけの屋敷の住人よりも強いと評した理由。

　彼女は、そもそも保有する能力の規模が、並の吸血種をはるかに凌りよう駕がしていた。

「ほらほら、その程度の威力じゃあたしにまで届かないよー？」

「この、余裕面しやがって……！」

「まぁ、まだ余裕だからね」

　苛いら立だつリフェルをさらに煽あおるように答えを返し、同時に足元の土砂を用いて、巨大な蛇を四匹作り出す。

「じゃ、そろそろあたしも攻撃するけど……。うーん、一時間半ももつのかなぁ？」

　その答えは、祢亜とリフェルも欲するものだった。



　　　　　　　　　★



「向こうじゃあ、そろそろ連中が自分の欠点か、改善点に気付く頃ころ──だといいんだがなぁ。なぁおい。貴様はどう思うよ？」

　そこは巨大な純白の空間。

　四方百メートルは優に超える、何もないただの部屋。

　篠ささ郭くるわ慧歌が修行のために作り上げた、箱のようなこの部屋では、独りごちる慧歌の前で、瑠姫乃がうつ伏せに倒れ込んでいた。

　彼女の愛刀、『虚うつ炉ろ咬がみ』こそ、右手に握ったままだが、全身にはいくつもの斬きり傷が刻まれ、髪も服もボロボロになっている。

　この部屋に移動して、十分も経たっていないというのに、瑠姫乃は激戦に次ぐ激戦の果てに力尽きたような様相だった。

　対して慧歌は、全身のどこにも乱れは無く、今も優雅にキセルを吹かしている。

　瑠姫乃は、未いまだに起き上がる気配を見せない。

「何だかなぁ。これじゃあ、今日は無駄にして、次からは緩めにするしかねぇか？　ったく、一時間半っつー時間を指定した理由、少しは考えてほしいもんだがな」

「……修行を、緩める必要は、ありません」

　ふと、瑠る姫き乃のが立ち上がる。『虚うつ炉ろ咬がみ』を掴つかむ手に力を込め、歯を食いしばりながら。

「私は、まだ、やれます」

「はっ。上等だ」

　慧けい歌かはそう言って不敵に笑った直後、右の貫ぬき手てを瑠姫乃に突き出す。

　突き出された慧歌の右手は、素手ではなかった。その右手は、手首から先が刃物のように鋭利な氷に覆われていた。

　瑠姫乃は全身に力を込め、『虚うつ炉ろ咬がみ』でその貫手を受け止め、甲高い音を立てながら受け流す。

「そんじゃあ──死に物狂いで学びやがれ、若輩よぉ！」

　右手を覆う氷を砕くように消し飛ばした慧歌は、一度大きく後退し、高らかに叫ぶ。

　キン、と冷たい音を鳴らし、慧歌の叫びに応じるように、虚空に氷の刃が無数に現れる。

　その切っ先は、全すべて瑠姫乃へと向けられている。

　これが、篠ささ郭くるわ慧歌の能力。《現象フエノメノ》による氷結の具現。

　これこそが、《隻眼の氷剣フロストスラスター》と呼ばれる所以ゆえんである。

「……改めて、手合わせ願います、師匠」

　瑠姫乃は覚悟を決める。しかし、それに伴う実力があるのか。それは自分自身にすら確信を持てないことだった。



　　　　　　　　　★



　こうして、僕たちは、修行というには無茶苦茶すぎる修行を始めた。

　何を得るべきか、何が間違っているのか。それを確かめる必要を感じながら。

　仲間だから殺されることは無い。修行だから殺されることは無い。



　そんな考えは、最初の一時間半で甘えであることを、僕たちは全員が理解した。










　　　第三章　鉄を熱いうちに打とうとするも熱する時間すら無い



　午前零時。

　日付の変更と共に、修行の初日が終わった。

　僕たちはズタボロの身体からだを引ひき摺ずるようにして、屋敷へと戻った。

「ったくよぉー。貴様ら、そんな体たらくで生き残る気があんのか？　ぁあ？」

「いや、あの、すいません。休憩時間ぐらい、罵ば倒とうは止やめてください」

　ぶっちゃけ、僕は誰だれを相手にしても、死なないように逃げ回ることしかできていなかった気がする。修行に集中している時は、師匠の辛しん辣らつな言葉も指導として受け入れられるが、気の抜けた状態で聞かされる師匠の言葉は、追い討ちでしかない。

「そうかい。じゃあ、あと二日でまともになるんだな。それができなきゃ、貴様らはめでたく《捕食鬼プレアー》の仲間入りだ」

「……はい、承知しています」

　瑠る姫き乃のも、答えてはいるものの、愛あい恋こに肩を借りてようやく歩いているくらいだし、その愛恋も、能力で無理矢理体を動かしているみたいだ。

　リフェルも、壁に手を突きながら、どうにか歩いているが、その歩みは遅い。

　祢ね亜あは、既に意識を失なくしており、今は僕が背負っている。

　いっそのこと、ケロッとしている師匠や花か芽が入いりさんに運んでほしいものだが、「これも修行だ」との言葉で、突っぱねられてしまった。

「んじゃ、キミらは先に浴場に行くといいよ。僕、部屋に戻ってるから」

「解わかった。……祢亜は、悪いが、リフェル。君が担いでやってくれ」

「あ、あぁ」

　瑠姫乃に促され、リフェルは僕から祢亜を受け取るが、その足元は覚おぼ束つかない。

「リフェル、大丈夫？　何なら僕が浴場までは運ぶけど……」

「いい。お前も疲れてるだろ。私が運ぶよ」

　そう言って、リフェルは先を進む瑠姫乃たちを追うようにフラフラと廊下を進んでいく。その後を、師匠が見守るのか監視するのか、きびきびとついていく。

　それを見届けて、僕は自室に戻ろうとして──隣に花芽入さんが立っていることに気が付いた。

「あれ、花芽入さんは浴場に行かないの？」

「んー、ちょっと、凜りん斗とくんとお喋しやべりしようかなー、って」

　夏休み前とは違う、底抜けに明るい笑みを浮かべながら、花芽入さんは「どうかな？」とこちらを覗のぞき込んでくる。

「まぁ、少しなら」

　僕としても、彼女に聞いておきたいことはあるから。短く承諾した。

　そのまま花か芽が入いりさんを連れだって、自室に入ると、花芽入さんは物珍しそうに部屋の中をあちこち見回し始めた。

「へぇー、ここが凜りん斗とくんの部屋かぁ」

「物色はしないでよ。僕、私物弄いじられても放っておくほど温厚じゃないし」

「そこまで失礼じゃありませんよー」

　べー、と小さく舌を出した後で、「えへへ」と嬉うれしそうに笑った。

　何か、本当にこの子は掴つかみづらいなぁ。

「で、キミは僕に何が聞きたいの？」

「えー？　うーん。そうだなぁ……」

　花芽入さんには椅い子すを勧め、僕はベッドに腰掛けると、花芽入さんは椅子に座ってから、何かを迷っているのか、ゆらゆらと軽く体を左右に揺らし始める。

　ていうか、その動き止めて。ただでさえ眠いのに、さらに眠くなってくる。

「凜斗くんはさ、やっぱり、このお屋敷から離れるつもりは無いの？」

「うん？　そりゃ、瑠る姫き乃のがここの主である以上、僕がここを離れる理由も無いけど」

「そっかぁ……。でもさ、師匠も言ってたけど。凜斗くん、今のままじゃあ、いつか──っていうか、そのうちすぐに死んじゃうかもしれないよ？」

　それは、吸血種としては弱すぎる僕に対して、師匠が何度も言っていたことだ。

「それは覚悟してるよ。だから、こんな能力でも必死になって──文字通り死にまくって、瑠姫乃の役に立とうって努力してるつもりなんだし」

「むぅ。決意は固いようですね」

「あぁ。決意は固いんですよ」

　無理とか無駄とか言われても、僕は決して諦あきらめる気は無い。

　それが自己満足だったとしても、僕は瑠姫乃の従者であり続けたいのだ。

「んー、でも、あたしも諦めきれないんだよねぇ」

「あん？」

　花芽入さんは、かつて僕に「ずっと一緒にいてほしい」と言った時のように、三日月のような笑みをしていた。

「あたしはね、《共生者ジユーナー》とか《捕食鬼プレアー》とかは、どうでもいいの。ただ──師匠についていけば、凜斗くんにまた会えるかもしれない、って、そう聞いたから。だから、《共生者ジユーナー》の立場になって、師匠の厳しい修行もちゃんと受けたんだ」

「それ、は──」

「告白してるんだけどなぁ。勿もち論ろん、愛の告白だよ？」

　三日月のような笑みを浮かべたまま、花か芽が入いりさんは小首を傾かしげる。

「ねぇ、凜りん斗とくん。凜斗くんはさ、瑠る姫き乃のさんのこと、どう思ってるの？」

「え……、いや、だから──」

「彼女の従者でいたい？　でもさ──君の言い分とか、執着とかは、周りから見れば、どう見ても恋してるようにしか見えないよ？」

　こいしてる──恋、してる？

「ば、な、何で、そんな──！」

「あは、凜斗くんって、自分のことになると慌てるんだ。何か新鮮」

「いや、そうじゃなくて──」

「自覚してないだけなのかな？　それとも、周りがそう錯覚するほどの忠誠心なのかな？　凜斗くんの中で、その違いをはっきりと答えられるのかな？」

　僕は、捲まくし立てる花芽入さんの言葉に、返す言葉が全く思いつかなかった。

　だって、恋って──……………………。

　……………………。……………………。……………………。

「恋って、どういうもんでしょうか？」

「……ぷふっ」

　熟考の末に僕の口から出た質問に、花芽入さんは軽く吹き出してから。

「あっははははははははははは、あはははははははははははは！」

　盛大に笑い出した。

　いや、うん。僕としても笑われても仕方ないと思うので、何も言わないけどさ。

　ただ、まぁ。凄すごい恥ずかしい。

「……キミがそこまで明るくなってくれて、命懸けで助けた身としては、嬉うれしい限りだよ」

「あはは、だって、高校生にもなって、恋ってどういうって……、あはははは！」

　考えてみれば、確かに僕は今まで色恋沙ざ汰たとは無縁な人生を送ってきた。

　初めてそういう事情に巻き込まれたのだって、今目の前で大笑いしている花芽入さんや、その時に亡くなった──助けられなかった、石いし宮みや美み稀き先輩に関してのことだったし。

　僕、初恋すらも体験しないで中学を卒業して、人間から吸血種になってたんだ。

「うわ……。今になってすげぇ恥ずかしくなってきた」

「いやー、達観してるように見えて、実は初う心ぶだったんだねー。それもまた愛ういですよ？」

「もう止やめて下さい。いやマジで」

「はいはい。……でもさ」

　花芽入さんはようやく笑うのを止めてくれたと思ったが、その表情には、まだ三日月のような笑みは張り付いたままだった。

「もし、凜斗くんが瑠姫乃さんに対してこのままだらだらと従者なのか恋人なのか微妙なことを続けるつもりなら──」

　花か芽が入いりさんの笑みがより一層深まって、口の隙すき間まから吸血種特有の鋭い犬歯が見えた。



「力ずくでも、奪っちゃうよ？」



「ふふ、恋は戦争、愛は闘争、恋愛は争奪戦。女の子はね、色恋沙ざ汰たには貪どん欲よくなんだよ？」

「そりゃまた、恐ろしい話で」

「そうでしょ？　だからさ」

　つい、っと。いつの間にか目の前に接近してきた花芽入さんが、僕の両りよう頬ほおを両手で包むように掴つかんでいた。

「目の前に景品があれば、奪いたくなっちゃうんだよ？」

「ぼ、僕は──」

　僕は、その時に何と答えようとしたのか。どんな答えを返せばよかったのか。

　戸惑う僕が、思わず何かを言おうとして──。

　入口のドアから、ノックの音が響いた。

「凜りん斗と。花芽入さんを知らないか？　どうも姿が見えないのだが」

　ドア越しに聞こえる瑠る姫き乃のの声。急な事態に驚きながらも咄とつ嗟さに何かを答えようとする僕を花芽入さんは右手で押し止とどめ、軽い足取りでドアへと向かい、あっさりとドアを開けた。

「どうもー、瑠姫乃さん」

「な、貴様──凜斗の部屋で何をしている!?」

「大丈夫、ただお話してただけだよ。それから──」

　こしょこしょと、花芽入さんは瑠姫乃の耳元に何事か囁ささやいた。

「それじゃー、あたしもお風ふ呂ろいただくねー」

「な、待て！　今の話は──」

「凜斗くんも一緒に入る？」

「は、え!?」

「貴様、花芽入鞠まり果かぁ！」

「あはは、冗談、冗談ですよー。それじゃ凜斗くん、上がったら呼びに来るから、それまでは起きててねー？」

　ひらひらと手を振って、花芽入さんはこれまた軽やかに去って行ってしまった。

　残されたのは、凄すさまじく気まずい沈黙に包まれた僕と瑠姫乃の二人だけ。

「あー、えーと、その、花芽入さん以外は、もう入浴は済ませたの？」

「あ、あぁ。だが、彼女──花芽入さんが見当たらなかったから、君を呼びがてら、行方を知らないかと訊ききに来たのだが」

　そこで瑠る姫き乃のは、思い出したかのように、じろりと剣けん呑のんな視線を僕に向けてくる。

　当然、真正面から視線を合わせることになり、その整った顔を真正面から見ることになるのだが、同時に、さっきの花か芽が入いりさんの話──恋なのか忠誠なのかという話が脳裏に浮上し、僕は思わず顔を覆って俯うつむいてしまう。

　っていうかやばい。鏡を見なくても解わかるくらいに、今、僕の顔がすっげぇ赤くなってる。え、あれ？　僕、今までどうやって瑠姫乃の顔を見てたっけ？　ていうか、何で今さらこんな赤くって言うか、気まずくって言うか、ぇえ？

「そうか、今の君は私と顔も合わせたくないのか」

「いや！　ちょっと待って！　今すげぇ混乱してるから！　落ち着くまで待ってくださいマジで！　いや本当だって！」

「……まぁ、信用しよう」

　そう言う割に、声はかなり低い。花芽入さんが出ていく時に瑠姫乃に囁ささやいた話がそうさせているのか。それとも花芽入さんを部屋に招いていたことに対してなのか。

　ともあれ、僕は一度思考を全部放棄し、感情を落ち着けることに全神経を集中させる。

　………………………………よし。

「あぁ、うん。ごめん瑠姫乃。ようやく落ち着いたよ」

「凄すさまじい違和感を覚えるほどに清すが々すがしい表情だな」

　せっかく感情を落ち着けたのに、向けられたのは凄まじく冷めた視線だった。

「まぁいい。それで──何な故ぜ彼女がこの部屋にいたんだ？」

「あぁ、彼女、僕に話したいことがあったって言うからね。僕はキミらが入浴終わるまでやることなかったし、時間潰つぶしがてら適当に話してたんだよ」

「適当に、か」

「うん？」

「適当、という言葉は実に奇妙だ。いい加減、大雑把、という意味を指すこともあれば、適した、当あて嵌はまる、という意味を指すこともある。──さて、ここで一つ質問だ」

「お、おう」

「一体、何に対して、どう、適当な話をしていたのか。是非とも答えてほしいのだが？」

　そう言われて、また顔に血が上りそうになるのをどうにか気合で抑えながら、言うべき言葉を模索する。

　誤魔化すべきか、正直に言うべきか。

　いや正直にとか、絶対言えねーし！

「まぁ、その、世間話をば」

「彼女は、去り際にこう言っていたぞ。『あんまり手放したままだと貰もらっちゃうよ？』とな。あれはどういう意味だ？」

「　　　　　　　　」

　言葉が出て来なかった。

　いや、恋は戦争、愛は闘争、恋愛は争奪戦って言ったのは花か芽が入いりさんだけどさ。こうもアグレッシブに行くわけ？

　あ、でも。あの子、元々そういう気質はあったなぁ。あの時は状況が状況だけに、その辺りはあんまり考えてなかったけど。

「私は君を手放す気は無い。そして君は、私が従者に選んだことを感謝していたな？」

「い、イエス、マスター」

「信じていいんだな？」

「お、おう！」

「信用していいんだな？」

「そ、そりゃもう！」

「信頼──させて、くれるんだな？」

　その言葉だけは、確認ではなく、懇願だった。

　だからこそ──僕は、肯うなずく。

　そうだ。僕は、彼女の期待に応こたえたい。そう信じて、ここにいる。

「あぁ、キミの信頼に応えられるように、尽力するよ」

　これが恋愛感情なのか忠誠心なのか。そんなものはどうだっていい。

　それは、自分で気が付いた時に答えを出すべきことであって、人に言われて答えを急せく必要は無い。

　大事なのは──初志貫徹。僕が彼女に抱いた憧しよう憬けいを、敬愛を、違えないことだ。

「僕はキミについていく。それで死んだら──本懐だよ」

「前半は喜んで受け入れよう。だが後半は認めん」

　瑠る姫き乃のは部屋から背を向けて、静かに、しかし力強く命じてきた。

「死ぬことは許さん。──はは、何度も君を死なせている身で言えた義理ではないがな」

　その言葉の真意は、解わかっている。

　能力による死ではなく、僕という存在の死。彼女は、それを許さないと命じた。

「……了解。ゴシュジンサマ」

「あぁ。それでいい」

　瑠姫乃は最後に薄い笑みを見せて、部屋を出ていく。

「明日も早い。寝坊するなよ？」

「うん、お休み」

　バタン、とドアが閉められ、僕の部屋は沈黙に包まれる。

　僕は、瑠姫乃を見送った姿勢で数秒止まっていたが、ふいに脱力しながら、ベッドに仰向けに倒れ込んだ。

「……あー、やっぱ、綺き麗れいだわ、あの子」

　それは、今更になって浮上した、瑠る姫き乃のに対する感想。

　外見もそうだけど、何と言うか、生き様？　在り方？　そういう、“〝彼女らしさ”〟って言うのが、凄すごく綺麗なんだ。

　どうしてそう思うのか。それは──まぁ、もうちょっと余裕がある時に考えよう。

　とにかく今は、気が抜けたからか、物凄く眠い。

　そうだ、明日も早いんだし、風ふ呂ろは我慢し、て──…………。



　　　　　　　　　★



　瑠姫乃は、凜りん斗との部屋を出た後、不快さと高揚感を同時に感じるという、凄すさまじく奇妙な状態で自室に向かっていた。

　高揚感の原因は解わかっている。凜斗の言葉がそれだけ嬉うれしかったからだ。問題なのは、不快感の方──花か芽が入いり鞠まり果かが残した言葉だ。

　実はあの時、鞠果の言葉は、凜斗に言ったものと若干異なっていた。

　実際に鞠果が瑠姫乃にいった言葉は。

「恋人にする気も無いのに連れ回しているなら、あたしがもらっちゃうよ？」

　明らかな宣戦布告。恋敵としての宣言に、瑠姫乃は焦燥にも似た不快感を抱いていた。

　凜斗の存在は、この屋敷では既にかなり大きい。

　祢ね亜あが懐いているのは今更だし、基本的に他者に興味を示さない愛あい恋こが、瑠姫乃の反応を楽しむという理由を差し引いても、凜斗にはかなり好意的に接している。

　リフェルは、まだ判断に迷うが、それでも嫌悪感を抱いている様子は無い。

　瑠姫乃にとって、この屋敷に住む者たちは皆大事な仲間だ。

　その中で、凜斗に対する独占欲は、恋愛感情が乗っている分だけ強くあるものの、この屋敷の者たちとの『共有』であれば、許容できるとも思っている。

　しかし──奪われるのは、絶対に許容できない。

「彼は──私が選んだんだ」

　誰だれにも奪わせない。奪わせはしない。

　そのためには──強くなる必要がある。彼に犠牲を強いる現状では、彼を正面から受け入れるだけの覚悟ができない。

　彼に犠牲を強いるのではなく、屋敷の皆に助けてもらうのではなく、一緒に並んで戦えるだけの実力が──必要だ。

「だから、邪魔はさせないぞ。《魔ま剣けん伯はく爵しやく》」

　瑠る姫き乃のは理想家ではない。常に、現状に必要なものを思考し、必要な行動を実行するように心がけている。

　今必要なのは──屋敷の皆を揃そろって奪おうとする、《魔ま剣けん伯はく爵しやく》を討つこと。

「それまでは、君のことは保留にしておくぞ。花か芽が入いり鞠まり果か」

　だから、その先に衝突するだろう恋敵のことは、いったん思考の隅に追いやった。

　売られた喧けん嘩かをただ買うだけでは、前を見ない馬ば鹿かと変わらない。

　勝てる喧嘩と譲れない喧嘩を、受けられる状況で買うからこそ、勝機を見出せる。

　瑠姫乃は、《共生者ジユーナー》としての実力は確かに篠ささ郭くるわ慧けい歌かの言葉通り、決して高いものではない。だが、《共生者ジユーナー》としての思考は、既に十分にその才覚を芽吹かせていた。
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「んぁ？」

　微妙な寝苦しさに目を開けると、いつもよりずれた位置の天井が目に映る。

　何事かと思って上体を起こすと、膝ひざから下はベッドからはみ出して床を踏んでいる。

　ようは、ベッドに座った状態で眠ってしまっていたのだ。

「あー……。そっか」

　まだ眠気は抜けないものの、回り始めた頭は、僕が眠る前のことを思い出させる。

　花芽入さんと話して、その後で瑠姫乃と話して、その後、眠っちゃったんだっけ。

「つか、今、何時？」

　執事服のズボンのポケットに入れっ放しだったケータイを取り出して時間を見てみる。

　液晶には、デジタル文字で「三時八分」と映っている。

「あー、まぁ、シャワー浴びる時間はあるか」

　まだフラフラする身体からだを無理矢理動かして、着替えを抱えて部屋を出る。

　屋敷の中は既に全すべての照明が消されていたが、吸血種の恩恵か、暗くら闇やみの中でもぼんやりと道は見えていた。まぁ、単純に暗闇に目が慣れていただけかもしれないけど。

　さて置き、大浴場まで辿たどり着いた僕は、脱衣所の照明を付けて、もそもそと服を脱ぎ、タオルを持って大浴場へと入る。

「んん？」

　大浴場の中は、照明がついていなかった。どうやら僕は脱衣所の照明しかつけていなかったらしい。こんな当たり前のことに気付かないって、どんだけ寝ね惚ぼけてんだよ、僕。

　でも、大浴場は暗闇ではなかった。

　そりゃあ脱衣所から光は入ってくるんだけど、それだけじゃなくて月明かりが、窓から大浴場を照らしていた。

　それは光源としては十分で、むしろこのままの方が綺き麗れいな気がしたから、僕は敢あえて照明を付けずにシャワーへと向かって。

「よぉ。貴様も月見風ぶ呂ろか？」

　いつの間に──というべきなのか。眼帯を外して、痛々しい傷の残る左目を晒さらした──というか、全身を余すことなく晒している師匠が、いつも通り剛ごう毅きな態度で湯船に浸つかっていた。

「は？　え？」

「何だぁ？　随分と間抜け面晒してくれるじゃねぇか」

「いや、あの、師匠？　何でここに──ていうか、照明は？」

「あぁ、月が綺麗だったからな。敢えて点つけなかった」

「さ、左様ですか。じゃあ、僕はお邪魔なようなので……」

「構いやしねぇよ。つーかこっち来い。裸の付き合いといこうぜ」

「いや、それはちょっと」

「はっ。三百越えたババアに遠慮なんてすんじゃねぇよ。それとも、氷漬けになってから、湯船でゆっくり溶けるのを待つか？」

「…………はぁ、じゃあ、先に体洗ってきます」

　最終的に、僕は脅しに屈する形で師匠と混浴することになった。

　いっそのこと、身体からだを洗っている間に心変わりでも起こして、先に上がってくれないかなー、何て思いながらゆっくりと、可能な限り時間をかけて全身を洗っていたのだが、僕が全身を洗い終わっても、師匠は湯船に浸かったままだった。

「あの、じゃあ、失礼します」

「ンな遠くに入ってんじゃねぇよ。隣に来い、隣に」

　師匠の言葉に逆らう気力も湧わかず、僕は渋々と首まで湯船に浸かったまま、可能な限り師匠の身体を見ないように、隣に移動する。

　何だろう。何か最近、こういうことが多い気がする。愛あい恋この策謀で瑠る姫き乃のの入浴中に乱入したり、リフェルと一緒にシャワーを浴びたり、そんで今回は師匠と混浴とか。

　おかしいなぁ。男女が同じ屋根の下に住む以上、こういうことは無い様に尽力してきた筈はずなんだけどなぁ。

「この浴場な。此こ乃のの野郎が月が見たいからっつって、このでかい窓を付けたらしいぜ」

　確かに、師匠の言う通り。月明かりの差し込んでくる窓は、浴場に備わっているにしてはかなり大きい。

　だとしたら、ちょっと此乃さん──瑠姫乃のお父さんを恨みたくなる。まぁ、逆恨みというか、八つ当たりというか。その辺りになるんだろうけどさ。

「しっかし、貴様も初う心ぶだよなぁ」

「え？」

　寝る前に花か芽が入いりさんに言われたことと同じようなことを言われ、僕は思わず師匠に目を向けてしまった。

　その際に、明らかに幼さを残した白い肌が目に飛び込んできて、僕は思わず目を背ける。自分でも何やってんだと馬ば鹿からしく思うけど──羞しゆう恥ちの方が勝り、何かもう自分の顔が熱いんですよ。

「ははっ。こんなガキじみた体したババアに何を赤くなってんだよ」

「いやいや、まず男女の差というものがですね……」

「だから初う心ぶだっつってんだろ。昨今のガキが色気づくのは、早けりゃ小学生だろ？」

「個人差は、あると思いますよ」

「だとしたら、貴様は遅過ぎねぇか？」

「……まぁ、そういう機会からほど遠い人生を送っておりますので」

「ハーレムと変わらねぇ環境で生活してる輩やからの言い訳じゃねぇな」

「そんな、ハーレムって」

「周りにはそういう風にしか見えねぇだろうよ」

　そう言えば、リフェルとも浴場でこんな会話をしていた気がする。

　だとすると、改めて言いたくなるね。















「何だこの状況？」

「はっ。ンなもん本人にしか判じようがねぇだろよ」

　もっともな答えを返されて、僕は黙らざるをえなかった。

「んでー？　貴様としちゃあ、本命は誰だれよ？」

「本命？」

「おう。流石さすがに優先順位ぐらいついてるだろ」

「え、何のですか？」

「ンなもん、娶めとるのは誰かって話だよ」

「めとる？」

　めとる。娶る。────結婚する？

「は、え、え!?」

「マリはガチで貴様を獲とりに行くつもりらしいが、オレ個人としちゃあ、屋敷の誰かを選ぶんじゃねぇかって思ってんだよなー。それともあれか。人間に惚ほれた女がいて、未いまだに諦あきらめきれてないとか、そういう話か？」

「いやあのですね師匠娶るとか結婚とか婚姻とかそういうのは僕はまだ」

「確か貴様、もう十六だか十七だかだったろ？　この国じゃあ十八歳未満は認められねぇが、ンなもん吸血種にゃ関係ねぇ。惚れた腫はれたは当人がどう思ったかが全すべてだぜ？」

　何で僕、師匠から色恋沙ざ汰たについてレクチャー受けてるんだろ。

　ていうか、皆こういう話題持ち込みすぎやしませんかね。女子がそういうのに興味があるのは聞いたことがあるけど、僕たち《共生者ジユーナー》だぜ？　いいじゃん、《捕食鬼プレアー》倒すことだけ考えてようよ。そういうのは自覚してから考えようよ。

「ま、貴様が誰を選ぶのか。それが一人なのか複数なのかは知らんが」

「複数は浮気では？」

「吸血種には平気でハーレム作る奴やつもいるぞ」

　そう言えばリフェルがそんなこと言ってたね。

「ともあれ、選ぶ以上は、後悔の無いようにするんだな。遠慮し続けた結果、他ほかの奴に盗られたり、一時の思い込みで選んで、容易たやすく破局することだってあるんだからな」

　言いながら、師匠は躊躇ためらい無く立ち上がって。

「ぇぇぇえぇぇえええええええ!?　ちょ、師匠、少しは隠して！」

「お前、何か心配になるくらい初う心ぶだな」

　やっぱりおかしい。僕の方が正しい反応の筈はずなのに、何な故ぜか師匠から呆あきれられているよ？

「まぁー、いいさ。貴様は貴様のやりたいようにやりゃあいい。やる気がある以上は、全力で鍛えてやるからよ」

　そのまま浴槽から出た師匠は、ペタペタと足音を鳴らしながら浴場を後にした。

「……何かなぁ」

　物もの凄すごい肩透かしを食らったというか、物凄く空回っていたというか。

「……そりゃあさ」

　誰だれもいないからだろうか。僕は知らず知らずのうちに零こぼしていた。

「こういう状況でもなければ──いつ死ぬか解わからない環境じゃなければ、そういうことを考える余裕もあるかもしれないけどさ」

　僕は──殺し合いをするには弱すぎる。

　その事実は認めてはいるけれど、受け入れ切れているわけじゃあない。

　師匠の修行で死ぬ間際まで集中力を切らさないことはできるけど、それは、裏を返せば死んでいく最期の瞬間まできっちりと記憶し続けている、ということだ。

　しかも、情じよう報ほう繋けい線せんが繋つながったままであれば、死の感覚──急激な絶対零度を連想させる喪失感を味わうことになる。

　入浴中という、かなり肉体的にも精神的にも弛し緩かんしたその状況で思い出した死の感覚に、僕は湯船の熱さを忘れるほどの怖おぞ気けに襲われた。

「ぅ、う……うぁ」

　どれだけ覚悟を固めても、何度経験したとしても、死ぬのは、怖い。

　死ぬのは──何度経験しても、慣れる事なんてありえないんだ。

「…………」

　それでも、僕にできるのは、これだけしかない。死ぬことでしか、役には立てない。

　師匠は僕の能力は死ぬことじゃないと言ったけど、それ以外の使い方を僕は思いつかない。

「………………よし」

　やるしかない。そう自分に言い聞かせて、ようやく、恐怖心に染まった気持ちを落ち着けることができた。

「もう、行こう」

　考えてみれば、もうすぐ四時になるかもしれない。

　そうすれば、二日目の修行が始まる。

　そう考えると、師匠は体を解すために湯船に浸つかっていたのかもしれない。

　ともあれ、僕は死の恐怖を自分の中だけに押し込めて、湯船から立ち上がった。

　そのままタオルで水気を拭ぬぐい、洗濯籠かごに入浴前に着ていた衣服を放り込み、替えの衣服に着替える。当然、執事服だ。

　修行でも私服がいいのだけど、気合を入れる意味も込めてこっちにしろって瑠る姫き乃のに命じられたのである。

　着替え終わった僕が脱衣所から出ると、師匠が入口の傍そばで紫煙を燻くゆらせていた。

「よぉ、ようやく出たか」

「あれ、師匠？　もしかして、四時をもう過ぎてます？」

「うんにゃ。でもまぁ、貴様の様子じゃあギリギリになる気がしたからな。一服するついでに、ここで待ってた」

　慌てて時間を確認すると、三時五十六分。確かにギリギリだった。

「ンじゃ、行くか。残り二日。まぁ精々生き残れ」

「……はい」

　残り二日。それが死の宣告なのか、生き残るための活路になるのか。

　その答えが解わからないまま、僕は師匠の後に続いた。
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　修行二日目の早朝。

　師匠に続いて屋敷の外に出ると、既に女性陣が揃そろっていた。

「よぉ、寝坊した馬ば鹿かがいなくて何よりだ」

「まぁ、眠くないと言えば嘘うそになりますが。そうも言ってはいられない状況ですし」

　愛あい恋この言葉に対し、祢ね亜あは微妙に舟を漕こいでいる。

「ちょっと、祢亜、大丈夫？」

「ふあ……、んぅ……」

　軽く祢亜の背中を叩たたいてあげると、眠そうに目を擦こすりながら、可愛かわいらしい欠伸あくびをした。僕に返事をする余裕も無いくらいに眠いらしい。

「ま、眠かろうが何だろうが、修行は始めるぞ。今日はオレとやるのはリーファ。マリとやるのはリンとネア。ルキノとアイが一対一で模擬戦だな」

　師匠の指示に、僕たちはそれぞれ場所を変える。

　僕は瑠る姫き乃のに『月つき削そぎ』を出してもらった後、祢亜と一緒に花か芽が入いりさんとの模擬戦を行うため、屋敷の正面から少し距離を空けた場所に移動したのだが。

「…………んぅ、ふぁぁ……」

　祢亜は、僕に背中を押されてようやく歩く程度で、その上で起きているのかいないのか、舟を漕いでは欠伸を漏らす、を繰り返している。

「うーん。祢亜ちゃん、随分眠そうだねぇ」

「あぁ、うん。みたいだね」

　いつもは僕より早起きの筈はずなんだけど、それはあくまでも早めに就寝しているからで、実はあまり長時間起きているのは苦手なのかもしれない。

　しかし、今はゆっくりと寝かせてあげられる状況じゃあない。どうにかして目を覚ましてもらわないと、まともに修行を行えない。

「どうするかなぁ」

「手荒でいいなら起こしてあげるけど」

「うん？」

　僕がどんな方法かと訊きき返す前に、花か芽が入いりさんの足元の土砂が盛り上がり、巨大な蛇のようにうねったかと思うと、今度は鞭むちのような鋭さで祢ね亜あを横殴りにして、吹き飛ばした。

「──、っ!?」

「な、ちょっと、花芽入さん!?」

　声も上げられずに吹き飛んだ祢亜の下へと駆け寄るべきか、花芽入さんを責めるべきかと迷う僕の前で、花芽入さんはあの三日月のような笑みを浮かべて、さらに足元から多量の土砂を引ひき摺ずり上げる。

「修行はもう始まってるよ？　ほら、師匠も言ってたでしょ？　死に物狂いで生き残れって。そんな状況で居眠りしてたら──生き残れないよ？」

「……マジかよ」

　花芽入さんの言い分は、確かに正しい。

　しかし、今の一撃は眠気を覚ますにしてもやり過ぎじゃあないのか。そう思いながら祢亜の下へと駆け寄ろうとしたら、祢亜は既に、立ち上がっていた。

「…………兄上様、お早うございます」

「え？　あ、うん。お早う」

　ゆらり、と。若干俯うつむいている祢亜の挨あい拶さつに、思わず挨拶を返すと──祢亜の頭部に、髪の色と同じ、白い猫科の耳が生えた。同時に、後ろ腰から白い尻尾しつぽが覗のぞく。

　その尻尾は──これ以上ないくらいに毛を逆立たせていた。

「花芽入さんも、お早うございます」

「うん。お早う。もう寝ね惚ぼけていないかなー？」

「うん」

　一つ頷うなずいた祢亜が上げた顔には、明らかに怒りの感情が映っていた。

「でも、今のは凄すごく痛かった」

「そう？　加減したつもりなんだけどなぁ」

「昨日は一回も触れなかったけど、今日は絶対触る」

「ふふ、期待してるよ？」

　静かながら怒りを見せる祢亜に対し、花芽入さんはどこまでも呑のん気きな様子のままだ。

　ていうか、こんなに怒った祢亜なんて、僕は初めて見たぞ。

「兄上様」

「え、あ、はい！」

「祢ね亜あ。強くなるから」

「え？」

　突然の言葉に、僕は何と返せばいいのか解わからない。しかし、祢亜は僕の返答を期待していないのか、なおも続ける。

「もう、兄上様を死なせないくらいに強くなる。だから、兄上様も、一緒に強くなろう」

　祢亜のその姿は、今までの引っ込み思案が嘘うそのようだった。

　もしかしたら、師匠の言葉を聞いて、祢亜は自分自身でいろいろと考えて、何かしらの答えを出したのかもしれない。

「まぁ、当然か」

　同年代ではあっても、いつもの態度だけで、彼女のことは妹のように感じていたけれど、彼女だって成長する。僕たちと同じように、いろんなことを学んでいく。

　そういう意味では、今までも祢亜を吸血種にしたことに対しての責任とか言いながら、あれこれと手を貸そうとしていたのは、ただの過保護か、それこそ余計なお世話だったのかもしれない。

　一緒に強くなろう。そう言ってくれたということは、祢亜だって、頼るのではなく、並んで進むことを望んでいる。

　きっとそれは、他ほかの皆も同じ筈はずだ。

「何か、この中じゃあ、実は僕が一番ガキなんじゃないかって思ってきたよ」

　既に『月つき削そぎ』は僕の両腕を覆っている。

「んじゃ、やろっか。花か芽が入いりさん」

「むー、妬やけちゃうなあ」

　やる気を出した僕たちに対し、花芽入さんはつまらなさそうに口を尖とがらせていたが、すぐに笑みを浮かべて、引ひき摺ずり上げた土砂をうねらせる。

「ま、不快なこの気持ちは、修行で発散させてもらうとしましょうか」

「そうかい。じゃあ、余計な不快感が増えないように頑張ってくれよ？」



　こうして、二日目の修行が始まった。
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　各おの々おのが修行を続ける中。屋敷の裏庭で模擬戦を行っていた瑠る姫き乃のと愛あい恋こ。

　その途中で──愛恋は、瑠姫乃に背後を取られ、その首筋に黒い刀、『虚うつ炉ろ咬がみ』を突きつけられていた。

　身体能力では遥はるかに瑠る姫き乃のを上回る愛あい恋こは、瑠姫乃の能力、《改創閉塞ジエネレイトロツク》も熟知しているし、瑠姫乃がどういうタイミングでそれを使うのかも、熟知しているという自負がある。

　そのため、愛恋は瑠姫乃と正面から戦った場合、よほどのことが無い限り、負けることは無いと思っていた。

　だが、今、愛恋は瑠姫乃に背後を取られ、刃を突きつけられている。──明確なまでに敗北していた。

「お見事です。お嬢様」

　ただ、悔しさは無い。純粋に、主の成長に対する喜びだけが愛恋の胸中を埋める。

　しかし、瑠姫乃は、『虚うつ炉ろ咬がみ』を下ろしながら、「いや」と首を横に振った。

「これはあくまでも不意討ちでしかない。一度手を知られれば、容易たやすく捌さばかれるだろう」

「ですが、それが、昨日師匠との修行で身に付けた技法、ということですよね？」

「あぁ。そうだ。相変わらず、師匠は人の能力を見極めることに長たけている」

「……ということは、師匠とマンツーマンに選ばれた者は……」

「あぁ。能力の使い方に難がある、もしくは偏りのある者を選んでいる、と師匠から直接聞いた。だから、今日はリフェルが──何かを得る筈はずだろう」

「期待、するべきなのでしょうね」

「……？　どういう意味だ？」

　愛恋の含みを思わせる言葉の意味を訊きく瑠姫乃に、愛恋は率直に答えた。

「能力の扱い方を増やす。ただそれだけで、勝算たりえるのでしょうか？」

　その疑問は、おそらくは慧けい歌かと鞠まり果か以外の全員が抱いている、しかし決して表に出すまいとしていた疑問。

　誰だれ一人ひとりとして、真っ当に相手にすらされなかった、あの青い軍服を着た《捕食鬼プレアー》に、対抗できるのか。

「勿もち論ろん、勝たねば無意味というのは重々承知です。ですが──」

「それは、皆同じ思いだ。だが、それでも、誰一人として師匠のこの提案を拒んだり、投げ出したり、逃げ出すものはいない」

　不安に顔を曇らせる──普段の愛恋には決してありえない姿に、瑠姫乃は主としてではなく、親友として応こたえる。

「たった三日の修行で何が変わる？　──そんなもの、誰だって解わからない。でも」

　どれだけ絶望的でも、どれだけ無謀でも。

「これが、私たちが選んだやり方だ。それに、相手が強いからといってただ尻尾しつぽを巻いて逃げるだなんて、私は嫌だな」

「……お嬢様らしい──いえ、瑠姫乃らしい、ですね」

「そうか？　だが、私がもしも一人だったら、こうも強気な考えはできなかったかもしれない。やはり、同じ志を持つ者が一緒にいてくれるだけでも、心強いものだ」

　もしも、誰だれか一人でも嫌だといっていたら、瑠る姫き乃のは慧けい歌かの修行を断っていたのかもしれない。だが、誰一人として嫌とは言い出さなかった。

　気づけば、それだけの人が、一緒にいてくれている。

「……最初は、私たち二人だけでしたね」

「あぁ」

「……思えば、きっかけはあの時だったのでしょうね」

「あぁ」

　物心ついたころから一緒に育った二人が、初めて別の存在を受け入れた。

　今にして、二人はそれが必然だったのでは、と思う。

「いっそのこと、この件が終わったら告白でもするか」

「そうしなければ、花か芽が入いりさんに奪われる、のでしたっけ？」

「そのようだ。……愛あい恋こはどうする？」

「さて。彼に複数を愛する甲か斐い性しようを求めるのは酷かと思いますが」

「なら、私が許すさ。少なくとも、今屋敷に住んでいる者なら、私は構わない」

「その寛大さ、敬服するばかりです」

　その時に、彼がどんな顔をするのだろうか。それを想像して、瑠姫乃は少し笑う。

　きっと、慌てふためいて、言い訳したり先延ばしを求めたりするのだろう。だが、今回のことは良い機会だったのかもしれない。

「さて──先のことは置いて、今は続けるか、愛恋。少なくとも、これを実戦的に組み込めるようになる必要があるからな」

「かしこまりました、お嬢様」

　二人は改めて距離を取り、構えを取る。

　信頼し合える主従として、唯一無二の親友として。

　残された時間を、ただ自身の向上につぎ込む。
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　三度目のサイクルが終わり、三度目の休憩時間が訪れた。

　しかし──未いまだに、僕と祢ね亜あは、花芽入さんに攻撃するどころか、まともに接近することさえできていない。

「あー……、きっつ」

　地面に直接座り込んだ僕は、水筒型の魔具に直接口を付けながら、血液と魔力を補充している。魔具自体はかつてリフェルが後ろ腰に吊つるしていたものと同じなのだが、これは師匠が中身の血液ごと事前に用意していたもので、屋敷には修行用と保険用に、魔力ごと保存された血液が、まだかなりの量を残している。

　まぁ、一時間半といえども、能力をフル活用して戦闘をすれば、模擬戦といえども魔力は多大に消耗する。この修行方法では、確かに必要不可欠のものだ。

　もっとも、それ以上に『月つき削そぎ』をつけたまま飲むというのが、中々に苦行なんだけどね。

　さて置き、一息に魔具の中身を空にした僕が、何とはなしに隣に座る祢ね亜あへと視線を向けると、彼女は水筒型の魔具を握りしめたまま、俯うつむいていた。

「えーと、祢亜。随分凹へこんでるっポイけど……、ていうか、凹んでる？」

　訊たずねる僕に、祢破は水筒型の魔具を二、三度くるくると弄いじるように回してから、小さな声で答えてくれた。

「……あの、その、祢亜。……あんなこと言ったのに、全然役に立たなくって……」

「あー……、あぁ、はいはい」

　祢亜の最初の態度を考えれば、一向に進展の見られない現状は、かなり恥ずかしいものだろう。

　あぁ、じゃあ、祢亜は凹んでるんじゃなくて、恥ずかしがってるのか。

「まぁ、いいんじゃない？　少なくともやる気失なくして逃げ出すよりは、はるかにマシだと思うし」

「でも、こんなんじゃ……、また、兄上様、死なせちゃう」

「別に、僕は祢亜のせいで死ぬわけじゃないから。他ほかの人もそうだけど、そんなに気にしなくていいよ」

　とはいえ、僕は今まで能力をフルに使って、それでも花か芽が入いりさんに一撃も与えていない。

　能力がばれているといっても、これは完全に地力の差だろう。

　僕より後に吸血種になった割に、師匠に認められるほどの実力をつけている──その事実に嫉しつ妬とを覚える。

　もっとも、そんな感情を燻くすぶらせても強くなれるわけでもないので、今は指標になるその強さを超える事だけを考えればいい。

　ちなみに、当人である花芽入さんは、休憩時間の度に「ちょっと離れるねー♪」と言って、地面に潜っている。

　実は、土中で僕たちの会話を盗み聞きしているのかもしれない。……流石さすがにそれは疑い過ぎか。

「花芽入さんは強いよ。これは事実だ」

　水筒型の魔具を足元に置いて、空いた手で祢亜の頭を撫なでてやる。

「少なくとも、やる気とか簡単な不意打ち程度じゃあ相手にならない。でも、だからって諦あきらめたら、《魔ま剣けん伯はく爵しやく》相手に殺されるか──《兵儡レインク》にされるだけだ」

「……それは、祢ね亜あ、嫌だ」

「うん。僕も嫌だ」

　こればかりは、誰だれかに守ってもらって終わり、というわけにはいかない。《魔ま剣けん伯はく爵しやく》の目的が僕たちであり、また、僕たちが《共生者ジユーナー》として生きることを選んだ以上、衝突は絶対だ。

「それに、師匠と花か芽が入いりさん以外の戦力も期待できないんじゃ、逃げても仕方が無いし」

「……、あいつ、追いかけて、くる？」

「そりゃあね」

　長命な吸血種ほど、拘こだわりを持つ、と師匠に聞いた。僕には実感しにくいけれど、長く生きていく上で拘りにできるものは、きっと娯楽的なものだろう。師匠のキセルも、嗜し好こう品ひんだし。

　となれば、《魔ま剣けん伯はく爵しやく》はスカウトという名目での人材集めに対し、やりがいというか、遊び感覚でやっているのかもしれない。

　本気ではやるけど、必死にはならない。つまり相手が格下なら、退くという選択肢をそもそも用意せず、相手の行動を予想し──あるいは愉たのしみ──鬼ごっこのように追いかけて、追い詰めようとしてくるのだろう。

「……あいつにとって、僕たちは鶏みたいなものなんだろうさ。抵抗し、逃げ回る僕たちを捕まえて、自分好みに加工する」

「そう、聞くと……、凄すごい、悪趣味……」

「全くだ。改めて《捕食鬼プレアー》ってのが身勝手な連中の集まりだってよく解わかるね」

　祢亜も、リフェルも、その身勝手のせいで、故郷を滅ぼされたんだ。

「圧倒的な暴力で、何でも自分の思い通りになると思い込んでいる。そんな身勝手な野郎に背中を向けるってのが、そもそも気に喰くわないんだよ、僕は」

「でも、死んじゃうかも、しれないよ？」

「そだね。でも、僕らが選んだのは、その中でも行き残るための道だ。師匠も言ってたでしょ？　死に物狂いで生き残れ、ってさ」

「死にそうになっても、死ななければいい、ってこと、かな？」

「そうだね。そういう意味じゃあ、僕なんかは、いくら能力で死んでも死にそうになっているだけ、なのかもね」

「でも、祢亜は……。勝てないなら、殺されちゃう」

「んー？　最初の勝気はどこ行っちゃったのさ？」

「あ、あれは……、祢亜、花芽入さんに吹っ飛ばされて、怒ってたから……」

　あくまで勢いでしかなかった、と。ていうか、やっぱ怒ってたのね。

「ただ、まぁ、祢亜の言う通りなんだよね」

「え……？」

「勝てないなら、殺される。その通りだ。僕たちは、殺し合いをしてるんだから」

「……殺し合い」

「うん」

　それは、誤魔化しようのない事実だ。

　相手が人ひと喰くいの化け物だろうが何だろうが、命は命。しかも立場が違うというだけで、種族は同じもの。それを僕たちは殺している。なら、殺されることだってあり得るんだ。

「その中で、僕たちは生き残る手段を手に入れなくちゃいけない。殺してるくせに殺されたくないなんて、甘い話かもしれないけど、でも、《捕食鬼プレアー》っていう身勝手な──間違っている連中に殺されるのはごめんだ」

「……じゃあ、祢ね亜あたちは、正しいの？」

「少なくとも間違ってはいない──とは言えるけど、正しい、とは言えないね」

　祢亜の問いに、僕はあっさりと首を横に振る。

「そもそも、殺し合いなんてしている時点で間違いだらけなんだ。なのに正しさがあるとか、それこそ身勝手な話でしょ。正義が勝つなんて言う話は、勝った側が正義になるから通じる言葉なんだ」

「なら、祢亜たちが負けたら、《捕食鬼プレアー》が──《魔ま剣けん伯はく爵しやく》が正しいってこと？」

「そこまでは解わかんないよ」

　あれこれと言ってはいるけれど、僕だって全能ってわけじゃない。

　それこそ、何が正しいのかなんて、解ったものじゃない。

「でもね、正しさがどこにもなくても、《魔ま剣けん伯はく爵しやく》は間違っている、ってことぐらいは解るんだ。少なくとも──あいつのやり方を、正しいことにしちゃいけない」

「しちゃったら、また……誰だれかが、犠牲に、なる？」

「そう。だから僕たちは、負けないように頑張るのさ。実感が持てなくたって、こんな状況になっちゃったんだ。だったら──負けないって信じて、修行するしかないでしょ」

　何だかんだで、祢亜に優しい言葉をかけてあげたいのは山々だったが、自分自身ですら生き残れるか解らない状況だ。そんなところで根拠の無い励ましをしたって、意味は無い。

　なら、せめて彼女のやる気が無くならないように促すしかない。

　そうじゃなくちゃ、今の僕たちは、自分の弱さに負けてしまう。

「するしか、ない」

「そ。するしかない」

「でも、兄上様は、やりたくて、やってる？」

「少なくとも、ゴシュジンサマを裏切って逃げ出すほど、不義理じゃないつもりだよ」

　正直、こんな絶望的状況での僕の支えは、それだけだと言ってもいい。

　周りがどうとかいう話ではなく、瑠る姫き乃のがやると言った。なら、僕はそれに従うまでだ。

　それが、従者ってものだろう。

「でも、考えてみれば、祢ね亜あは巻き込まれただけなんだよね」

「ふぇ？」

　軽く小首を傾かしげている祢亜だが、元々は僕が、瀕ひん死しの祢亜を無理矢理生かすために彼女の血を吸い、僕の《魔従セキユル》──吸血種へと変へん貌ぼうさせただけだ。

　その後の人生を拘束するつもりは無く、もし本人が望むのなら、屋敷以外での、それこそ吸血種としてではなく、人としての生活も、僕は応援するつもりだった。

　しかし、祢亜は、こうして弱気を見せることはあっても、一度も投げ出そうとはしていない。それ自体は、それこそ賞賛に値することなのだが──本音は、どうなんだろうか。

　実は周りに遠慮しているだけで、本当は戦いなんかに身を置きたくないのかもしれない。

　良い機会だし、聞いておこう。それで、もし本音では戦いを忌避しているのなら、師匠の反対を押し切ってでも──この件から外してあげよう。

「ねぇ、祢亜──」

「祢亜、巻き込まれたなんて、思ってないよ？」

「え？」

　思わぬ返しに、僕は舌を噛かみそうになりながら、変な声を上げてしまった。

　祢亜はそんな僕の奇怪な反応に首を傾げたが、しかしそれ以上は追及することは無く、自分の言葉の続きを話す。

「祢亜、兄上様がいなかったら、きっと死んじゃってた。……だから、祢亜も、兄上様みたいに、誰だれかを守れるなら、《共生者ジユーナー》でもいいやって、そう、思ってるよ」

「でも、さ。現実的に見れば、ただ殺し合いしてるだけじゃん。辛つらくない？」

「……うん。死んじゃうのは、怖い」

「なら──」

「でも、祢亜も、兄上様と同じ。兄上様がやるなら、祢亜も、やる」

「……………………そっか」

　不安が無いわけじゃない。恐怖が無いわけじゃない。でも、祢亜はそれを耐えるのではなく、受け入れて戦っているんだ。

「それに、祢亜は戦えるけど、普通の人は戦えない。なら、これは祢亜にできること。自分のできる事があるのは、やっぱり、嬉うれしい」

「……強いなぁ、祢亜は」

「あ、兄上様も、弱く、ない……よ？」

「あっはっは。そこはもうちょっと強く言ってほしいなぁ」

　もっとも、祢亜に感じた強さは、戦力としてのものじゃなく、精神的なことだけど。

　これはやっぱり、今日の修行前に祢ね亜あに感じたことは、間違いじゃなかったみたいだ。

　祢亜は、自分なりの答えを出して生きているんだ。

「…………んん」

　答えを出す、か。

　ふと、花か芽が入いりさんに言われたことを思い出してしまった。

　従者としてか、恋人としてか。

　いやいや、この状況でそんなことを考えている場合じゃない。それこそ迷うべきは戦いに対する姿勢であって、でもそれはもう答えが出ているんだから──。

「ただいまー」

「おわぁ！」

「ひぁああっ！」

　いきなり足元の土が盛り上がったかと思うと、地面から花芽入さんが飛び出してきた。

　僕は驚きのあまり思いっきり仰のけ反ぞり、祢亜は思いっきり後方へと跳び上がって、半獣状態で四よつん這ばいになり、警戒心を丸出しにしている。

「ありゃ？　驚かせちゃったかなー？」

　対して、花芽入さんは相変わらずの様子で笑っている。

　ちなみに、能力で土砂類を操れるからか、顔や手足どころか、服にすら汚れは見えない。

「まーまー、いいでしょう。そろそろ時間ですよー、お二人とも」

「え、あ、本当だ」

「……ちょっと、気付かなかった……」

　花芽入さんの言葉を聞いて、執事服のポケットに入れてあるケータイを確認すると、確かに次の模擬戦の時間まで二分を切っていた。ちなみに、模擬戦にケータイを携帯している理由としては、「如い何かなる状況でも情報の伝達手段を手放すのは阿あ呆ほだ」という師匠の意向があるためである。壊れたら弁償してくれるのかなぁ？

「さーて、と」

　ともあれ、時間ならば切り替えが大事。僕は改めて腰を地面から上げた。

「じゃ、やろっか」

「ん、今度こそ、殴る」

　やる気を見せる僕と祢亜に、花芽入さんは少し不思議そうに首を傾かしげた。

「あれ、さっきまで意気消沈してたのに。随分と明るくなったね？」

「ちょっとね、考えを改めたというか、改めて見直したというか」

「祢亜も、やるの」

　ふん、と意気込む祢亜は、最初の怒った様子でもなく、先程の俯うつむいていた時の様子でもなく、本格的にやる気を出しているように見える。

「つーわけで、花か芽が入いりさん、よろしくご指導ご鞭べん撻たつのほどを」

「ご指導、ご鞭撻のほどを……」

「むぅ、本当に、このお屋敷の人たちは、見てるだけで妬やけちゃうなぁ」

「いや、ちょっと。そんなんでやる気失なくさないでね？」

「大丈夫大丈夫。引き続き八つ当たりするから」

　あははーと笑う花芽入さんだったが、その表情が僕には笑みには見えないほどに冷たいものに思えた。ていうか、元同級生の笑顔が怖いって、どうなのよ。

　そんな僕の恐怖に応こたえるように、以降の花芽入さんは、物もの凄すごくスパルタだった。
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　そして、二日目の修行が終わった。

　修行を受ける側の僕たちは、相変わらずボロボロになって、支え合いながら屋敷に戻るのだが、各おの々おのの表情は、昨日に比べて生き生きしているように感じる。

　その原因は解わからないが、士気が高まっているのはいいことだ。後ろめたい気分で戦場に出ても、狩り殺されるのがオチ、という話もあるし。

　さて置き、昨日同様に女性陣が浴場に向かう途中、僕は師匠を呼び止めた。

「何の用だ、リン？」

「師匠とのマンツーマンに関して、ちょっと自己満足しときたいことがあるんですよ」

「あん？」

　それは、最初から──師匠から修行の話を聞いた時から、僕が疑問に思っていたことだ。

「師匠とのマンツーマンって、結局《魔ま剣けん伯はく爵しやく》が予定通りこの屋敷に来たら、三人しか受けられないですよね？　それ、どういう基準で三人を選んでいるんですか？」

　師匠は、《魔ま剣けん伯はく爵しやく》との戦いで誰だれかが死んだ時点で撤退する、と最初に言っていた。その言葉を思い返すと、師匠は──だれか二人を最初から見捨てているんじゃないのか、という疑いを持ってしまったのだ。

「はっ。心配性っつーか、懐疑的っつーか。……まぁ、残りの連中が素直すぎるから、貴様ぐらいはそんぐらいが丁度いいのかもしれねぇな」

「じゃあ──」

「アホか。貴様らの誰か一人でも、オレが見捨てるかよ」

　師匠は僕の疑心を見抜いていた上で、鋭い口調でその疑心を斬きり捨てた。

「撤退の話はあくまでも例えだ。加えて言やぁ、選択肢の一つでもある。あの話で尻しり込ごみするようなら最初っから力ずくでも貴様ら全員を連れてこの屋敷から離れたっつの」

「じゃあ、そうじゃない場合は？」

「ンなもん、現状じゃねぇか。全員が誰だれも死なせたくないからこそ、全員が死に物狂いで修行してる。これはこれでありなんだよ」

「……ただの脅しじゃなかったんですね」

「当たり前だ。それに、オレは今でも本気だしな」

　紫煙を吐き出しながら答えた師匠の右目は、からかっているようには見えない。つまり、僕たちがこの修行を乗り越えても、誰かが死ぬかもしれないと、師匠は考えている？

「そんだけ強ぇんだよ、あの糞くそ野郎は」

「……《魔ま剣けん伯はく爵しやく》、か」

　青い軍服。白手袋。銀の短髪。そして──垣かい間ま見せた圧倒的な殺意と、狂気的な笑み。

「勝たなきゃいけない、とは思っています。でも──」

「不安は口に出すな。特に貴様はな」

「え……？」

　名指しで咎とがめられ、僕は思わず言葉を止める。

「貴様自身に自覚はねぇだろうが、この屋敷は、現状で貴様を中心に回ってる。その貴様が後ろを向けば、周りの連中も後ろを向くぞ」

「いや、でも、僕は──」

「言っただろ。誰を娶めとるんだ、ってな」

「え？」

　思わぬ話題の再浮上に、僕の思考は完全に混乱に陥ってしまった。

　いや、でも、何でその話が今ここで？

「逆を言やぁ、貴様は誰からでも選ばれる可能性がある──ってことだ。初う心ぶなのは結構だがな、いざって時に答えを返せねぇようなら、男に生まれた意味はねぇぞ？」

「は、はぁ……」

　確実に呆ほうけた表情をしているだろう僕に、師匠は背を向けて先に向かった女性陣と同様に浴場へと向かいだした。

「あぁ。それから、オレとのマンツーマンに関して、ちゃんと答えとくぜ」

　顔だけこちらに向けた師匠は、慣れ親しんだ──しかしいい予感をさせない、底意地の悪い笑みで答えを告げた。

「オレとのマンツーマン、明日は貴様だ。腹を括くくっとけよ？」

「え？」

　思い起こされるのは、師匠との初めての修行。地獄巡りのような死に様体験会。

　修行とは名ばかりの──生き地獄の日々。

「え？」

　冷や汗と一緒に出た僕の声は、もう誰にも届いていない。

　気づけば──廊下に立っているのは僕一人だった。










　　　第四章　悪縁が契る前に深まってより一層切れにくいんだけど



　思い出す、生き地獄。

　思い出す、死に巡り。

　何度も体を痛めつけられ、壊され、蹂じゆう躙りんされて、その度に、苦痛を、恐怖を、情報として記憶していく。

　──耐えろ。貴様の能力は致死に耐えてこそ真価を発揮する。

　繰り返されたその言葉は、呪じゆ詛そにすら思えた。

　生きている以上は、死は絶対の恐怖でしかない。満足できる死を迎えられる者なんて、世界でもほんの一握りだ。

　その中で、僕は望まない死を繰り返させられた。
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「はっ！」

　意識が一気に浮上し、僕は反射的に上体を飛び起こすようにして目を覚ました。

「は、は、はー……、はぁ」

　全身から冷や汗が噴き出している。額を拭ぬぐったら、拭った掌がびしょびしょになった。

「ったく、折角風ふ呂ろに入ってスッキリしたってのに……、台無しだよ」

　飛び起きた理由は、鮮明に覚えている。

　寧むしろ、忘れていればどれだけ幸せだったことか。

「いや、大丈夫大丈夫。師匠に限って同じ修行をさせるとか、そんなことは無い筈はず」

　明日の師匠とのマンツーマンを受けるのは、僕。

　そう聞いただけで、僕の記憶はかつての絶望を思い起こしていた。

「うーん、今までここまで鮮明に夢に出たことは無いんだけどなぁ。やっぱ、当人がいるだけで変わってくるのかなぁ」

　だとすれば、僕はきっと、一生師匠と一緒に生活することはできないだろう。まぁ、流石さすがに言い過ぎだと思うけど。

「ていうか、今、何時？」

　ただでさえ睡眠時間はいつも以上に少ないってのに、酷ひどい話だよ、本当。

　枕まくら元もとに置いたケータイのディスプレイを開くと、二時四十三分を示していた。

「……どうしよ。いや、うん。シャワーを浴びよう」

　睡眠時間を削るのはどうかと思ったけど、流石に汗まみれで寝つけるとは思えない。

　僕は諦てい観かんの溜ため息いきを吐つきながら、着替えを持って大浴場へと向かった。
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　三日連続で女性と混浴すると思った？　そんなことあるわけないだろ。

　ともあれ、今日は師匠が月見風呂を楽しんでいることも無く、僕と同じく寝汗を流しに来た人もおらず、実に気楽にシャワーを浴びることができた。

　まぁ、三時間ほど前に一回浴びているから、微妙に面倒くささを感じたけどね。

　ともあれ、さっぱりした僕が改めて着替えに手を伸ばす。

　下着を着て、ズボンを穿はき、シャツを手に取って──。



　背後から、僕の首筋に刃物が突きつけられた。



「え？」

「こんばんは。扇情的なお姿を披露していただき、誠にありがとうございます」

　鈴の転がるような声──と表現するのは、こういう声なのか、と感想を抱かせるほどに綺き麗れいな声が、僕の耳じ朶だを打つ。

　しかし、突きつけられた刃物は、僕にその声を堪たん能のうする余裕を与えてくれない。

　恐る恐る振り返ると──そこにいたのは、スリットが多い黒色ばかりのメイド服を着た、異い貌ぼうの女性だった。

　整った顔に、黒い目と、赤い瞳ひとみ。

　額の中央には上を向く黒く太い角。額の両端には、後ろに伸びる一対の黒角。両側頭部から生える、一対の黒い巻角。計五本の角を生やした──。

「……悪魔？」

「いえ、あたしは《捕食鬼プレアー》です」

　率直な僕の感想に返されたのは、実にあっさりとした敵対宣言。

　僕がそれに驚く間もなく、刃物を持つのと逆の手が、僕の口を覆う。

　その膂りよ力りよくは異常なほどに強力で、僕に声を上げることだけでなく、呼吸すら許さない。必死で抵抗するが、彼女はまるで歯し牙がにもかけていない様子だ。

　これは──《強化グロウ》、か？

「初めまして。あたしの名はレティット＝メイリーレン。繰り返しますが、貴方あなた様の敵である《捕食鬼プレアー》です。本日は一ひと目め惚ぼれした貴方様をいただきに参りました」

「!?」

　一度にいろいろ突っ込みたいことを言い過ぎだろこの人！















「と言いますか、意外と着き痩やせするタイプですね。体は見かけによらず中々の屈強さ」

　あんたの方が力は強いだろ！

「ますます素晴らしい。貴方あなた様こそ、あたしの主に相応ふさわしい」

　知らねぇよ！　……て、そうだ。大人しく捕まっている必要は無いんだ。さっさと《幽躯別身マインドアウト》を使って逃げれば──…………、あれ？

　その時になって、僕はようやく異変に気付く。

　能力が──使えない？

　いや、能力を使うために魔力を練り上げること自体が、上う手まくいかない。

　何だこれ？　もしかしたら、このタイミングで何か僕の体に不調が──。

「あたしの指輪。見えますか？　これは魔具の一種でして、この魔具を嵌はめた者は、触れた者の魔的能力の一切を封じることができます。まぁ、拘束用魔具の簡易版ですね」

　原因はそれかよ！

「ですので、能力で二人になって逃げようとしても無駄です。加えて、現在のあたしは気配遮断も用いておりますので、他者の介入を期待するのも無駄かと思われます」

　徹底してるなぁ、もう！

　……いや、ちょっと待て。何で、こいつ、僕の能力を知っている？　いや、そりゃこうして僕を目的に侵入してきたんだから、下調べくらいはするだろうけど、それにしたって僕の能力自体は、瑠る姫き乃のがかなり手を回しているから、そうそうばれるものじゃない。だとしたら、こいつは一体、どこから僕のことを知った？

「……!?」

　その時、僕はようやく五本角のメイドが握っている剣に視線が移る。

　さっきまでは首筋に添えられた刃物、程度の認識しかなかったが、こうして正面から向き合わされて、その剣の全ぜん貌ぼうを見て、僕は目を疑った。

　その剣。奇妙な形状の、抜身の剣。それは、その剣は──。

　──《魔ま剣けん伯はく爵しやく》、ジクザ＝ウェアソードが持っていた剣だ！

「おや、この剣に見覚えがあるのですか？」

　僕の視線を辿たどったのか、五本角のメイドが僕の首筋から剣を離した。

「これは──まぁ、あのスカウト中毒の鉱物マニアに詳細をお訊ききくださいませ。あたしとしても、長居をする気はございませんので」

　五本角のメイドがそう言った瞬間、奇妙な抜身の剣が淡く発光して。

　僕は、屋敷から消え去った。



　　　　　　　　　★



　須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけの屋敷。

　三日目の修行を行うために、屋敷の入り口前に集まった面々だが、四時を過ぎても凜りん斗とが現れなかったため、寝坊をしたのだろうと祢ね亜あが凜斗の部屋に向かうと、そこに凜斗の姿は無かった。

　その後、全員で屋敷の内部、周辺を一時間以上捜し回ったが、凜斗の姿は一切見つからず、唯一の手がかりは──。

「これだけ、か」

　大浴場の脱衣所に残された、凜斗のパジャマだけだった。

「洗濯籠かごには執事服が入ってる、か。んじゃあ、夜中に目が覚めて、シャワー浴びに来たのかもなぁ。これ、零時以降に着たにしちゃあ、随分汗吸ってるし」

「随分と悠長ですね、師匠」

　脱衣所で状況を口に出しながら確認していた慧けい歌かに、瑠る姫き乃のが棘とげのある声をかけた。

「今この瞬間にも、凜斗がどういった状況になっているのかも解わからないというのに」

「だからだろ。貴様も、惚ほれた男が消えて焦ってんのは解るが、少しは落ち着きやがれ」

「惚れた、って──」

「そこで恥じらってんじゃあ、まだガキだぜ。……で？　ネア。匂においはどうだ？」

「……あ、はい」

　半獣状態で凜斗の新しい匂いを探っていた祢亜は、慧歌の呼びかけに、尻尾しつぽをピンと立てながら顔を上げた。

「やっぱり、兄上様は、自分のお部屋と、ここを、行き来しただけ、だと、思います」

　祢亜は、元々引っ込み思案が表情に出ているが、今回はそれがさらに酷ひどく、明らかに落ち込んでいるのが傍はた目めにも解る。彼女の凜斗に対する懐き方を知る者からすれば、それは当然だろう。

「ケーカの言う通りとしてさ。じゃあ、夜中に起きたリントはどこに行ったんだ？」

「問題はそこですね。祢亜。新しい匂いは、他ほかには無いのですね？」

「う、うん」

　首を傾かしげるリフェルも、祢亜に再確認を取る愛あい恋こも、その表情は硬い。

　もっとも、誰だれであっても気を許した仲間が一夜で消え去ればこうもなるだろう。

「どうも、ただ今戻りましたー」

　そこに、花か芽が入いり鞠まり果かが足早にやってきた。口調こそ明るいが、やはり彼女も表情に不安を映している。

「師匠。周囲一キロ、土中からの簡易捜索でも見つかりませんでした」

「つーことは、だ」

　祢亜や鞠果の能力をもってしても発見できないという事態に、慧歌は一つの判断を下す。

「先を越されたな」

「先って──まさか、《魔ま剣けん伯はく爵しやく》ですか!?」

　詰め寄る瑠る姫き乃のを宥なだめながら、慧けい歌かは続ける。

「考えられねぇことじゃあねぇだろ。何せ奴やつの目的はこの屋敷の住人全部だ。だったら、一人を人質にとって交渉を考えてもおかしくは……ねぇ、とは、思うんだがなぁ」

　だが、慧歌は自分の意見に自信を持てなくなったのか、言葉は尻しりすぼみになっていく。

「思うんだが……って、他ほかに何かあるのか、ケーカ？」

「つーか、妙なんだよ」

　慧歌は自分でもおかしいと思っているのか、難しい表情で答える。

「あの野郎は、そりゃ《捕食鬼プレアー》だが、スカウトに関しちゃあ、今まで相手の力量を測る意味も兼ねて、相手の総力戦を誘っていやがった。つまり、一つの筋を通していた。だっつーのに、何で今さらこんなことをしやがるのか。それが理解できねぇ」

「それは、《魔ま剣けん伯はく爵しやく》らしくない、ということでしょうか？」

「あー、愛あい恋この言う通りだ。野郎らしくねぇ。オレの左目ぶった斬ぎりやがった時も、オレに両腕潰つぶされたのに、嬉うれしそうにしてやがったからなぁ。そんなドＭが、何でこんなまどろっこしいことしやがんだ？」

「あ、もしかして、全く関係ない《捕食鬼プレアー》がこのタイミングで襲いにきたとか？」

「それは無いだろう」

　鞠まり果かの意見を瑠姫乃が否定する。

「というか、君は師匠から聞いている筈はずだろう？　既にこの町の周辺は、《魔ま剣けん伯はく爵しやく》迎撃のために結界班が配備されている。その状況を見てわざわざ中央に来るとは思えない」

「その上で、凜りん斗とのみを攫さらうというのもおかしな話ですし」

「あ、やっぱり？」

　さらには愛恋にまで否定されたが、鞠果自身もあまり本気ではなかったのか、反論も無く二人の否定を受け入れた。

「あの、師匠……？」

「んー。何だ、ネア？」

「あの、《魔ま剣けん伯はく爵しやく》って、一人で行動してるの？　祢ね亜あたちの時、《空から繰くり魔ま侵しん》とは、別行動、だったから、えっと、だから……」

「あぁ──、成程。《魔従セキユル》や《兵儡レインク》がいるのか、って話か」

「う、うん」

「そうだなぁ、野郎のことを考えれば、いるっちゃいるし、いないっちゃいないな」

「あの、それはどういう意味でしょうか？」

　慧歌の曖あい昧まいな答えに、皆が抱いた疑問を代表するように瑠姫乃が訊たずねた。

「あの野郎は、《魔従セキユル》なり《兵儡レインク》の入れ替わりが激しいんだよ。確認できてる限りで、最大じゃあ二十人以上連れていたこともあるし、単身で行動していた時もある。まぁ、常に連れ回していないってだけで、別の場所に控えさせている可能性はあるがな」

「成程な……。それで、祢ね亜あ？　君は、それをどう思ったんだ？」

「あ、あの……、もしかしたら、兄上様を攫さらったのは、《魔ま剣けん伯はく爵しやく》じゃなくて、《魔ま剣けん伯はく爵しやく》の《魔従セキユル》や《兵儡レインク》なんじゃないか、って……」

「何な故ぜ、そう思った？」

「え、えと」

　瑠る姫き乃のに促された祢亜は、自分でも言葉を確かめるように、ゆっくりと答えた。

「その、《魔ま剣けん伯はく爵しやく》には従ってるけど、もっと、効率的に、祢亜たちをスカウト？　する、ために、兄上様を誘拐して、人質にした、とか……」

「成程。忠誠心ゆえに、主の意に反しようとも、効率を求める、と。肯うなずけますね」

「えぇっと。ご主人様のやり方は生なま温ぬるい上に危険だから、私が最も効率的に──ってことか？　まぁ、聞かない話じゃないけどさ」

「それは、あんま可能性としちゃあ、高くねぇな」

　祢亜の言葉に納得した愛あい恋ことリフェルだったが、慧けい歌かはその意見を斬きり捨てた。

「何度も言うが、あの野郎は自分のやり方でのスカウトにすげぇ拘こだわりを持ってる。それを邪魔するってのは、もう反逆行為に近い」

「ですが師匠、断言するには切り捨てられない可能性だと思いますが……」

「まぁな。オレが違うって思ったのは、何回も殺し合って、あの野郎を直じかに見たが……。ようは勘だ。実は新しい《魔従セキユル》がいて、そいつが勝手に動いていた──つったら、オレは何も言えねぇよ。でもな」

　一度紫煙を吐き出しながら、慧歌はさらに続ける。

「ここでどうこう言っても、結果は変わらねぇ。リンがあの魔剣野郎に攫われたなら、交渉のために人質にさせられんのは明白だ。ここで言い争っても何にもなりゃしねぇよ」

「それは、そうですが……」

　結果的に、何もできないという結論の前に皆が気落ちする中、慧歌は《魔ま剣けん伯はく爵しやく》に関する記憶を掘り返してみる。

（野郎は、あんまし徒党であることに拘りは無い。少なくとも、自分の愉たのしみを、他ほかの奴やつ──味方にだって、そう簡単にちゃちゃ入れさせるとは思わねぇ。だとすれば、野郎と対等か、それ以上の奴がリンを攫った──…………）

「あ」

　自分の考えに、慧歌は思わず声が漏れてしまった。

「師匠？」

　訊たずねる瑠る姫き乃のに答えるというよりは、自分に確認させるように、慧けい歌かは呟つぶやいた。

「……いたわ。あの野郎に協力して、リンを攫さらうようなことをする奴やつ」

「な!?　そいつは、何者なのですか!?」

「んー……。名前は、レティット＝メイリーレン、つったかなぁ。通称《五角従女》っつー《捕食鬼プレアー》でな。自分の主人に値する男を探してる、メイド服着た化物だ」



　　　　　　　　　☆



「……あれ？」

　ふと、体の不自由感に引きずられるように意識が浮上する。

　僕、何で寝てんだ？　えと、師匠の修行を受けて、嫌な夢見て、シャワーを浴びて──。

　その後、僕はどうなった？

「って、うわ！」

　はっきりしてくる意識と共に立ち上がろうとしたら、両手が背中から離れず、がしゃん、と重々しい音と共にまた座り込んでしまう。あれ、僕、両手が縛り付けられている？

「……そうだ、僕は」

　思い出してきた。僕は、角が五本生えた女の人に捕まえられて、その後──どうなった？

「ていうか、ここはどこだ？」

　とにかく、現状を把握するために周りを見ようと顔を上げると。

「やぁ」

　僕の真正面に、一人の青年が立っていた。

　青い軍服。白い手袋。銀の短髪。右手には剥むき出だしの装飾過多な剣。

「お、お前……！」

「お目覚めかな？　気分はどうだい？」

「お前──《魔ま剣けん伯はく爵しやく》！」

「ありゃ、そっちの名前で呼ぶんだ。折角教えた本名を呼んでくれないのは、ちょっとショックだなぁ」

　目の前にいたのは、紛れもなく僕たちが迎え撃つために修行をしていた相手──《魔ま剣けん伯はく爵しやく》、ジクザ＝ウェアソード、本人だった。

「何で、お前がここに──」

　と言ってから、自分の言葉の違和感に気付く。

　その違和感を言い当てるかのように、《魔ま剣けん伯はく爵しやく》はわざとらしく肩を竦すくめた。

「おいおい、ここは借りものとはいえ僕の拠点だぜー？　僕がここにいるのは当たり前だろ？　敢あえて言うなら、この場においての異物は君の方さ」

「……異物って言うなら、是非とも解放してほしいものなんだけど」

「僕は別に構わないよ？　この高さから墜落して生き残る手段があるなら、だけど」

「は？　墜落？」

「ここ、上空五千メートルだよ」

「え!?」

　そう言えば、師匠はこいつの移動手段を空中要よう塞さいとか言っていた。

　え、じゃあマジで、今ここって空を飛んでるの？

「この空中要塞ね、魔術的なステルス機能があるから、人間にはまず感知されないし、《共生者ジユーナー》にもそう易々と感知されない。いい場所でしょ？」

「……何だってこんなことに……」

　身体からだが拘束された上に、場所は上空五千メートル。

　能力を使って逃げ出しても、そもそも降りる方法が限られ過ぎている。

　……ていうか、僕の両腕を縛ってる、この、感触的に鎖だろうか。これも拘束用の魔具らしく、魔力が上う手まく練り上げられない。

　……だったら、情報を集めよう。幸い、口は封じられていないんだし。

「で？　僕が連れ去られてからどれくらい経たったのさ？」

「んー？　二、三時間、かなぁ？　時計が無いから詳しく覚えてないけど」

「じゃあ、まだ屋敷に行ってないのか？」

「僕はね。ただ、君を連れ去った彼女は我慢できなかったみたいなんだよね」

「我慢できなかった？　……あんたの指示じゃないのか？」

「残念ながら、彼女は僕の部下じゃねーんだよねー。てゆーか、もし僕の部下がこんなことしたら、ぶっ殺してるっての。何しろ──スカウトは僕の愉たのしみなんだから」

　師匠の言う通り、こいつにとってスカウトってのは随分な拘こだわりであるみたいだ。少なくとも、部下の邪魔を許さないくらいには、だ。

「第一さぁ、君のことは僕だって予想外なんだよー？　まさか彼女が君をここまで気に入るなんて思ってなくてさー。おかげでプランが滅め茶ちや苦く茶ちやだよ」

「貴殿のプランは、元から形など無いも同然でしょう」

　唐突に、ジクザの後ろの扉が開き、何者かがこの場所へと這は入いって来た。

　遠目にも判わかる、五本の角が生えた頭部。

「おはようございます。諸事情によりこのような扱いをしておりますが、それも全すべては貴方あなた様のため。どうかご理解ください」

　悪魔を連想させる出いで立たち。間違い無い、こいつが、僕をここに連れ去った張本人。

「……あんたは、レティット＝メイリーレン、っつったっけ？」

「たった一度の名乗りで記憶していただき、感激のあまり言葉もございません」

　五本角の女性──レティットは、見み惚とれるほどに優しい笑みを浮かべながら、ジクザの隣を通り過ぎ、僕の傍そばへと歩み寄ってくる。

　そして、そのまま僕の前に跪ひざまずいた。

「あたしは、貴方あなた様に服従することこそを天命とし、これまでの長き時を生きてきました。この時より、あたしは貴方様の奴隷──何なりと、あたしをお使いください」

　…………え？

「凜りん斗と君が混乱しちゃってるじゃん。だから君の忠誠は響かないんだってばー」

「黙りなさい鉱物マニア。貴殿に口出しされる覚えはありません」

「いやでも、凜斗君、目が点になってるよ」

「……そうですか」

　呆ほうける僕に、レティットは優しい笑みのまま、僕の頬ほおへと優しく右手を添えてきた。

「唐突な申し出、確かに困惑することもありましょう。ですがご安心ください。貴方様に必要なことは全すべてこのレティット＝メイリーレンが徹底してお世話させていただきます。貴方様は、ただあたしの従事を受け入れていただければよいのです」

「いや、あの、僕、その前に瑠る姫き乃のの護衛なんで。誰だれかを仕えさせるとかは、遠慮します」

「ご安心ください」

「え？」

「全て──不要です。貴方様に必要なのは、あたしを従事させることのみ。それ以外のモノは、何一つとして必要ありません」

　互いの立場──《共生者ジユーナー》と《捕食鬼プレアー》がするとは思えない会話だなぁ、何て思っていたのだけど──どうも、彼女の発言に不穏なものが混じり出す。

「そのために、貴方様を縛るあの屋敷の者は、全て葬ります。その時こそ、貴方様はあたしの必要性を理解してくれる筈はずです」

「──あ？」

　その言葉に、僕は拘束されている事実を忘れるほどに頭に血が上る。

「ざけんじゃねぇぞ。人の居場所を勝手に葬るとかほざいてんじゃねぇよ──化物が」

「その言葉も、あの屋敷の者たちからの束縛でしょう。解放します。あたしが、確実に」

　そう言ったレティットは、そっと立ち上がった。

「今は、お気持ちの整理をする時間が必要でしょう。身の回りのお世話は徹底させていただきますので、ご心配なく」

「そんなこと心配してねーよ」

「ふふ、では、また」

　何が嬉うれしいのか、吐き捨てる僕にレティットは微笑を残してこの場から出て行った。あまりにも自然なその姿は、僕の頭に上った血を自然と下げてしまっていた。

　そうして扉が閉まった後、ジクザが呆あきれたような表情で僕に話しかけてきた。

「ごめんねー。あの子、言い出したら聞く耳持たないって言うか──言い出したことしか考えなくなっちゃう困ったちゃんでさぁ」

「いや、何でそんな奴やつを連れてんだよ。こっちは明日になったらお前と総力戦だと思って必死に準備してたってのに、あの女のせいでいろいろ台無しだよ」

「まぁ、それは僕も同じだから、お互い様ってことで」

「状況がお互い様じゃないでしょ！」

「まぁねん」

　僕の怒号にも、ジクザは動じる様子も見せずに、こっちが苛いら立だつ笑みを浮かべている。

「ともあれ、君は聞きたいこともあるだろうし、ある程度は聞いてあげるよ？」

「随分と優しいな。口を滑らせても知らないよ？」

「滑らせたところで君が何かできるような話は無いよ？」

　ジクザは床に座りつつ、僕が情報を引き出すことが無意味だと釘くぎを刺してきた。

「いやね、例えば僕が君に対して、僕の仲間や能力のことを話したとしよう。でも、だからって君がここから脱出できるわけでもないし、僕を殺せるわけじゃない。知ったところで、変わることなんて無いんだよ。──君と僕の実力差じゃあね」

「そんなの、やってみないと解わからないだろ」

　そうは言ったものの、ジクザの言葉は事実だろう。

　実際、僕がここで能力を使えたとしても、『月つき削そぎ』があったとしても、ジクザとの実力差を埋められるものじゃあない。それは、十二分に理解している。

　師匠の修行は、そこに針一本分しか通らないような勝機を作り出す程度のものだろう。そして、今日こそ、その手段や作戦を僕たちに教えるつもりだったんじゃないだろうか。

　だとしたら──この状況は、完全に僕たちに不利でしかない。

　何しろ、僕がいなくなったというだけで、少なからず混乱はあるだろうし、僕が師匠から教わる筈はずだったことを教わることなく、こうして敵地に捕まっている。

　対して、ジクザにしてみれば、レティットの身勝手は、屋敷から僕の戦力を奪っただけ。結果としては、手間が省けたというだけだ。

　いずれにせよ、レティット＝メイリーレンという存在一つで、僕たちは元から絶望的だった状況に、さらに拍車をかけられたことになるんだ。

「ふふ。君は前向きだねー。ま、君のそういうところを僕は評価してるんだよ？」

「残念ながら、気合だけで実力は伴わないけどね」

「そうでもないさ。君の能力は実に面白い」

「……ん？」

「存在の完全重複。それは模写や複製では成し得ない、創造だ。しかも、対象は自分自身とは言え、行っているのは命の創造。君が自分をどう評価しているのかは知らないけど、君の能力の特異性に関しては、神の領域に手を伸ばしているのかもしれないんだよ？」

「……随分と、持ち上げてくれるじゃん。しかも、吸血種が神とか。今のって笑うとこ？」

「いやいや。これは僕の正直な感想だよ。といっても、現状における吸血種の在り方──同族同士での殺し合いが当たり前の世界じゃあ、確かに君は底辺に位置付けられてしまう。生まれる時代が悪かった、と嘆くしかないね」

「いつの時代だったとしても」

　僕は、自分でも驚くほど静かに、ジクザに反論していた。

「瑠る姫き乃のがいなかったら、僕は吸血種にはならなかったよ」

「……そっか。それはそれで、君の美点だ。大事にするといい」

　随分とまぁ、綺き麗れいな笑みを浮かべやがって。何がそんなに嬉うれしいんだか。

「何かなー。そういう答えを聞けただけでも、僕、ちょっと満足しちゃうなぁ」

「何だそれ？　僕はまだ何も訊きいてないぞ」

「でもさ。僕がここでこの部屋を出ても、君にそれを咎とがめる方法は無いわけでさー」

　それは、その通りだ。今の動けない僕は、ジクザが何をしようと──僕を殺そうと、僕の血を吸おうと、咎めることはできない。

「君をここで殺しても、レティットが臍へそを曲げるだけで、僕としちゃ問題は無いんだよ」

　そう言いながら、ジクザは座ったまま、装飾過多な剣を僕の額に向ける。

「そんな状況で、果たして君が取りうる選択肢とは、いったい何なのか？　もしここで答えられるのなら、是非とも聞きたいなぁ」

「質問に答えるのはあんたじゃなかったのかよ？」

「この場の主導権は僕にあるからね。それは解わかってるでしょ？」

「……ほんっと、最悪だよ」

「あはは。そりゃご愁傷様」

　ジクザはあっさりと剣を下ろして、立ち上がった。

「ま、君をこうして連れ去ったのは僕としても不本意だからさ、そのお詫わびって意味で、この中を歩き回るくらいは許してあげる」

「つまり、歩き回っても逃げ出せやしない、ってことでしょ？」

「理解が早くて助かるよ。第一、拘束用の魔具は外させないしね」

　そう言ったジクザが軽く指を鳴らすと、僕の背後で両手を縛っていた鎖が、音を立てながら床に落ちた。同時に、腕を覆っていた感触が消える。

　立ち上がって、真っ当に動かせるようになった両腕を見てみると、両腕に見慣れない無骨な腕輪が嵌はめられている。これが能力を封じるための、拘束用の魔具ってことか。

　鍵かぎ穴あなや継ぎ目が見当たらない以上、物理的な手段で外すのは難しそうだな。

　でも、動くだけの自由は得られた。

「あ、先に言っておくけどさ」

「うん？」

「手足が動かせる程度で自由になれたと思うなら、君は吸血種としては未熟だよ」

「例えば、僕がこの要よう塞さいの機関室とかを壊して、この空中要塞を墜落させようとしたら？」

「そもそも扉には選別の術式が施されているから、許可された人間しか入れない」

「緊急脱出用の道具なりを奪って逃げ出すとかは？」

「この要塞にあるのは大半が魔具だよ。魔力が使えない君じゃあ扱えない」

「成程ね。空中にいる以上、この腕輪だけで拘束したのと同じわけだ」

「そゆこと。いやー理解が早くて助かるよ。今まで捕まえた人たちの中には、それを理解しないであれこれ試してさ、結局発狂したみたいに自殺しちゃう人もいたからさー」

　自殺。……そうか。最悪の場合、僕が自分で──。

「ちなみに、君が自殺したら、あの屋敷の住人は皆殺しにするから」

「──、っ」

「勿もち論ろん、君が大人しくしているのなら、その限りじゃあない」

　僕の考えを見通しているかのように、ジクザは僕を脅す。

「あの屋敷の住人は、可能な限り傷浅いままで、僕の部下に加えるつもり。言ったでしょ？　僕はスカウトマンなんだ」

「レティットは、そのつもりじゃないみたいだけど」

「いやいや。そりゃあさっきはあんな物騒なことは言ったけど、そもそも彼女がここにいること自体、君を手に入れる代わりに僕の手伝いをする、って約束をしたからだ。それに、もし君以外に手を上げるようなら、全力で止めるつもりだったし」

　全く真剣さを感じさせないその雰囲気に、何ど処こまでが本気なのかを測りかねる。

　だが、脱出も自殺も封じられた以上、生きて瑠る姫き乃のたちの下に戻るしかない。

　そのためには、ジクザやレティットに頭を下げてでも生き残る必要がある、か。

「そんじゃ、僕は一回自分の部屋に戻るよ。あ、トイレはこの部屋を出て右に行けば、突き当たりにあるから。あと、食事とかはレティットがこの部屋に持ってきてくれる筈はずだよ」

「何から何までありがとう。ついでに僕を屋敷まで送ってくれないか？」

「いやだなぁ。何を言ってるのさ」

　ジクザは、あの、邪悪な笑みを浮かべながら、心底愉たのしそうに答えた。

「君も知っての通り、この空中要塞の行き先は、君の住むお屋敷だよ？」



　　　　　　　　　★



　凜りん斗とがジクザから邪悪な笑みを向けられている頃ころ。

　須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけの屋敷では、慧けい歌かの心当たりに関しての話を細かく聞くために、全員は一度食堂へと移動していた。

「それで、師匠。その心当たりというのは？」

「あー、そう意気込んでるとこ悪いんだがな、瑠る姫き乃の。オレも奴やつのことはそこまで詳しくねぇんだよ。姿を見たのは数えるほどだしな」

「構いません」

　言外に期待はするな、という慧歌に対し、瑠姫乃はあくまでも全すべてを聞き出すつもりのようで、それは他ほかの皆も、口に出さないだけで同様らしく、そんな彼女たちの気迫で、食堂の空気は張りつめている。

「んじゃ、先に名前だけ上げるが、今回リンを攫さらったと思われるのは──《五角従女》って呼ばれる《捕食鬼プレアー》だ」

「いつつの、じゅうじょ？」

　確かめるように繰り返した祢ね亜あだが、どうもその言葉の意味までは汲くみ取れなかったようで、小首を傾かしげている。

「字は五つの角に、従う女。その字の如ごとく、五本の角を生やし黒いメイド服を着た女だ」

「それ由々しき事態ですね。《捕食鬼プレアー》でありながらメイドであるとは。私たちへの挑戦状と見受けられます。そうでしょう、祢亜？」

「ひぇ？　え、えぅ……う？」

「おい、アイ。貴様、実は余裕あるだろ」

「いえ、本気ですが」

「……相っ変わらず、変なとこに対抗心持ってんな、貴様」

「ケーカ、続き」

「あぁ、おう」

　リフェルに促されて、慧歌はキセルの灰を自前の灰皿に落としながら続ける。

「その《五角従女》ってのが、また変り種でな。そもそも吸血種っつーよりは、変態っつー方が正しいような輩やからなんだよ」

「師匠、あの、話を切るようで申し訳ございませんが、それは真面目まじめな話でしょうか？」

「真面目な話だからオレも困るんだよ」

　言葉の通り、キセルに葉を詰め直す慧歌の表情は、困惑に彩られている。

「奴は、基本的に従女の名の通り、他の《捕食鬼プレアー》の補佐に回ってる姿ばかりが目撃されててな。その実力は、まぁ、魔剣野郎と同じく特級指定を越えてるんだが、どうも自主性に欠ける行動ばっかで読み難にくい奴──だった」

　慧歌は、過去形であることを強調する。

「だが、ある時。奴やつは自主的に町を襲った。その時に、丁度近くにいたオレはその町に召集されてな。そいつと一戦交えたんだが……」

　慧けい歌かは、その先をあまり口に出したくないのか、代わりのように新しく火をつけたキセルを吸いこみ、盛大に紫煙を吐き出す。だが、向けられるいくつもの女子の視線に耐えかねたかのように、口を割った。

「奴が町を襲った理由がな、『惚ほれ込んだ男が予想以上にヘタレだったから、その故郷ごと滅ぼしに来た』っつー、よく解わからねぇ話だったんだよ」

「……随分と過激な恋愛をするようで」

「いっそのこと、そこまで押しが強ければ相手も振り向いてくれるのかなぁ？」

「花か芽が入いりさん。流石さすがにその考えは賛同しかねるぞ」

　鞠まり果かの考えはともかく、愛あい恋こが呆あきれたような感想を漏らすのは当然だと慧歌は思う。

「んで、ケーカ。何でそいつがリントを攫さらったって思ったんだ？　今の話だけじゃあんましピンとこないんだけど」

「まぁなぁ。正確に言えば、魔剣野郎の拘こだわりを無視できる立場で、リンだけを狙ねらうって奴は、オレが知る限りじゃあ一人いた。それが五本角の女だって話だ。あの女は、感情が行き過ぎれば派手に暴れるが、基本的にゃあ、従女の名の通り、裏方として動くからな」

「……では、その《五角従女》が凜りん斗とを攫った理由は？」

「あの女にとって、惚れたっつーのは、自分が全すべてを捧ささげるに値し、自分のみを見てくれる男のことを指す。しかも一方的にな。つまり、奴がリンを攫ったのだとしたら──」



「凜斗の独占が、その女の目的、だと？」



　瞬間、食堂の空気が固まる。

　慧歌の言葉を続けるように口を開いた瑠る姫き乃のが、最も付き合いの長い愛恋ですら感じたことの無い威圧感──怒気と殺気を放っていた。

　当然、食堂にいた他ほかの者はその威圧感に圧倒され、慧歌ですら、驚きよう愕がくしていた。

（このガキ、いつの間にこんなエグイ殺気を覚えた？）

「師匠、答えてください。その女の目的は、凜斗の独占で間違いないのですか？」

「え、お、おう。……まぁ、リンを攫ったのが奴だったら、って言う仮定は残るが、オレが相対した時と、他の連中が調べた内容に誤りが無けりゃあ、その筈はずだ」

「なら、殺す」

　その言葉は、酷ひどく冷たく──それだけに、曲がることの無い意志を伴っていた。

（何かなぁ。こういう姿を見ると、シェレーナの娘ってのが解るわ）

　慧歌は、責任感の強さや《共生者ジユーナー》の姿勢が、彼女の父である此こ乃のとそっくりだったため、瑠る姫き乃のは父親似なのだと思っていたが、この嫉しつ妬と深さや想おもい人びとへの独占欲は、母親であるシェレーナとそっくりだった。

（両親の特徴を継いでいると喜ぶべきか、シェレーナの唯一とも言っていい欠点を継いだことを嘆くべきか。……まぁ、取とり敢あえずリンの野郎が酷ひどく苦労すんのは確実だな）

　自分の中で、打ち切るような結論を出した慧けい歌かは、取り敢えず瑠姫乃を宥なだめる。

「ルキノ。気持ちは解わかったから一回鎮まれ。貴様の敵はこの屋敷の連中じゃねぇだろ」

「……はい。すいません」

　瑠姫乃は素直に謝罪し、放っていた威圧感を収めたが、その表情は未いまだに暗い。

　それでも、消え去った威圧感に、驚きこそしたものの堪えることの無かった慧歌以外の面々は安あん堵どの溜ため息いきを吐ついた。

「さて──話を戻すが」

　全員が落ち着きを取り戻したのを見て、慧歌は改めて口を開く。

「逆に言えば、リンのことは、一つだけ安心できることがある。ネア、解るか？」

「うんと、……その、兄上様は、殺されは、しない……？」

「そうだ。五本角の目的がリンである以上、殺すことは絶対に無い。しかも、《兵儡レインク》にしちまったら、従事するどころか従事される立場になるから、《兵儡レインク》にされる心配も少ないと見ていいだろう。──その上で」

　ここからの話を聞き逃すことは許さない、と言うように、慧歌はテーブルを叩たたいた。

「これから、魔剣野郎と五本角の迎撃、そしてリンの奪還のための作戦を話す。今日の修行は、全すべてその作戦のために費やす。良いな？」

　慧歌の言葉に、首を横に振る者は誰だれ一人ひとりとしていなかった。



　　　　　　　　　☆



　ジクザが僕に要よう塞さい内の散策を許可した後。

　僕はジクザが近くにいないことを確認してから、最初に捕まっていた部屋を出た。

　自室に行くと言ってはいたが、実は近くで監視していました、何てことは嫌だったため、周囲の警戒は物もの凄すごく過敏に行った。

　結果として、僕を捕まえていた部屋の周囲に人影はなかった。もっとも、魔力が封じられている影響か、どうも感覚が鈍い気がして、その警戒も万全とは思えなかったけど。

「ま、無駄と言われたからって、はいそうですかって諦あきらめるのは、流石さすがに愚行だよねぇ」

　僕が何をしても無駄──という、ジクザの言葉に嘘うそは無いのだろう。

　でも、この状態でできる事をして、それが有益か否かを判断するのは、あくまでも僕だ。

「それに、確かめたいこともあるしね」

　そうと決まれば、まずは自分の状態をチェック。

　服装は、まぁ、着替えた直後に襲われたから、当然と言えば当然だけど、Ｔシャツにジャージ地のズボンと、僕のパジャマスタイル。

　何か有用そうなものは持ってないか──と思ったけど、そもそもあの時は何も持ち歩いていなかった。

　つまり、今の僕は道具も装備も無い状態である。

「……まぁ、動けるだけ良しとするか」

　そういうわけで、敵の大将公認で、敵地の探索といきましょうか。

「つっても、どっちから行くべきか」

　まずこの部屋を出たら、正面には壁しかなく、通路は右と左に分かれていた。

　右の道は、ジクザの言っていた通り、突き当たりにトイレが見える。

　その他には、右の通路には、両側に扉が一つずつ。

　左の通路には扉は無く、突き当たりには大きな扉が見える。

「んー……、まぁ、時間は有限だし、迷うくらいなら進むか」

　取とり敢あえず、僕は左に進むことにした。

　そして、突き当たりにあるその扉まで近づいていく。

　その扉は、目の前で見るとかなりでかい。

「……流石さすがにここがジクザの部屋──ってことは、ない、よね？」

　正直、自由にしていいと言われていても、敵に見つかるのは気分が悪い。ということで、ジクザの部屋でないことを祈りながら扉に手をかけるが、扉はびくともしない。

「うん？」

　扉は、押しても引いても微動だにしない。

「……成程。これが選別の術式、ってことか」

　許可が無い者が触れても、そもそも動くことすらない。

　これは確かに、ジクザが無駄と言うのも肯うなずける。

「でも、ここが操縦室や機関室の類──重要な何かがある部屋、ってことだよな」

　それが解わかっただけでも今の僕には収穫だ。

　紙とペンがあれば簡易的に地図を作って印でもつけたんだろうけど、生あい憎にくとそんなものは無いから、頭の中に忘れないことを祈りながら留とどめておく。

「んじゃ、次は、と」

　扉の左右に伸びる通路を眺め、どちらに行こうかと逡しゆん巡じゆんしていると。

　ガチャリ、と。

「んぁ？　何だお前？」

　僕がどれだけ力を込めても微動だにしなかった扉から、一人の男が現れた。

　異様な長身に真っ白なロングコートを着込んでいる。撫なで付けた黒髪に、顎あごには無ぶ精しよう髭ひげ。気だるそうで骨ばった顔立ちは、人では三十代ほどに見える。

　いや、ていうか。え？　何、誰だれ？

「ん、あー……、そうか。お前、あれか。ジクザの兄さんが言ってた──」

「え、あ、あの」

「レティお嬢のペット」

「違いますよ!?」

　凄すさまじい曲解に、僕は思わず大声で突っ込んでしまった。

「ていうかペット扱い!?　せめて人質とか、そういう扱いがあるでしょうよ！」

「……随分元気だなぁ、坊主」

　無精髭を生やした男は、感心したように僕を覗のぞき込んで──って、この人、背が凄すごい高い。二メートル超えてんじゃないの？

　いや、ていうか、この空中要よう塞さいで選別の術式が施されている扉から出てきたのなら。

「あんたは、《捕食鬼プレアー》、だよな？」

「んぁ？　そりゃそうだろ。つーか、ここで《捕食鬼プレアー》じゃねぇのは、今んとこ坊主を含めりゃ二人しかいねぇぞ」

　二人──ってことは、もう一人、いる？

「その、もう一人ってのは？」

「あぁ。この前、ジクザの兄さんが連れてきた奴やつでな。俺は直接見てねぇけど、何でも千里眼が使えるらしいぜ」

　その言葉に、僕は内心でガッツポーズをとった。

　ジクザは、僕の能力を知っていた。だが、僕はジクザに能力を見せた覚えは無い。なら、どうやってジクザが僕の能力を知ったのか。答えがあるとすれば、バルベリオの一件でジクザが誘拐した、リフェルの親友──アルウィーン＝ルティエンス。

　彼女は吸血種として──一度目を合わせた相手に限るとはいえ──千里眼の能力に目覚めていた。その上で、彼女は僕を能力で監視していた。

　だとすれば、アルウィーンは僕の能力を知っている。ジクザが僕の能力を知るとすれば、アルウィーンから訊きき出したと考えるのが自然だ。

　しかも、ジクザはアルウィーンの能力を高く評価していた。だから殺されることは無いと思っていたけど──この要塞の中にいるのは、僥ぎよう倖こうだ。

　何な故ぜなら、ここで僕が何もできなくても、この要塞が屋敷に着いた時に、誰かが侵入することができれば、アルウィーンを奪還することができる。

　……いや、でも、ちょっと待て。

「あの、何で、そんな簡単に、教えてくれるんですか？」

　何な故ぜ、こんなにも容易たやすく情報を流すのか。それは──この場で殺すから？

　そんな絶望的な予想に、思わず──目の前の《捕食鬼プレアー》に対し、丁寧語になってしまう。

　しかし、返されたのは、物もの凄すごく呑のん気きな欠伸あくびだった。

「くぁ～、あ、と。……んん？　お前、そりゃ、ジクザの兄さんが言ってもいいって言ってたからなぁ。それに、坊主。お前の様子だと、言おうが言うまいが、納得するまで中を確認したんじゃねぇの？」

「いや、まぁ、そりゃあ、そうだけど」

　まるっきり敵対心を感じさせない態度に、僕は思わず気が抜けてしまう。

　ていうか、何なんだ、この人？

「何なら、案内してやろうか？　今から俺が行くとこの通り道にあるんだよ。その千里眼の子がいる部屋」

「え？　何で──」

「……あぁ。坊主は《共生者ジユーナー》だもんなぁ。《捕食鬼プレアー》の話を真っ当には聞けねぇか」

　無精髭ひげの男は、ばつが悪そうに頭を掻かきながら溜ため息いきを吐つく。

「俺はよ、相手が殺しに来るなら応じるが、そうじゃないならどうでもいいんだよ。だってよ、相手のことも知らねーのに、立場だけで殺し合うとか、面倒じゃねぇか」

「……はぁ」

　僕は、罠わなの可能性を考えたが、そもそも今の状態の僕を罠にかけて、何の得があるのだろうか。そう考えると、男の言葉は信じてもいいんじゃないかと思えてくる。

「……それじゃあ、よろしく」

「おう」

　のそのそと、男はだらしなく両手をコートのポケットに突っ込んで、自分が出てきた扉から左の通路に進みだした。

　その後に続きながら、僕は思わず訊たずねていた。

「あんたは人を、喰くうんだよな？」

「そりゃあな。一番手っ取り早い食事がそれだからな」

「それは──」

「認めなくていいぜ。自覚はしてる」

　僕が、認められない、と言うより早く、その男は僕を制した。

「俺は兄さんについていくし、人を喰う。坊主は、誰だれについてってんのかは知らんが、人を守る。だから俺たちと坊主たちは殺し合う。人間の戦争だってそんなもんだろ。いや、連中は金や権力のために他人に殺し合いを押し付ける分、俺たちより悪質じゃねぇの」

「まぁ、そうだろうけど……。僕は、単にそういう欲望に人を巻き込むのが許せない」

「あぁ、まぁ。確かにな。この前死んだバルベリオって野郎は、確かに糞くそ野郎だったなぁ」

「……バルベリオのこと、知ってるの？」

「まぁ、顔見知りって程度だ。一回兄さんに殺されかけて、死にたくないからっつって兄さんに傅かしずいてたが……、まぁ、自業自得っつーか、因果応報だわな」

　男は、でもな、と言って続ける。

「別に俺たちは全員が全員そういう輩やからってわけじゃあねぇ。中には、人間なのに、人間に裏切られて《捕食鬼プレアー》になった奴やつもいる。復ふく讐しゆうが馬ば鹿か馬ば鹿かしいって言う奴もいるが、裏切られて大事なものを潰つぶされて、それで恨まない奴は、それこそ本物の化け物だろうよ」

「……キミ、本当に《捕食鬼プレアー》？」

「あー、らしくねぇって、よく言われる。兄さんは、そういう俺を面白いっつってるが」

　面白い、か。確かにこの人はかなり変わっている。何と言うか、《捕食鬼プレアー》にありがちな、「吸血種は人間よりも優れた生物だー」みたいな感じが無い。

「……月並みだけど、キミと違う形で会ってたら、僕はキミと友人になれた気はする」

「かもなぁ。坊主も坊主で、結構変わってるぜ。こーんな敵地の真ん中で、迷いはしても、こうして俺を信じてついてくるあたりな」

「いや、それは諦あきらめてるだけ。何もできないんだから、罠わなにかかってもできる事はしておこうかなぁって」

「そうかい。そいつぁ偉いなぁ」

　そのまま男は黙ってしまい、無言で通路を進む二人分の足音だけが響き渡る。

　そうして僕が沈黙に耐えかねた頃ころ。男は一つの扉の前で立ち止まった。

「ほれ、確かここにいるぜ。ここの扉は選別の術式があるが、今回は俺が開けてやるよ」

「え？　術式があるなら、僕を入れちゃいけないんじゃないの？」

「さぁな。その辺りの話は、兄さんは何も言ってねぇ。兄さんが言わなかったってことは、別に構わんってことだろ。もっとも──ここ以外は連れて行ってはやれんけどな」

「……もしかして、入れてはやるけど、出してはやらんってこと？」

　選別の術式が扉にかかっているのなら、部屋から出るのにも許可が必要な筈はず。だとすれば、ここで大人しく入るのはまずい。

「いや？　出る時は普通に出れるぜ。あくまで入る時だけだからな」

　しかし、男はあっさりとそれを否定して、扉に手をかける。

　その扉は、術式がかかっているということを感じさせないほど、あっさりと開いた。

「ここまでしてもらって悪いけど、出られるってのが嘘うそって言う可能性は？」

「それでも行くしかないんじゃなかったのか？」

「はは、そりゃそうだ」

　自分で言った言葉を、敵の立場の人に言われて、僕は大人しく部屋に入る──前に、男の顔を改めて見た。

「名前、教えてよ。僕は玖く堂どう凜りん斗とっていうんだけど」

「樫かし槇まき零れい悟ご。まぁ、あれだ。もし殺し合うことになったら、そん時はよろしく」

「うん、こちらこそ」

　敵と呼ぶには優しい男──零悟に見送られるように、扉の奥へと入っていく。僕が室内に入ると、扉は閉められた。

　周囲は、暗い。入口の近くに照明のスイッチでもないかと壁に手を当てていると、それらしきスイッチを発見した。

　すぐに押してみると、かなり明るい照明がいきなり点灯して、その眩まぶしさに、僕の目は数秒だけ眩くらみ、思わず左腕で目を覆ってしまう。

　そうして、ようやく光に目が慣れ始めた頃ころ、僕の目に入ってきたのは。



　まるで部品のように、四肢を機械に拘束されたアルウィーン＝ルティエンスだった。



「な──んだよ、これ！」

　慌てて駆け寄り、アルウィーンを機械から取り外そうとするが、どういう仕組みなのか、アルウィーンの四肢も機械もびくともしない。

　何かないかと周囲を見回せば、操作パネルのようなものが見つかる──が。

　刻まれている文字は、全すべて見覚えの無いものばかりだった。

「どこの言語だよこれ！　どこの誰だれがこんなの使ってんだよ！」

　いや、喚わめいても仕方が無い。今は冷静になれ、考えろ。零悟は僕がこの部屋に入ることに対して、兄さん──つまりはジクザから何も聞いていないと言っていた。つまり、僕にこの部屋に入られて何の問題も無い、ということだ。

　つまり、現状で僕ができるのは──。

「君にできるのは、万が一ここを脱出して、屋敷のお仲間と合流した際に、この場所を正確に伝える事、だよねぇ？」

　いつの間にか、ジクザが扉に背を預けながら立っていた。その右手には、相変わらず抜身の剣が握られている。

「やぁ。感動の対面の感想は、どんな感じかな？」

「……訊ききたいことは山とあるけど、取とり敢あえず、アルウィーンは無事なのか？」

「無事だよ」

　ジクザは、にやついたまま即答し、頼んでもいないのに説明し始めた。

「ついでに、僕は彼女の血を一滴たりとも吸っていない。そしてバルベリオの死んだ時期を考えれば、彼女が既に《兵儡レインク》狂信性を失なくし、《魔従セキユル》になっているのは明白だろう？」

「じゃあ、この機械はなんだよ？」

「これ？　まぁ、借り物だから細かいシステムは知らないけど──僕たちはブレインリーダーって呼んでるよ」

「名前なんざどうだっていい。アルウィーンは──」

「だから無事だって」

　物分かりの悪い子供を前にするように、ジクザは若干呆あきれたように同じ答えを告げる。

「彼女への負担を軽減し、彼女の記憶を映像として映す。これはそういう機械だよ」

「記憶を、映像として？」

「あれ。これだけ言っても解わからない？　やだなぁ。わざわざ僕が君の能力を直接見てないのに知っている──って言う解り易やすい前振りをしてあげたのに」

「……成程ね。そういうことか」

　つまり──ジクザはアルウィーンから僕の能力を聞き出したのではなく、この機械を使って、無理矢理アルウィーンの記憶を覗のぞき込んだ、ということか。

「理解してくれたかなあ？　ついでに言うと、この機械は多少なら彼女の能力を扱うこともできるんだよ。その結果、彼女の能力は予想以上に凄すごいことが解ったんだよねー」

　ジクザは無邪気な笑みを見せて、夕食に好物が出た子供のようにはしゃいでいる。

「彼女の能力は目を合わせた相手をロックオンしなければ見られない──ってものだけど、例えば君を彼女の能力で遠くから見ている時に、君の近くにいる別の人の目を、能力越しに見ても、ロックオンは成立するんだよ。つまりさ、彼女の能力は──やろうと思えば全すべての人間を監視することだって不可能じゃないんだ」















「……理屈は解わかった。でも、アルウィーン一人で全世界の人間を同時に千里眼で見るなんて、いや、そもそも複数の人間を同時に見るなんてこと自体、脳が処理できる情報を超えるだろ。そんなのはあくまでも理想論でしかないだろ」

　ジクザの言うことが事実だったとしても、吸血種は身体能力こそ人間より高いが、脳の処理能力にはあまり変わりは無い。

　だから、たとえアルウィーンが能力越しに何百人、何千人を能力の対象にしようとも、監視できるのは一人が限界なんじゃないか。

「だからこその、ブレインリーダーだよ」

　しかし、ジクザは笑みを失なくすことなく、アルウィーンを拘束している機械を指差した。

「それは、拘束した生物の脳の映像を読み取るだけじゃなくて、脳の処理能力を強制的に底上げすることもできるんだ。今はまだ実験段階らしいし、あんまり酷使するとその子の脳がぶっ壊れて廃人になっちゃうらしいから、まだやってないけどね」

「廃人って……！　ふざけんな！　何でそんなことを！」

「僕はねぇ」

　右手に剣を持ったまま、ジクザは両腕を広げ、あの邪悪に見える笑みを浮かべる。

「能力ってものの、限界を見たいんだ。この能力にはどんなことができるのか、この能力でどれほどのことができるのか。僕は古今東西のあらゆる能力の限界を見たい。──異能の極限を、僕は見たいんだ」

「…………ぁあ？」

　そんな、自己満足でしかない理由で、こいつは──ジクザ＝ウェアソードは、スカウトと称して、いろんな人を襲ってきたのか？

　いや、だからこそか。そんなことを平然とできるからこその──《捕食鬼プレアー》だ。

「そういう意味じゃあ、僕は君の能力も凄すごく興味深い。今は二人になるだけでも、その先には何があるのか？　複数になれる？　肉体の一部だけを増やせる？　いや、君の能力性を考えれば、まるっきり新しい生命を生み出すことだってできるかもしれない」

「どうでもいいよ、そんなの」

　自分の言葉に酔いしれるように喋しやべり続けるジクザに、僕は酷ひどく冷めた声でそれを制した。

「キミがどう思ってようが、もう、どうでもいい。僕たちはあんたを殺して、アルウィーンを取り返す。それだけだ」

「くっくく、ふふふ。いいね。良い目だ。可能性こそ絶望的でも──君のその殺意に期待するのは、凄く楽しそうだ」

　邪悪な笑みを浮かべたまま、ジクザは扉を開けて、僕に背を向ける。

「ともあれ、君が今ここでできる事はこれが最後だと思うよ？　どう？　捜し人を見つけられただけでも、君は満足出来たんじゃない？」

「その余裕、絶対に後悔させてやるよ」

「そう？　でも、その前に──」

「こちらにおられましたか」

　開いたままだった扉から、ジクザを押しのけるようにレティットが現れた。

「最初にいた部屋に姿が見えなかったので、少し捜しましたよ。──さぁ、食事の準備ができております。どうぞ、こちらへ」

「へ？　あ、いや、ちょっと？」

　僕とジクザの話を完全に切るように、レティットは僕の手を取って、引ひき摺ずるように部屋を出ていく──って、ちょっとちょっと！

「ま、待って！　ちょっと！　僕、まだジクザと話が──」

「貴方あなた様があんな鉱物マニアに付き合う必要は絶無です」

　物もの凄すごい笑顔で断言されてしまった。くそ、こっちを説得するのは無理か。だったら──！

「あ、僕に期待しないでね？　彼女、僕の部下じゃないから命令とかできないし」

「ご理解いただけましたか？　それでは参りましょう」

　ジクザの言葉に、僕は抵抗を無意味と知り、目の前にアルウィーンを見つけておきながら何もできないという無力感に打ちひしがれる。

　そのまま、レティットの酷ひどい怪力で僕は来た道を戻ることに。

　何でこう、僕の知るメイドってのは、どいつもこいつも馬ば鹿か力ぢからなんだよ。



　　　　　　　　　★



「……くしゅんっ」

「愛あい恋こ？　君がくしゃみとは、珍しいな」

「申し訳ございません、お嬢様。……特に体調の不良などはありませんので、ご心配なく」

「そうか。まぁ、それならいいが」

「それに、今は私の体調など二の次です」

「……あまり肯定したくないが、だが、実際にその通りだな」

　須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけの屋敷を並んで歩いている瑠る姫き乃のと愛恋は、表情を曇らせながらも歩調を緩めることなく廊下を進み、辿たどり着いたのは、一階の応接室。

　瑠姫乃が軽くノックをしてから扉を開けると、中には既に祢ね亜あとリフェル、鞠まり果か──そして慧けい歌かがソファに座っていた。

「師匠、お待たせしました」

「おーう、来たか。まぁ、座れ」

　慧けい歌かは軽く指を振って瑠る姫き乃のたちにもソファに座るように促して、真剣さを表すように、声を低くした。

「ンじゃあ、始めようじゃあねぇか。リンの奪還と、魔剣野郎どもをぶっ倒す算段をよ」



　　　　　　　　　★



　率直に言えば、レティットは僕に危害を加えることは一切なかった。

　だが、彼女の僕に対する行動は、従者が主人に対するもの──ではなく、一言で言うと、『介護』だった。

　食事なら、僕に食器を持つことを許さずに「あーん」とかされるし、ただ部屋を移動するだけでも車くるま椅い子すまで用意されたし。ていうか、トイレにまでついて来ようとした時は、泣いて頼みこんだもんですよ、えぇ。

　ちなみに、たまたますれ違った零れい悟ごには、凄すごく憐あわれんだ顔をされた。

　そんな感じで、命の危機になくとも、人はプライドを捨てられるって、よくよく理解できたよ、うん。

　そのまま、明らかに空中要よう塞さいと言う名にはそぐわないホテルのスイートルームのような部屋に案内された僕は、レティットが所用があるから、と席を外したことで、ようやく安心して心を落ち着けられていた。

「……つーか、何？　レティットってのは主人を探してるんじゃなくて、介護対象を探してたの？　だったら老人ホームとか、他ほかに行くべきとこはあるでしょうよ……」

　安心したとはいえ、未いまだに凹へこんでいると、扉から軽いノック音が聞こえてくる。

　レティットが戻ってきたのか、と思わず身構えるが、入ってきたのはジクザだった。

「やぁやぁ。様子を見に来たけど──、その感じだと、かなり尽くされたみたいだねぇ？」

「あのさ、敵のあんたに言っても仕方ないけど、仲間は選んだ方がいいと思うよ？」

「ありゃ。これはマジできつかったっぽい？」

　ご愁傷様～、と言いながらジクザは僕の傍そばまで歩いてきた。

「んで、お疲れのところ悪いけど、業務連絡をしに来ましたー」

「いや、僕に業務連絡って、意味あるの？」

「あるよ。だって──」



「須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけの屋敷に到着するまで、一時間を切ったんだもん」



「……………………あ？」

「ぶっちゃけると、レティットが君を置いて部屋を離れたのは、戦闘準備のためだね。零れい悟ごももう準備に取り掛かってる。ま、準備って言っても大掛かりなものは無いけどね」

　相変わらず笑みを浮かべたままのジクザだが、この時は軽薄さが感じられなかった。

　もしかしたら、これが──ジクザ＝ウェアソードの、真剣な表情なのかもしれない。

「言っておくけど、容赦はしないよ？　容赦無しに、君も含めて手に入れる。何せ希少なくらいに優秀な上に、これからの成長にも期待できる子たちだからね」

「図に乗って足元掬すくわれても知らないよ？」

「だとしたら、それもそれで楽しみだ」

　最後に一度、笑みを深めてから、ジクザは僕に背を向けた。

「到着の十分前になったら、レティットに迎えに来させるよ。じゃあねん」

　それだけ言い残し、ジクザは部屋から出て行ってしまう。

　……一時間、か。

　僕は、こうして敵に捕まって人質にされるだろう状況に陥っている──明らかに足を引っ張っている。それでも、アルウィーンを見つけられたのは僥ぎよう倖こうだ。

「とにかく、できる事を、全力でやろう」

　そうして──僕は、屋敷に着くまで、ただただ気持ちを集中させ続けた。










　　　第五章　両雄出逢って決戦ならば怨敵出逢って殺し合いは必然か



「お時間になりました、貴方あなた様。参りましょう」

　レティットに促され、僕は無言で彼女の後ろを歩く。

　思えば僕は、どうしてここまで戦いを受け入れられたのか。

　一時間って言う時間は、意外に僕自身を振り返るのには十分な時間だった。

「やぁ。気持ちの整理はできたかい？」

「まぁね」

　途中から合流したジクザの言葉に、さして敵意も殺意も無く応じる自分に少し驚いた。

　同時に、驚いた理由も、僕は簡単に答えを出せた。

　あぁ、そうか。そうだよな。

「それじゃあ、感動の対面といこうじゃないか」

　目の前の重厚な扉が開き、目の前に広がった煤すす野や町ちようが見える。

　そして、下方には──見慣れた屋敷の前に、見慣れた人たちが、こちらを見上げていた。



　　　　　　　　　★



「予想より大きいですね」

「というか、何であんなでかいのが、周りに騒がれずに飛べるんだよ」

　上空に突如として出現した、円形の城を思わせる空中要よう塞さいに、愛あい恋ことリフェルが率直な感想を述べる中。瑠る姫き乃のは一点しか見ていなかった。

　その視線の先にいるのは、空中要塞の入り口に立つ三人の人影の内、ただ一人。

　初めて自分で選んだ、従者。

「…………兄上様、いるね」

「あぁ」

　意気込む屋敷の面々だったが、そこにいるのは、屋敷の住人のみ。

　この事態のために来訪した慧けい歌かと鞠まり果かの姿が見えない。

　しかし、瑠姫乃はその赤い双そう眸ぼうに覚悟を宿し、宣言する。

「だが、取り返す。必ずだ」



　　　　　　　　　★



「ふーん。成程ねぇ。追い返すんじゃなくて、閉じ込める、か」

　こちらを見上げる瑠姫乃を見ていたら、唐突にジクザが感心した声を上げた。

「ねぇ、凜りん斗と君、君は気づいているかい？　僕たちがこの町に入った時点で、この町周辺に結界が張られてるみたいなんだよね」

「……それがどうした？」

「基本的に結界って言うのは、外部を拒み、内部を守るものだ。それを、僕たちを内部に入れた後で展開したってことは──ある種の宣戦布告だよ。逃がさないぞ──ってね」

「こっちは最初っからそのつもりだ」

「……うん？」

　ジクザは、僕が反応を見せないことを不審に思ったのか、僕の顔を覗のぞき込んできた。

「なーんか、随分と暗いねぇ。気持ちの整理はできたんじゃないの？」

「できたさ。ついでに覚悟もできた」

　今の空中要塞がある位置から、地上までは──百メートルあるか、ないか。

　屋敷が小高い場所に建っててよかった。そうじゃなかったら、屋敷に近づくために、この要塞が近隣の建物をぶっ壊してた可能性もあるし。

「じゃ、精々足あ掻がかせてもらうよ。零れい悟ごにはよろしく言っといてくれ」

　ともあれ。僕は、そう言って、躊躇ためらい無く。



　空中要よう塞さいから飛び降りた。



「あら？」

「貴方あなた様！」

　ジクザの呆ほうけた声と、レティットの叫び声を背に、僕は地面へと急降下していく。

　百メートル程のこの距離。普通は死ぬけど、吸血種なら、運が良ければ生き残れたりするのかな？　流石さすがに無理か。それこそ肉片一つから全身が再生するほどじゃなくちゃ。

　だから頼むよ、皆。

「閉じろ!!」

　瑠る姫き乃のの叫びと共に、一メートル四方の立方体が、階段のようにこちらへと延びて、その上を巨大な白猫になった祢ね亜あが駆け上ってくる。

「させません！」

　背後、レティットの声が響く。どうやら彼女も飛び降りたらしい。だが、もう遅い。

　瑠姫乃の箱でできた階段を登り切った祢亜が、その勢いのままこちらへ跳び上がり、僕は獣毛豊かなその身体からだにしがみつく。

　同時に、僕たちは黒い箱の中に閉じ込められた。

「──おのれ！」

　ドガンッ！　と、上から重々しい音が聞こえる。どうやらレティットが箱の上に着地したらしい。とは言え、この箱の頑丈さなら、すぐに壊されることも無いだろう。

「にしても、よくもまぁ、すぐに動いてくれたものだよねぇ」

「瑠姫乃が、兄上様なら、たぶん、自分で落ちるって……言ってた」

「はは、そりゃあ、僕を理解していてくれていて、何よりだ」

　箱の中で立ち上がると、祢亜は巨大な白猫のまま僕に擦り寄ってきた。

「……兄上様、お帰りなさい」

「うん。ただいま」

　祢亜の頭を撫なでてやると、同時に足場が軽く揺らいだ。

「うわ、何だ？」

「たぶん、箱を、移動させてる」

　箱の移動って、今までそんなこと、したことなかった気がするんだけど……？

「師匠が、瑠姫乃に、教えてた。能力で作ったものなら、動かすこともできる筈はず──って」

「あぁ、成程。マンツーマンでそれを習ったのね」

　僕が感心していると、唐突に箱が消えて、僕と祢亜は屋敷の前に立っていた。

　近くには、瑠姫乃たちもいる。

「……心配していたが、まさか本当に飛び降りるとはな」

「信頼してるから飛び降りたんだよ」

　瑠る姫き乃のは呆あきれた顔をしていたが、それでも僕は彼女の顔を間近で見られて安あん堵どした。

　やっぱり僕は、ここがいい。

「ただいま、瑠姫乃」

「あぁ。もう勝手に出歩くなよ。君は私のものなのだから」

「……了解」

「私たちは無視ですか」

「心配してたのによー」

　瑠姫乃と話していたら、愛あい恋ことリフェルが思いっきり拗すねていた。

「いやいや、今は状況が状況なんだからさ。心配してくれていたことは感謝するけど、細かい挨あい拶さつは後にしない？」

「まぁ、そうですね」

　あっさりと僕に同意した愛恋は、僕ではなく、地面に降り立ったレティットを見ていた。

「《魔ま剣けん伯はく爵しやく》はともかく、あちらの方は我慢できないようですので」

　レティットは、酷ひどく無感情な目でこちらを見ていた──が、唐突に口を開いた。

「そいつらが──貴方あなた様を束縛するものですね？」

「違うよ。僕の大切な仲間だ。ていうか、改めて言うけど、僕はキミの主人じゃない」

　僕も、レティットの視線を真正面から受け止めて、はっきりと答えた。

「僕は、瑠姫乃の護衛だよ。だからさ、これ以上キミの妄想に付き合わせるなよ」

「……ならば、貴方様を束縛するもの全すべてを、排除するのみ」

　結局、最後まで、レティットは僕の話を聞き入れることなく、構えを取る。

「外見から察するに、あの方が《五角従女》のようですね」

　レティットの構えに応じるように、愛恋がメリケンサックを両手に嵌はめて前に出た。

「愛恋？」

「貴方が攫さらわれた後、私たちは作戦を練りました。その際、師匠が《五角従女》がいる可能性を言い出しまして。結果として、彼女の相手は私と祢ね亜あが務めることになりました」

「任せていい？」

「当たり前です。親愛にたる仲間の申し出を断る理由は、私には絶無です。何より──あの女に、メイドのなんたるかをしっかりと教えて差し上げます。行きますよ、祢亜」

「うん。……兄上様」

　巨大な白猫の姿のまま愛恋と並んだ祢亜が、ふと、僕に視線を寄越してきた。

「また、後で、ちゃんとお話し、するから」

「……ん。解わかった」

　レティットの実力が如い何かほどかは知らないが、それでもこの二人に任せるしかない。何せ、僕たちはまだ相手をしなければいけない奴やつがいる。

「っと、そうだ。リフェル。一個朗報があるよ」

「あ？　朗報？」

「アルウィーンを見つけた」

「──本当か!?」

　半ば予想していたが、リフェルは凄すごい剣幕で僕に詰め寄ってきた。

「ど、何ど処こにいる!?　つーか何で連れて来ねぇんだよ！」

「いや、あの、ちょっと落ち着いて！　上！　あの空中要よう塞さいの中にいたんだよ！」

「だったら連れてこいよ！」

「落ち着けリフェル。要塞の内部の状況は解わからないが、少なくとも凜りん斗とには何もできなかっただろう」

「ぁあ!?」

　諌いさめる瑠る姫き乃のにも噛かみ付くリフェルだが、瑠姫乃は冷静に僕の手首を指差した。

「それ、拘束用の魔具だろう。能力どころか魔力すら使えない状況で《捕食鬼プレアー》の拠点に放り込まれれば、私だって何も出来ん」

「え？　あ、ホントだ」

　僕の手首にある魔具を見た途端、リフェルはあっさりと僕を解放すると、おもむろに魔具を手に取って──かこん、と、実に呆あつ気け無く僕の手首から魔具を外した。

「……あれ？　何でキミ、これの外し方、知ってんの？」

「《共生者ジユーナー》の研究施設に水筒盗とりに行ったとき、これと同じ奴を見っけたんだよ。鍵かぎじゃなくて魔力で開閉する奴。私は要らなかったけど、開け方は知っといて良かったわ」

「いや、うん。本当にね」

　まさかリフェルがバルベリオに騙だまされたと知った時には、こんなことなんて思いもしなかっただろう。

「さて、凜斗の能力が戻ったところで確認させてもらうが、空中要塞の中にアルウィーンがいるんだな？」

「あぁ、いる」

　瑠姫乃の問いに答えると、彼女は一つ頷うなずいて、空中要塞を指差した。

「なら、君たちはアルウィーンの救出を優先しろ。《魔ま剣けん伯はく爵しやく》の相手は私がする」

「は？　いや、でもあいつは──」

「私は奴の恐怖を直じかに見ていない」

　無茶な申し出をする瑠姫乃を止めようとしたが、そんな僕を瑠姫乃はさらに制した。

「それに、無策で立ち向かう馬ば鹿かはしないさ。──開け」

　バチン、と音がして、僕の両腕に『月つき削そぎ』が現れた。

「私は君たちを信じる。だから君たちも、私を信じてくれ。──閉じろ」

　信じろ、何て言いながら、瑠る姫き乃のはそれ以上僕たちに何も言わせないように、僕とリフェルを箱に閉じ込めた。

　同時に、箱からエレベーターのように浮遊感を感じる。さっき祢ね亜あと一緒に僕を運んだように、箱を浮かせたのか。

「……覚悟、決めるしかないか」

「みたいだな。ま、安心しろよ。今回の作戦は、ケーカのプロデュースだ。私はそんなに知らないけど、お前たちが師匠って言って敬語を使うぐらいなんだから、凄すごいんだろ？」

「まぁね。少なくとも、キミみたいに呼び捨てにできないくらいには尊敬しているよ」

　そういえば。師匠と花か芽が入いりさんはどこに行ったのだろうか。

　それをリフェルに聞こうとした瞬間。

「征いけ!!」

　瑠姫乃の声と共に、僕たちは急速に加速したらしい箱の内部で、盛大にすっころんだ。

「もうちょっとゆっくり行かせてくれよ！」

「いってぇ！　舌噛かんだ！　くっそルキノ、覚えてやがれよ！」

　と、叫んだのも束つかの間ま。箱は何かに衝突したのか、派手な衝撃と共に急停止して、当然のように、僕たちは壁の壁面に激突した。

「へぶ！」

「ぐぇ！」

　そのまま痛みに呻うめく間もなく、箱が消える。

「いって……、くそ、どこだここ？」

「えーと、お帰りって言った方がいい？」

　気まずそうな声に顔を上げれば、ジクザが困ったような顔で立っていた。

「死ね！」

　ほぼ零距離のジクザに僕が距離を取るべきか判断する前に、リフェルが一瞬で炎弾を右手に精製し、ジクザへと撃ち出す──が。

「おっと」

　ジクザは軽い動作で──僕を真ま似ねるように、空中へと身を投げ出した。

「な、え？」

　リフェルの放った炎弾は、運良く要よう塞さいに当たることなく、虚空へと消えていく。

　そんな中、地上に落ちていくジクザが、僕たちに向けて笑いかけた。

「お友達が大切なら、頑張るといいよー」

「……あの野郎！　なめやがって！」

「待てリフェル！　アルウィーンの救出が先だ！」

　あからさまな嘲ちよう笑しように、リフェルが逆上して身を乗り出すが、僕は慌ててそれを諌いさめた。

　ジクザの意図は解わからないが、少なくとも、奴やつがこのまま地面に墜落死するとは思えない。となれば、地上にいる瑠る姫き乃のがジクザと相対する筈はず。

　師匠の考案した作戦がどういうものか僕は解っていないが、少なくとも、瑠姫乃はジクザを相手に勝機はあると言っていた。

　なら、僕たちがすべきことは、アルウィーンの奪還だ。

「ジクザの態度がウザいのは今更だ！　そんな奴に構うよりも大事なことがあるだろ！」

「……、あぁ。解ってる。ケーカも、こういう状況を予想していたらしい」

「師匠が？」

　この状況を、予想って──いったい、どこまでを予想していたんだ？

「ねぇ、リフェル。アルウィーンのいた部屋まで案内はする。でも、その途中で師匠の作戦を、できる限り教えてくれ。悪いけど、このままじゃ僕は、君たちの作戦についていけずに、足手纏まといになる」

「解ってる。……それより、アルのいる部屋は、解ってんのか？」

「大丈夫」

　それだけは、絶対に忘れまいとずっと記憶に留とどめ続けていた。

「行こう。地上の方は、皆に任せよう」

「あぁ。頼むぜリント」

　リフェルを促し、僕たちは要よう塞さいの内部へと突き進む。

　しかし、僕の心境は、不安に満ち溢あふれていた。

　地上の方は、いい。師匠と鞠まり果かの姿が見えなかったということは、あの二人を使って不意討ちなどを考えているのだろう。なら、それを信じる他ほかは無い。

　問題なのは、こっちだ。

　要塞内の通路は、狭くは無いが、広いとも言い切れない。この広さじゃあ、リフェルの能力は撃ちどころを間違えれば、僕たちにまで爆発が届く可能性もある。その上で、僕は『月つき削そぎ』があると言っても、三回しか死ねない。

　そんな不利な状況で、アルウィーンを助け出す必要が──いや、そうじゃない。

　僕が一番不安に思っているのは──。



「よぉ、やっぱ来ちまったか」



「……零れい悟ご」

　アルウィーンが拘束されていた部屋に続く、最後の通路。この突き当たりを左に曲がれば辿たどり着くというところで、突き当たりの中央に、僕の最大の不安が。壁に凭もたれて立っていた。

「何だ、あいつ。……おい、リント。何でお前、あいつの名前を知ってんだよ？」

「悪い。後にしてくれ」

　立ち止まった僕に倣うように止まったリフェルは、僕の背後から当然の疑問を投げかけてくる。しかし、それに細かく答えてあげている余裕は、今の僕には無い。

　その代わりのように、零れい悟ごがリフェルに向けて口を開いた。

「あー、嬢ちゃん。別に坊主は俺と仲間ってわけじゃあない。まぁ、気は合うんだが、敵同士であることに変わりはねぇ」

「気が合うのに敵って、おい、凜りん斗と？」

「後にしてくれって。……それより零悟。そこ、どいては、くれないよな？」

「そうだなぁ。俺も坊主の頼みなら聞いてやってもいいんだが……。如何いかんせん、これはジクザの兄さんの頼みだからな。悪いが、坊主たちをこれ以上先に──アルウィーン＝ルティエンスのとこに向かわせるわけにはいかんのよ」

　相変わらず気だるげな表情で頭を掻かく零悟には、本当に敵意が感じられない。

　でも──いや、だからこそ、説得が無意味なのが理解できる。

　零悟は、僕たちと敵対するためにここにいるんじゃない。自分の信じるモノ──ジクザの命令に従って、ここにいるだけなんだ。

「だからさ。いっそのこと、このまま退ひいてくれねぇか？　兄さんが負けるとは思えねぇし、俺だって気の合う奴やつと殺し合いなんてしたくねぇ」

「でも、マジでアルはこの先にいるんだよな？」

　気づけば、リフェルが完全に敵意を撒まき散らしながら前に出た。

「あぁ、いるぜ。そういう嬢ちゃんは、リフェル＝九く頭ず限きりってー名前かい？」

「そうだ。お前らが攫さらったアルの、親友だ」

「そうかい。……じゃあ、退いてくれって頼むのは無意味──いや、失礼だったな」

　零悟が──《捕食鬼プレアー》、樫かし槇まき零悟が、壁から離れ、両手を軽く広げた。それだけで、場の空気の温度が一気に下がったような錯覚を覚える。

　酷ひどく冷たく、だからこそぶれることの無い──樫槇零悟の闘志。

　敵を殺すためではなく、餌えさを食うためでもない、命令を遂行する、忠実な部下の意思。

「んじゃ、始めるか」

　零悟のその言葉が、開戦の合図。

　リフェルは両手に炎弾を精製しつつ、僅わずかに後退。

　僕は『月つき削そぎ』を盾のように前面に構え、真正面から零悟に向かって突き進む。

　その僕の両りよう脇わきを、リフェルの炎弾が一つずつ通り抜け、零悟へと撃ち込まれる。

　狭い空間で、リフェルの爆炎は近距離では使えない。でも、回数に限りがあるとはいえ、多少の負傷なら受けられる僕なら、炎弾の爆発にも構わず相手との距離を詰められる。

　相手が炎弾を躱かわそうが受けようが、爆発はする。なら、その煙に紛れていれば、そのまま僕が機械刃チエーンソーで斬きりつけることも、リフェルが炎弾で追い討ちをかけることも可能。

　初めてジクザに遭った後から、僕たちは互いの能力の特性を考え思いつく限りの連携を試してきた。そのために基礎能力を高める修行も行ってきた。

　僕だけが師匠とのマンツーマンを受けていないことに不安はあるが、それでも、半ば奇襲じみたこの攻撃なら、殺すことはできなくても、手傷ぐらいは負わせられる筈はず。

　そう確信し、突き進む僕の目の前で、二つの炎弾が零れい悟ごに衝突し、爆発する。

　爆炎で吹き飛びそうになるのを歯を食いしばって堪えながら、なおも突き進む。生じた熱風で皮膚が焼ける──が、それでも止まらない。

「お、ぉおお、おおおおおおぁあああああああ!!」

　痛みを、苦痛を堪えるように、僕は叫びながら突き進み──。

「凄すごいな、お前ら」

　爆炎の中から、無傷のまま進み出た零悟と目が合った。

　零悟の両手は、半透明の串くしのようなものを掴つかんでいる。

「リント、下がれ！」

　零悟の手にある物が何なのか。それを僕が思考する前に、後方から叫ぶリフェルの言葉に、僕は慌てて、足を止め、後方へと飛び退しさろうと、両足に力を込めた瞬間。

「悪いな」

　両足の甲に、零悟が掴んでいた串のようなものが突き刺さり、僕は床に縫いつけられた。

「うが、ぁあああっ！」

　跳ぼうとしていたために、縫い付けられた足を思いっきり引っ張るように尻しり餅もちをついた僕は、その痛みに思わず呻うめき声をあげる。

「少なくとも、坊主相手に手は抜けねぇって、俺は思う。だから加減は無しな」

　ゆっくりと僕に近づいてくる零悟の両手には、僕の両足に刺した半透明の串のようなものが新たに掴まれている。

　あれは零悟の武器か？　それとも、能力なのか？

　いや、今はそれよりも──！

「リフェル！　僕ごと殺やれ！」

「任せろ！」

　リフェルは、僕の呼びかけに応じて、十以上の炎弾を狭い通路の内部であることも構わずに一瞬で精製し、次の一瞬で全すべてをさっき以上の速度で零悟へと撃ち出す。

　当然、炎弾は僕の目の前にいる零悟目掛けて撃ち出され、その爆炎は僕も呑のみ込む。

　でも、その一瞬で僕は目を凝らす。炎弾が零悟に衝突する寸前を、見極める。

　何な故ぜ、さっき零れい悟ごは無傷だったのか。その答えを、ここで出す！

　そう意気込むと同時、十を超える炎弾が零悟に直撃し、先程の爆炎と熱風とは比較にならない熱の暴力が僕を襲う。

　その中で、僕は最後の最後まで、熱で眼球が焼き切れるまで目を凝らして──。



　その答えを、僕に託した。



　──それは、零悟の背後。

　零悟の正面が灼しやく熱ねつ地獄の様相だというのに、零悟の背後は嘘うそのように静かだった。

　リフェルの爆炎で焼死した僕が死ぬ間際。僕の目は、零悟の背後に一切の爆炎が無かったこと、そして、零悟の前面を覆う、半透明の壁を見た。

　なら──零悟の背後は僕にとっては安全であり、零悟にとっては死角になっている。

　そこなら、《幽躯別身マインドアウト》の能力で僕を現出させ、不意討ちができる！

「──っ！」

　零悟の背後に現出した僕は、即座に『月つき削そぎ』から機械刃チエーンソーを引き出し、高速で回転させ、無防備なその背中へと右の機械刃チエーンソーを突き出した──だが。

「おっと」

　零悟は、背後を振り返ることなく、右腕に持った半透明の串くしを背中に回すだけで、『月つき削そぎ』の機械刃チエーンソーを受け止めた。

　高速で回転する機械刃チエーンソーは、半透明の串を削ることもできず、ただ火花を上げて回転し続ける──が、零悟はそれを、右腕だけで、しかも背中に右腕を回した力の入れにくい体勢のまま、『月つき削そぎ』を受けとめて──腕を前に戻す動作だけで、機械刃チエーンソーを弾はじき飛ばした。

「ぅ、わ！　がっ！」

　愛あい恋ことの模擬戦で、軽く愛恋の手が掠さらっただけで『月つき削そぎ』が打ち上げられた時のように、想像以上の力で弾かれた僕は、派手に後ろへと吹き飛ばされ、壁に叩たたき付けられた。

「話には聞いてたが、本当に凄すごいな。あんな丸焦げになった状態でも能力が使えるのか」

「……そういうあんたは、どんな馬ば鹿か力ぢからなんだよ。『月つき削そぎ』の刃を受け止めた上に弾き返されるとか、マジで初体験だっての」

「あー……。まぁ、俺、吸血種になった時、身体能力がへたな《強化グロウ》の使い手以上に上がっちまってな。それを鈍らせんのが嫌だから、あんな扉を作ったんだよ」

「は、そうかい。そりゃあ、羨うらやましい限りだ」

　本当、羨ましすぎて絶望してくる。

　あの馬鹿力が素の身体能力だと？　その上に、あの半透明の──いや、《現象フエノメノ》の能力持ちとか、冗談じゃない。

「それで？」

　構え直す僕の前、零れい悟ごは余裕なのか天然なのか、リフェルに背を向けて僕と向き合う。

「俺の能力は解わかったか？　そのために、丸焦げになっても目だけは開けてたんだろ？」

「そこまで解ってんのかよ……」

　爆炎で誤魔化せるかと思ったが、そこまで甘くないようだ。

「まぁ、いいや。答え合わせには付き合ってくれよ、零悟」

　より一層絶望感に襲われるのを誤魔化すように、口先だけは強気にしてみると、零悟は何も言わずに一つ頷うなずく。

　その背後で、攻撃を仕掛けるべきか逡しゆん巡じゆんしているリフェルに、軽く手を振って攻撃を止めさせる。零悟とリフェルが真正面から殺し合ったら、リフェルが殺されるのは確実だ。だったら、能力的に不意討ちや逃走の成功率の高い僕が零悟と戦った方がまだマシだろう。

　少なくとも、リフェルの能力込みでの僕の死を前提にした攻撃は、二回失敗している。なら、これ以上同じことをしても無意味だろう。

「それで、零悟。さっきからリフェルの爆炎を防いだ壁や、僕の両足に突き刺した串くしは、水だろ？　しかもただの水じゃない。密度が高いのかは知らないけど、鋼鉄より硬い、水」

　僕がリフェルの爆炎で焼死する寸前。僕の両足に刺さっていた半透明の串は、まるで熱で蒸発するように消えていた。

　それに、零悟の出した壁は、焦げ目がまるっきりつかずに、半透明のままだった。

　熱で蒸発し、爆炎に耐え切る。その上で、串や壁──形状を自在に変えられるものは、少なくとも僕には水にしか思えない。

　問題なのは、高速で回転する機械刃チエーンソーを止めるだけの硬度。僕の『月つき削そぎ』は、そもそも通常より硬度の高い吸血種を切るのではなく削り殺すために機械刃チエーンソーを内蔵している。

　それを以もつてしても削れないということは、かなりの問題だ。

「……本当、凄すごいな。正解だよ」

　とぷん、という音が鳴り、零悟の右掌の上に、揺らめく半透明の球体──水が現出する。

「ただ、硬度に関しちゃあ、密度じゃあない。そういう水っつーか、能力なんだよ。形は自由自在だが、不定形の癖に硬さは鋼鉄を超える。……だから」

　零悟の掌で浮いていた水が、唐突に分裂し、全すべてが串の形状に変化する。

　その切っ先は、全て僕へと向いていた。

「水圧を使わなくちゃまともに攻撃ができない普通の水使いと違って、俺の水は形を凶器に変えるだけでいい。それだけで──相手を殺すには十分だ」

　数多の串の切っ先は、僅わずかにぶれる事すらない。あれが一斉に撃ち出されれば、『月つき削そぎ』で急所を防いでも、かなりの数が僕の身体からだを貫くだろう。

　いや、あれが水である以上、刺さった部位から内部に侵入し、内側から僕を殺すことだってできる筈はず。

　本当、強い能力持ちは相手にする時に対処すべきことが多すぎて困る。

「なぁ、坊主。無駄かもしれねぇけど、言わせてくれ」

「……？　何を？」

「お前さん、俺たちと来いよ」

　零れい悟ごは、気だるげな表情のままだったが、それでもその目は真剣そのものだった。

「俺は、お前さんに会ってそんな時間なんて経たってないけどよ、それでも兄さんやレティお嬢がお前さんを気に入る理由は、何となく解わかった。お前さんは、殺すには惜しいし──殺したくないって、思わせるんだよ」

「あんたさ、《共生者ジユーナー》に対して《捕食鬼プレアー》になれってのが無理な話って、解ってるだろ？」

「まぁ、な。でもよ──」

「逆に訊きくけど、あんた、ジクザを見限って僕たちと来る気はあるか？」

「……あぁ、まぁ、そりゃ無理だわ」

「だろ？」

「惜しいな。殺すしかねぇのか」

「まぁね。気は合うけど──僕とあんたじゃあ、信じるものが別すぎる」

「……そうだな」

　零悟は本当に惜しんでいるのか、気まずそうに頭を掻かいてから、左手を僕へと指差した。

「んじゃあ、坊主の能力、残りの回数分も、きっちり殺してやる」

　そう呟つぶやくと同時に、水の串くしが僕へと撃ち出される。

　対して僕は全力で左側──アルウィーンが拘束されている部屋とは別方向へと飛び込むように雨のような串を躱かわす。

　運が良かったのか、数本身体からだを掠さらったが、突き刺さることなく躱し切れた。

　僕はそのまま立ち上がり、通路を真まっ直すぐ進む。

「──逃げるなよ。あんまし長く戦わせないでくれ」

　走りながら後ろを見ると、零悟が表情を変えないまま、僕を追いかけてくる。速度は僕の比じゃない。追いつかれるまであと三秒も要らないだろう。

　なら、と。即座に反転し、両腕の機械刃チエーンソーを回転させ、正面から零悟に両腕を突き出す。

「まぁ、そうだわな」

　だが、僕の機械刃チエーンソーは、零悟が両手に掴つかんだ水の串で受け止められ、左右それぞれ腕が外側に弾はじかれ──そのまま、無防備になった僕の胴体に。

「これで、二回目か？」

　数多の水の串が突き刺さった。

「あ、ば、あがぁああっ！」

「頭は外してやった。ほら、早く能力使ってくれ。正直、坊主を四回殺さなくちゃいけないのは、気分が悪い」

「が、は、ぁ、……っ」

　喉のどから上がってきた血液を床に吐き出す。それでも血が喉に絡んで上う手まく喋しやべれない。

「それとも、能力使わずにここで死ぬか？　まぁ、俺はそれでも構わんけどな」

「げっぶ、がは……」

「……悪いな。喋るのもままならねぇか」

　零れい悟ごが右手に水の串くしを現出させて、軽く振り上げた。

「じゃあ、まぁ、月並みの台詞せりふだが──楽にしてやるよ」

　そのまま水の串は、僕の額を貫き、後頭部まで貫通した。



　　　　　　　　　☆



「……じゃ、今のうちにこの扉をどうにかしようか」

　僕が水の串でめった刺しにされたのと同じ時間。

　僕はリフェルと共にアルウィーンが拘束されている部屋の前にいた。

　さっき、リフェルが零悟に攻撃するのを止やめさせた時、零悟が僕の話に集中していることを祈り、リフェルの傍そばに《幽躯別身マインドアウト》で僕を現出させ、気配を殺してその場を離れた。

　結果、僕を随分と気にかけてくれていた零悟は、背後のリフェルと僕に気づかず、僕との会話を続けてくれた。

　その結果、零悟と話していた僕は追い詰められ、最後に零悟は僕に能力を使うように促していたようだが──既に使っているのだから、それ以上は使えない、というわけだ。

「しっかし、師匠は最初っからキミを空中要よう塞さいに侵入させるつもりだったわけだ」

「つーか、私が譲らなかった。アルの安否を気にしながら他ほかの場所で戦えるかよ」

「アルウィーンがいなかったら、どうするつもりだったの？」

「ケーカは高確率でいるっつってた。交渉っつーか、脅しの材料のためにな」

「なーるほど。……てことは、半ば賭かけだったってことか」

　でも、確かに分の悪い賭けではない。

　元々は、要塞内にいる僕と合流した上での作戦だったらしいけど、僕が先に地上に飛び降りたから、合流する手間が省けたってことか。

「さて、零悟が気づくのも時間の問題だから、急ごうか」

　とは言え、この扉には選別の術式がかけられている。開けられるのは、おそらく空中要塞の住人。ジクザ、レティット、零悟の三人だろう。

　とは言え、それはあくまでも扉の話。

「じゃ、リフェル、よろしく」

「あぁ」

　僕とリフェルは扉から結構な距離を取った後。リフェルは右手を翳かざし、三つの炎弾を精製。そのまま、炎弾を──扉の、隣の壁に叩たたき付けた。

　派手な爆音とともに、余波が僕にも届く。

　そのまま煙が晴れると──扉は全くの無傷だったが──隣の壁は、崩れることは無かったが、大きな亀き裂れつが入っていた。

「案の定、術式を施したのは扉だけ、か」

「……何でこんな杜ず撰さんなことしたんだろうか？」

「この要よう塞さいは、戦闘を想定してないってことだろ」

　おそらく、監禁部屋があったことを察するに、敵対するものがこの要塞に入れられる時は、僕が付けられたような拘束用の魔具を付けることを前提にしているのだろう。

　要するに、これは要塞の名に反し、あくまでも活動拠点でしかないのだ。

「多分、どこかの要塞を改造したんだと思う。ジクザもこれは借り物だって言ってたし」

　思えば、ジクザはとにかく僕に対して無駄ということを強調していたように思う。それは、僕に無理だと思い込ませるのが目的だったんじゃないだろうか。

「……まぁ、いいか。もう一回行くぞ」

　そう言って、リフェルがもう一度炎弾を三つ精製した時。

「あー、引っかかっちまったか。意外と酷ひどいな、お前」

　僕たちが来たのとは逆方向から、零れい悟ごが歩いてきていた。

「リフェル！　僕が足止めするからキミはアルウィーンを取り返せ！」

「解わかってる──けどぉ！」

　構える僕の隣で、リフェルは防がれることを承知しているだろうが、それでも三つの炎弾を零悟へと撃ち出す。

　だが、零悟は全身を硬質な水で覆い、そのまま突き進んでくる──即席の鎧よろいか！

　その結果、予想以上に近くで零悟が炎弾に衝突し、その爆風で僕は一瞬視界を奪われる。

　その一瞬で零悟は水の鎧を解除しながら、僕の隣を駆け抜けて、リフェルに向けて水の串くしを振り上げた。

「リフェル！　構うな！」

　反撃しようとしたリフェルを止めて、僕は機械刃チエーンソーをしまい、全力で零悟に飛びつく。

　真横から全力で飛びついたからか、膂りよ力りよくの差を抑えつつ、どうにか零悟を押し倒す。

「っと、俺にそんな趣味はねぇぞ」

「僕にだってねぇよ！」

　相変わらず緊張感を見せない零れい悟ごに苛いら立だちながら、右の機械刃チエーンソーを取り出し、高速回転させて、ジクザの首目掛けて突き出すが、水の壁がそれを阻む。

「こ、の！」

「それじゃあ、さっきと変わらねぇぞ？」

　ずぶ、と鈍い音が僕の胸部から聞こえた。

　見れば、水の串くしが僕の左胸──心臓を貫いていた。

　それは致命傷ではあるが──僕は失笑してしまった。

「あんたさ」

　右の機械刃チエーンソーを突き出したまま、左の機械刃チエーンソーを高速回転させて、零悟の右腕に突き出す──が、これも水の壁で防がれる。だが、構わない。

「ホント、甘いよね。僕を殺したけりゃ、頭を潰つぶせよ」

「……あぁ、兄さんにも、甘いってよく言われる」

　自分に呆あきれたようなその言葉を零悟が呟つぶやいた瞬間、派手な爆音が響き渡る。

　音源に視線を向けると、煙で殆ほとんど見えなかったが、それでも煙の切れ間から、壁が壊されたのが見えた。

「行け、リフェル！」

「言わずもがなだっつの！」

　僕を置いてリフェルは部屋の中へと駆け出していく。

「やり過ぎだぜ、お前ら」

　零悟が僕を振り解ほどき、リフェルへと駆け出そうとするが、僕は残る力を振り絞り、その足を掴つかむ。

「行かせねぇよ……！」

「そうか、悪いな」

　ざん、と鋭利な音と共に、僕の視界が浮上した。

　気づけば、首から下の感覚が無くなっている。どうやら水を刃物状にして、僕の首を刈り取ったらしい。

　そのまま意識が消えるまで、零悟を見ると、その表情には初めて焦燥が浮かんでいた。余程リフェルにアルウィーンを取られるのがまずいと見た。

　いずれにせよ──これが最後のチャンス。

　話をして気を逸そらす──というレベルじゃない。完全に意識がリフェルのみに向いている今だからこそ。

　リフェルに向けて駆け出そうとした零悟の背後に──。



　僕は、《幽躯別身マインドアウト》で現出し、零悟の心臓に機械刃チエーンソーを突き刺した。



「──が、あ？」

「やっと、隙すきを見せたな」

　僕とリフェルの二人がかりで、アルウィーンを守らなければいけないという零れい悟ごの立場を利用して、僕の能力を使いきって──やっと、一撃入れられた。

「悪いけど、一回刺せたらこっちのものなんだよ！」

　零悟に水を出させる前に、右の機械刃チエーンソーを右に切り払い、零悟の胸部を、心臓から抉えぐり斬きって、そのまま零悟の右腕も抉り切る。

「ごぉ、あ、がっ！」

「こっちは容赦できねぇからな！」

　片腕を失なくし、胸部を大きく損壊させた零悟の背中の中央に、高速回転させた機械刃チエーンソーを突き入れ、そのまま真上に抉り斬ろうとするが──。

「ぐぅぅぅぅぅ、ぉぉぉぁがぁあああっ!!」

　零悟は、力ずくで前へと進み、機械刃チエーンソーを無理矢理引き抜いた。

「げぇっほ、ぐ、がっはぁ！」

　しかし零悟はその場に膝ひざをつき、口から多量の血を吐き出している。当然抉り斬られた胸部、右腕、胴体の中央からも、夥おびただしい量の血が流れ出ている。

「ちっ」

　僕は仕留められなかったことに舌打ちをしつつ、反撃を警戒して一気に後退する。

　同時に、壁を壊した時と同様の爆音が、部屋の奥から響いた。

「そうだ、──リフェル!?」

「アルは取った！　逃げるぞ！」

　だん、と派手な音を響かせて、リフェルが僕の隣に着地した。奥にあった機械から跳び上がって来たらしい。

　その左腕には、意識が無いらしいアルウィーンが抱えられている。

「──よし！　行こう！」

　零悟の回復力がどれほどか、いつ反撃してくるのか。それが解わからない以上、この場に長居するのは危険すぎる。

　僕たちは即座に駆け出した。

　零悟は予想以上に消耗していたのか、最後まで僕たちを追いかけてくることは無かった。



　　　　　　　　　★



　零悟は、傷口を水で塞ふさいで、片腕で這はいずって。どうにか壁に背を預けた。

「げほ、……ぁあ、くそ。あの坊主、遠慮無く抉えぐりやがって……。あんなもん、人に向けていい武器じゃねぇぞ」

　凜りん斗との機械刃チエーンソーは、本人としては自分の非力さを補うために選んだ武器であったが、その破壊力は本人が考えている以上に酷ひどいものだ。

　高速回転する機械刃チエーンソーでまともに抉られれば、斬きられた傷口だけでなく、その周辺の肉や骨が、回転に引きずられるように削り取られ、傷口はさらに酷く荒れていく。

　結果として、過剰な魔力があれば多少の傷でも治癒できる吸血種でさえも、回復能力に特化していなければ、その傷の治癒には過剰な魔力を要求される。

　つまり、零れい悟ごは最初に心臓を貫かれ、胸部ごと右腕を斬り捨てられた時点で、反撃するほどの余裕を失なくしていたのだ。

「自覚してねぇんだろうなぁ。自分がどれだけえぐいものを振り回してんのか」

　できる限り動かないようにして、残る魔力を傷口に集中させるが、そもそも肉体の構造的に、血液を循環させる器官である心臓が潰つぶれているため、生き残れるかさえも五分五分の可能性となっている。

「あー、もう。兄さんの頼みも聞けなかったし、若造に殺されかけるし、散々だなぁ」

　もしくは、と零悟が思う。

「あれが、本気でやってる奴やつと、躊躇ためらった馬ば鹿かの差、てことかね」

　最後の最後まで、零悟は凜斗を殺すことにどこか躊躇いを感じていた。

　だから頭を狙ねらうことは無かったし、二人目の凜斗を殺した時も、爆音が響くまで凜斗を捜そうともしなかった。

　だが、凜斗たちは本気で自分を殺そうとして、アルウィーンを取り返そうとしていた。

「はは、……あー、成程。実力差を見てもビビらずに、全力で最善を尽くす。……兄さんがいつも言ってた、俺に足りない考え方、か」

　ジクザはいつも、能力や経歴ではなく、強いやる気や意思を評価していた。

　前向きであることこそが、強くなる者の秘ひ訣けつだ、と。

「……あー、羨うらやましいなぁ。俺、未いまだに兄さんに認められたこと、一回も無いのになぁ」

　面白いとは言われた。だが──期待をされたことは一度も無かった。

　ジクザが重要視しない経歴だけで、零悟はジクザに仕えていた。

「あー、くそ。悔しいなぁ」

　特級指定に匹敵する、現在の《魔ま剣けん伯はく爵しやく》の右腕。樫かし槇まき零悟の悔しさは、凜斗に伝わることは無かった。



　　　　　　　　　★



　時間を少し遡さかのぼり、凜りん斗ととリフェルが瑠る姫き乃のの箱で空中要よう塞さいに撃ち出された直後。

　愛あい恋こと祢ね亜あは一触即発の空気を纏まとうレティットと向き合っていた。

「動かない、ね」

「いっそのこと、このまま帰宅していただけるとありがたいのですけど。ほら、凜斗は帰ってきたわけですし」

「でも、あの人、兄上様に、凄すごく拘こだわってる……」

「それはどうでしょう？」

「ひぁ？」

　予想外の否定に、巨大な白猫のまま、祢亜は小首を傾かしげた。

「長命の吸血種が持つ拘り。師匠がキセルで、ジクザがスカウトであるとするのなら、あの女の拘りは凜斗ではなく、自分の認めた相手に尽くすこと──つまり、相手は凜斗でなくてもいいのですよ」

「な、何で、解わかるの？」

「メイドの勘です」

「ね、祢亜、解んない……」

「まぁ、貴女あなたはメイドと言うよりは、凜斗のペットですし」

「ふぇ!?」















「冗談です」

　未いまだに動かないレティットを前に、愛あい恋こと祢ね亜あが話していると、唐突にレティットが一歩踏み出した。

　それに反応し、二人は即座に構えを取る。

「…………らは、……、ま」

「……？」

「何、言ってるの？」

　ぶつぶつと、呟つぶやきながらレティットは一歩ずつ、ゆっくりと、しかししっかりとした足取りで二人に近づいてくる。

　そうして近づくにつれ、レティットの呟きが二人の耳に、特に獣性の聴力を持つ祢亜には、はっきりと聞き取れた。

「貴様らは邪魔貴様らは邪魔貴様らは邪魔貴様らは邪魔貴様らは邪魔貴様らは邪魔」

「ひ、ひぅ……！」

「こ、れは……」

　呪じゆ詛その如ごとく呟くレティットに、祢亜は思わず悲鳴を上げ、愛恋も思わず引いてしまう。

「貴様らは邪魔貴様らは邪魔貴様らは邪魔キサマラハジャマキサマラハジャマ──ジャマジャマジャマジャマ────邪魔ぁ──なんですよ、貴様らがぁっ!!」

　呟きが叫びに変わるのと同時、レティットの四肢が黒く染まり、両手の指が、全すべて鋭利に尖とがっていく。

　明らかな臨戦態勢に、二人は気け圧おされながらも構え直して。



　直後に、愛恋がはるか後方へと吹き飛ばされた。



「──愛、恋!?」

「邪魔ですよ、貴様も」

　思わず愛恋に呼びかけた祢亜の傍そば。愛恋を右腕で殴り飛ばしたレティットが、尋常ではない──獣化した祢亜でさえ捕捉できない速度で回り込み、その胴体へと、拳こぶしを叩たたき込む。「あ────」

　その衝撃は祢亜の肺を圧迫し、呼吸を阻害する。

　そのままレティットの拳は、祢亜の巨体をものともせず、愛恋同様に吹き飛ばした。

　運が良かったのか、悪かったのか。もしくはレティットが狙ねらったのか。ほぼ同じ場所に倒れ込んだ愛恋と祢亜に、レティットの暗い声が届く。

「殴ります。蹴けります。裂きます。潰つぶします。捻ねじります。折ります。拉ひしげます。徹底的に痛めつけて、徹底的に嬲なぶり殺します。ただただ後悔だけを抱かせて来世すらあたしとあの方の邪魔をしたくなくなるようにします」

　ゆっくりと、しかし確実に、四肢を黒く染めたレティットが二人に近づいてくる。

　その姿を目に留めながら、愛あい恋こは殴られた脇わき腹ばらを押さえつつ、祢ね亜あに声をかけた。

「祢亜、っけほ、生きていますか？」

「う、うん……」

　応こたえた祢亜は、しかしまだ肺への衝撃で呼吸がし難にくいのか、声はかなりか細い。

　しかし、それを案じている余裕の無い愛恋は、ただ事実の確認をする。

「どうやら、あの女──《五角従女》は師匠の言う通りのようですね」

　二人揃そろってどうにか立ち上がりながら、目の前に迫る悪魔の如ごとき《捕食鬼プレアー》を睨にらむ。



　　　　　　　　　★



「《五角従女》ってのは、まぁ、愛恋と同じく鬼の《捕食鬼プレアー》だ」

「私と同様に、ですか。では、能力は《強化グロウ》でしょうか？」

「あぁ。が、それだけじゃない。あの五本角の能力は、吸血種よりも鬼の性質が強く出ていてな。そもそも角が生えてんのも、鬼としての魔力が強いからだろうし」

「と、仰おつしやいますと？」

「奴やつの能力には、僅わずかながら《変身チエンジ》が混じってる。ま、率直に言えば、《強化グロウ》の能力に引きずられて、奴が血を引く鬼の性質が色濃く出るんだよ」

「その、鬼の性質とは？」

「…………あらゆる鬼の中で、身体能力も気性も、最も凶悪と呼ばれる鬼。喰くうことよりも殺すことに特化した、悪鬼。通称──《葬おくり鬼》」



　　　　　　　　　★



「こうして見ると、よく解わかりますよ。確かにあれは、吸血種というよりも、鬼ですね」

　殴られた痛みはまだ引かないが、それでも動けるようになった二人の前に、レティットはただ呪じゆ詛そのように二人を罵ば倒とうしながら進んでくる。

　レティットにとっては、愛恋と祢亜を殺すことに特別なことは必要なく、ただ近づいて殴ればいいのだろう。

「後悔しなさい、色情狂ども。あの方を誑たぶらかす貴様らには、安寧など許されない」

「……と言いますか、鬼女ですね、あれ」

「あ、……そうかも」

「……では、納得できたところで、始めましょうか」

「うん」

　愛あい恋こと祢ね亜あは互いに肯うなずき合うと、二人揃そろって真正面からレティットに突っ込んでいく。

「──そうですか。自ら罰を望みますか。その心がけのみは、評価しましょう」

「そんな筈はずがないでしょう」

　ほぼ零距離まで近づいた二人は、直後に左右へと分かれ──る寸前。

　軽く振るわれたレティットの腕で、愛恋が地面に叩たたき付けられた。

「──あ、がっ」

「狡ずるいという言葉さえ霞かすむほどの愚策ですね」

　そのまま愛恋の背中をレティットは左足で踏みつける。

「ふ、ぐぁっ！」

「この売ばい女ためが。身の程を弁わきまえ──」

「グゥァァァアアアッ!!」

　愛恋を罵ば倒とうするレティットに、一度距離を取ろうとした祢亜が吠ほえながら牙きばを剥むく。

「人に噛かみつくペットには、躾しつけが必要ですね」

　しかしレティットは愛恋を踏みつけたまま、真正面から祢亜の下した顎あごを、救い上げるように右手で掴つかみ、持ち上げるように無理矢理口を塞ふさがせてから、露あらわになった腹部に左手で拳こぶしを叩き込む。その衝撃音は、殴打の音とは思えないほど──サンドバックを、巨大なハンマーで殴りつけたような音だった。

「ふぐ、ぅ────！」

「一度では足りませんね。徹底的に痛みを教え込まねば、躾にはなりませんし」

　そのまま、二度、三度と祢亜の腹部を左手で殴りつける。祢亜は前脚の爪つめでレティットを引き裂こうとするが、連続で殴りつけられ、その痛みに抑え込まれるように前脚が振り上げては下ろされる。

　愛恋は、それを止めるために地面から起き上がろうともがくが、レティットの片足が、しっかりと愛恋を地面に押さえつけて、それすら敵かなわない。

「貴様、止やめなさい！　それ以上、祢亜を傷つけることは──ふ、がぁ！」

「あぁ、こちらにも躾は必要ですね」

　身体からだが動かせなければ声だけでも、と、愛恋は叫ぶが、途中で背中を押さえる足に力を込められ、肺の空気を一気に吐き出すことになり、言葉すら出せなくなる。

「……それにしても、あの方が執着する割には、随分と弱く、脆もろいものですね」

　殴ることに飽きたのか、レティットは祢亜を投げ捨てると、愛恋を押さえていた足を離して、愛恋が立ち上がる前にその首を掴み上げて、持ち上げた。

「ぐ、ぅ、あ────」

　喉のどを押さえられ、呼吸がままならない。

　危険と判じた愛あい恋こは、必死でレティットの手を離そうと両手で掴つかんで力を込めるが、《強化グロウ》の能力を上乗せしても、レティットの手はびくともしなかった。

「想像以上に、拍子抜けですね。障害物と思っていたら、既に分別が終わってゴミ袋に詰められていた──とでも言いますか。後はゴミステーションに放り込むだけ、と」

「は、あ…………ぐ、ぅっ」

「さて、嬲なぶり殺す予定ではありましたが、こうも容易たやすいのであれば、時間をかける方が愚行でしょう。窒息死と絞殺。どちらがお好みでしょうか。最期の死に様くらいは選ばせてあげますが──まぁ、その様子では答えることもできないでしょう」

　愛恋がレティットに首を締め上げられている傍そばでは、何度も腹部を殴打され、まともに体に力を入れる事すら敵かなわない祢ね亜あが、それでも愛恋を助けようと立ち上がろうとしていた──が、既に魔力すら安定しないのか、その姿は次第に縮んでいき、祢亜本来の姿が、衣服を纏まとわないまま、地面に横たわる。

「あちらのペットも限界のようですね。では、早急に終わらせましょう」

　そう言って、レティットが愛恋の首を絞める手に力を入れた瞬間。



　レティットの足元の土が盛り上がり、レティットの全身を締め上げるように拘束した。



「これは──？」

　何だ、と言う言葉まで言うことを許さず、土はレティットの頭部まで呑のみ込む。

　同時に、愛恋を掴んでいた手が離され、愛恋は咳せき込みながら地面に倒れ込んだ。

「は、ぁ──げほ、げほっ、げほっ」

「もぉ、予定と全然違うじゃん。せめて誘導くらいはしっかりやってよね」

　その愛恋の足元の土が盛り上がったかと思うと、そこから鞠まり果かが顔を覗のぞかせた。

「はぁ、げほ、よく言いますね。はぁ、貴女あなたが直接誘導すればよろしいのでは？」

「あれ、そんなに強いの？」

「少なくとも、祢亜が危険です。最悪、臓器のいくつかが潰つぶれているかもしれません」

「うわ、そりゃ大変だね」

　鞠果は土中から出てくると、すぐに祢亜の傍に駆け寄り、呼吸や脈を確認し始める。

　少なくとも、祢亜が灰になっていない以上はまだ死んではいないが、それでも状態次第では即刻処置が必要になる可能性も否めない。

「うん。かなり痛めつけられてるし、肋ろつ骨こつもいくつか折れてるけど、まだ大丈夫みたい」

「そう、ですか。獣化を解かなかったのは、不幸中の幸いですね」

　祢亜の獣毛は、一本一本は柔らかいが、それがいくつも重なった毛皮は、下手な刃物を通さないほどの硬さを持っている。

　その頑強さが、あの重い打撃の衝撃を和らげていたのだろう。

「それで、この女はどうするのですか？」

「うーん、そうなんだよねぇ」

　愛あい恋この質問に鞠まり果かは困惑を表すように、難しい表情で腕を組む。

「例の場所でしかアレは使えないから、ここで捕まえても仕方ないし──でも、愛恋さんたちが敵かなわないような相手を、一回解放してから誘導するって言うのも難しいし」

「と、言いますか。後者の案になりますと、確実に私と祢ね亜あが、今度こそ殺されます」

「みたいだね。師匠の言ってた通り、本当に強いんだ」

　鞠果が感心しながら頷うなずいた瞬間。

　レティットを覆っていた土砂が、内側から弾はじけるように飛び散った。

「うわぁ!?」

「……くっ、花か芽が入いりさん！　祢亜を頼みます！」

　飛び散る土砂に驚く鞠果に指示を飛ばしながら愛恋はまっすぐ突き進む。

　土砂が混じる視界の先に、レティットが険しい表情で立っているのが見える。

　チャンスは、今だけ。土砂で視界が悪いこの状況だからこそ、一撃を入れるにはここしかない。それ以上に、ここで痛手を負わせなければ、まともに抵抗ができない祢亜が殺されてしまうかもしれない。

　そう判じた愛恋は、全力で駆け寄り、土砂を吹き飛ばすために両腕を広げたレティットの顔面に、メリケンサックを嵌はめた右の拳こぶしを叩たたき込み──。



　ガヂン！　と硬い音を立てて、愛恋の拳がレティットの目の前で止められた。



　驚くべきことに、レティットは、メリケンサックに噛かみ付いて、愛恋の拳を止めていた。

「な、あ──」

「格が違う──いえ、核から違うのですよ、貴様と、あたしでは、ね」

　そう言い捨てたレティットは、メリケンサックから口を離すのと同時に、愛恋の顔面を右腕で殴り飛ばした。

「ぅあ、あ！」

　地面を転がっていく愛恋は、しかし途中で、体勢を立て直す。

「……くっ」

　だが、愛恋は歯噛みした。体勢を立て直せたということは、その程度の威力でしか殴られていない──と言うことだ。

　それを証明するかのように、普通なら腫はれるだけでは済まないだろう、愛恋の顔の左側は、少し赤くなっているだけ。

　だがそれは、《強化グロウ》で身体能力を極限まで強化しても、それほどの威力を伴っていた、と言うことになる。

「どこまで化物なのですか、あの女は」

「無力な者は、誰だれかに忠誠を誓う権利はありません」

　悔しさに歯を噛かみ締める愛あい恋こに対してか、レティットは黒い目を、赤い瞳ひとみを向けて喋しやべる。

「何な故ぜなら、無力であるのなら、主君を守る事すら叶かなわないからです。従者である以上、主の強さなど関係無い。ただ、主の身を守る強さだけが求められる。……貴様はメイドのようですが──その程度の実力で、一体何を守れるのですか？　仲間であるらしい、あのペットすら守れずに、主君を守れると、そう言えるのですか？」

「…………！」

　レティットに対して、メイドのなんたるかをしっかりと教えて差し上げます──そう凜りん斗とに言ったことを思い出し愛恋はより一層、悔しさを感じた。

　従者である以上、必要なのは強さだけではない。そう言いかえしたかったが、この状況で言っても、それは負け犬の遠とお吠ぼえにしか聞こえない。

　いずれにせよ、レティットの言葉は、愛恋に対して過剰なまでに効果的で、殴られるよりも痛い言葉だった。

「それは違うんじゃないかなぁ」

　しかし、否定の言葉は、意外にも愛恋の後ろから聞こえてきた。

「……何が違うと言いたいのですか、貴様。いえ、それ以前に、貴様も、あたしとあの方を邪魔するのですか？」

「いやぁ、邪魔なんてしないよ」

　彼女──鞠まり果かは、愛恋の傍そばに立ち、レティットの禍まが々まがしい姿に怯おびえることなく、笑みを──はっきりとした嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「だって──そもそも、あんたと凜りん斗とくんじゃあ、全然釣り合わないもん。少しは鏡を見て、女子力磨いてきたら？」

「…………」

　酷ひどく、稚拙な罵ば倒とう。しかし、それだけに──鞠果の言葉は、レティットの逆げき鱗りんに触れたらしく、その表情を一層険しいものへと変へん貌ぼうさせた。

「あは、図星？　師匠に聞いたけど、あんたって勝手に主人を選んで、無理矢理ご奉仕してるんでしょ？　それってさー、自分がモテないからって、惚ほれた人を拉ら致ちして縛りつけてるだけでしょ？　それってさ、ほんっとーに」

　しかし、鞠果はレティットの変貌を見ても、なおも言葉を続ける。

　そして最後に、決定的に喧けん嘩かを売る言葉を吐き出した。



「惨めったらしいんですけど？　脳筋の喪女さん？」



「──殺す！　貴様は徹底的に殺す！　灰すら残さずに粉こな微み塵じんに殺してやる！」

　レティットが怒りに吠ほえて、鞠まり果かへと突っ込んでくる。

　同時に鞠果は愛あい恋こへと小声で指示を出した。

「先に行って。祢ね亜あちゃんはもうあの場所に移動させてある。誘導はあたしがやるから」

「な、しかし──」

「手負いのメイドよりは、役に立つよ？」

「……お願い、します」

　愛恋は自身の無力さに歯は噛がみしながらも、鞠果の言葉に従い、その場を離れる。

　怒り狂うレティットは、そんな愛恋に目もくれず、鞠果へと距離を詰め、振り上げた拳こぶしを鉄てつ槌ついのように振り下ろす。

　振り下ろされた拳は、地面を爆発させるように凹へこませ、周囲に土砂を撒まき散らす。

　しかし──そこに血肉の匂においは、一切無い。

「ほーら、やっぱり脳筋だ」

　訝いぶかしみながら拳を上げたレティットの背後。鞠果が嘲ちよう笑しようを浮かべて、挑発するように手を振っている。

「脳筋さんは、あたしに触ることもできないのかなー？」

「貴様……楽に死ねると思うなぁ！」

　吠えるレティットに、鞠果は嘲笑を浮かべたまま──しかし内心では恐怖に押し潰つぶされそうになっていた。

　先程のレティットの拳は、念のために深めに土中に潜ったから避けられたが、下手に土中の浅い部分を移動して、偶然振り下ろした拳が当たれば、確実に一撃で殺される。

　鞠果は、《現象フエノメノ》の能力こそ、なりたての吸血種の中でも群を抜いた実力を持っているが、身体能力は瑠る姫き乃のとそこまで差の無い──吸血種としては低めだ。

　身体能力が高く、肉体を強化する能力の愛恋や祢亜だからこそ、レティットに何度も殴られても原形を留とどめていたというだけのこと。

　鞠果がレティットに全力で殴られれば、それこそ凜りん斗とが愛恋に殴られたように、容易たやすく肉体は消し飛ぶだろう。

　そんな恐怖を押し殺し、自分を鼓舞するように、鞠果は土砂を自分の周囲に巻き上げる。

「これが成功したら、凜斗くんにキスしちゃおっかなー」

　その時の凜斗の表情や、瑠姫乃たちの反応を思い浮かべると自然と笑みが零こぼれる。

　そして、《共生者ジユーナー》花か芽が入いり鞠果の、初めての死闘が始まった。
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　瑠る姫き乃のの目の前で、要よう塞さいから飛び降りたジクザは、途中から重力を無視するように、ゆっくりと、浮遊するように地上へと降りてきた。

　そして、須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけの屋敷における現当主と、空中要塞の代表が向き合った。

「そういえば」

　先に話を切り出したのは、ジクザ。相変わらず右手には剣──今は柄つかに羽を思わせる装飾が施された片刃の剣──を握っている。

　対して、瑠姫乃の右手には、既に黒い刀──『虚うつ炉ろ咬がみ』が握られていた。

「こうして君と正面から話すのは初めてだね。前に会った時は、君は気を失ってたし」

「私としては、いっそのこと顔を合わせる機会が無かった方がよかったと思っている」

「あれ？　僕、実は嫌われている？」

「《共生者ジユーナー》が《捕食鬼プレアー》を好む理由があるとでも？」

「うわ、立場主義の発言。うーん、他ほかの皆に比べると、君はちょっと魅力が低いなぁ」

「誰だれ一人ひとりとして、貴様にやる者はいない」

「あぁ、大丈夫」

　ジクザは満面の笑みを浮かべるのと同時に、右手に握っていた剣が淡く発光しながら消えて、代わりのように、別の剣──柄つかから刀身までが一つの棒のように伸びた、短く真っ赤な両刃の剣──がその手に収まる。

「君も含めれば、みんな一緒のままだから」

　ジクザの笑みが、途端に邪悪なものになる。

　凜りん斗とたちから聞いていたが、その笑みを初めて見る瑠る姫き乃のは、やはりその邪悪さに気け圧おされる──が、気後れすることなく、左半身を前に、『虚うつ炉ろ咬がみ』を刺突に構える。

「はは、じゃ、始めようか」

　軽い口調でそう言った瞬間、ジクザの持つ赤い剣が、発光と同時に炎を纏まとった。

「まずは小手調べの──『灼しやく橈とう刃じん』」

　燃え盛る炎は剣を覆うだけでなく、切っ先のように伸び、短かった刀身が、炎によって長剣と化す。

　ジクザは自身の炎に熱さを感じないのか、燃え盛る長剣を軽く振り回し、飛びかかるように瑠姫乃へと斬きりかかった。

　瑠姫乃は、左足を引いて、正面を向き、黒刀を横にして、受け止める。

　だが、ジクザの刀剣を覆う炎からその熱が襲い掛かってくる！

「ぐ、あ……！」

「あれ？　受けちゃうの？　綺き麗れいなお顔が火傷やけどで爛ただれちゃうよ？」

「うる、さい！」

　瑠姫乃は黒刀の刃を滑らせながら、炎の長剣を受け流し、弾はじくようにして距離を置く。

　少なくともあの燃える長剣と打ち合うのは、確実に不利。

　ならば、と、瑠姫乃はジクザの両足を注視する。

「閉じろ」

　短い言葉と同時、ジクザの両足に黒い箱が現れ、ジクザの両足を地面に固定する。

「お？」

「精々足あ掻がけ。格下相手と油断したことを悔やんでな！」

　最近師匠に口調が似てきたか、と内心で自じ嘲ちようしながら、『虚うつ炉ろ咬がみ』で刺すべく、ジクザに近づいていく。

　背後から斬りかかっても、燃え盛る剣に防がれれば危険なことに変わりは無い。ならば、一度燃え盛る剣を弾き、その隙すきにこちらの黒刀を突き刺す。

　そのために、大振りの一撃で相手の防御を誘おうとした瑠姫乃だったが、ジクザが目の前で燃え盛る剣をまた淡い発光と共にけしさり、別の剣──奇妙な形状の剣を取り出す。

「残念」

　べー、と舌を突き出しながら嗤わらうジクザは、瑠姫乃が黒刀を大上段から振り下ろした瞬間、彼女の目の前から消え失うせた。

「な、あ？」

　慌てて周囲を警戒する瑠る姫き乃のの背後から、再度、ジクザが斬きりかかってくる。

「く、ぐぅ！」

「おー、良く受けれたねぇ」

　しかしジクザは鍔つば迫ぜり合あいをする気も無いのか、早々に刀身を弾はじいて、距離を開けた。

「さて置き──お見事。この剣、『転界剣スライスリーパー』は完全に緊急用の剣なのだよ。それにしても、君の能力って箱に閉じ込めるのがメインで、さっきみたいに仲間を守ったり箱を撃ち出したりするのはおまけだったっけ？」

「随分と、調べ上げているようだな」

「そりゃあね。スカウトする相手のことを間違えてたら、それこそ失礼だし」

「貴様のスカウトは、聊いささか以上に身勝手だな」

「価値観なんて人それぞれでしょ？」

　ジクザの笑みは崩れない。

　しかし、これまでの打ち合いで、瑠姫乃に一つの考えが浮上する。

　ジクザは、様々な剣を入れ替わり扱う。それは慧けい歌かに聞いた通りだった。

　だが、剣技こそ相当の腕前だが、身体能力は並の吸血種と相違は無い。

　付け入る隙すきがあるとすれば、それだろう。

「さて、それじゃあ続けようか。せめて、僕を失望させることだけは止やめてくれよ？」

「あぁ、ちゃんと満足させてやる。その上で、私たちに目を付けたことを、きっちりと後悔させてやる」

　ジクザがまた剣を入れ替える。瑠姫乃は黒刀を構え直す。

「じゃ、ここからはさっきみたいな小手調べは無しだから。よろしくー」

「知ったことか」

　今度は、瑠姫乃が先に仕掛ける。

　彼女が最も使う構え、刺突の構えで、真正面からの突撃。

　瑠姫乃の突撃を前に、ジクザは──邪悪に嗤わらった。

「おいで」

　ジクザの呼びかけ──に応じたのは、今まで空いていた左手。

　そこに、新たな剣が発光しながら収まっていく。

「さて、君はどれだけ踊れるのかな？」

「貴様に見せる踊りなど──無い！」

　叫びながら突き出した切っ先は、しかしジクザの左の剣──切っ先が丸く、鍔の無い剣に受け止められる。

　同時に、ジクザの右手にある剣──刃が厚いながらも、水晶のように透き通った剣──が、唐突に紫電を纏まとう。

「『叫きよう電でん導どう千ち』」

　目の前で爆はぜる紫電に、瑠る姫き乃のは危険を察して、すぐさま飛び退しさる。しかし、紫電は蛇のように剣を離れ、瑠姫乃へと向かって突き進んでくる。

「閉じろ！」

　瑠姫乃と紫電の蛇の間に黒い箱が現れ、紫電の蛇は箱に追突しながら消滅する。

「征け！」

　直後に、瑠姫乃は空中に現出させた箱をジクザに向けて射出。その箱に隠れるように、瑠姫乃はまっすぐ駆かけ出す。

「『爆ぜる断罪キユーシヨニツクボマー』」

　ジクザは撃ち出された箱に、切っ先の丸い剣で斬きりつけた──瞬間、剣が爆発を起こし、箱はジクザを逸それて、はるか後方へと飛んでいく。

　瑠姫乃は、その爆風に紛れるように突き進む──が、その耳にジクザの声が響く。

「《魔剣交換イブルシフト》──『迅霊憑きフアントムソニツカー』」

　瑠姫乃の周囲を覆う爆炎が、ばふ、と音を立てて掻かき消える。

　その先にジクザの姿は無い。

「閉じろ！」

　敵の姿を見失った瑠姫乃は、反射的に叫び、動く。

　足元に二十センチ四方の箱を生み出し、それを踏み台にして、前方へと跳び上がる。

　直後、瑠姫乃の足元で彼女の跳躍に一役買った箱が、真っ二つに切り裂かれた。

　箱が吹き飛ぶ方向を見ると、その先に、切っ先の丸い剣の代わりに、柄つかに護ご拳けんがつき、刃が波打つ形状をした剣が握られている。

（いったい──何本持っている？）
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　瑠姫乃は慧けい歌かとのマンツーマンに臨む際、ジクザの能力について聞かされていた。

「あの魔剣野郎は、その名の通り、何本もの魔剣を入れ換えながら戦う」

「それは、魔剣と呼ばれる魔具を、何本も所持している、と言うことですか？」

「うんにゃ。それならよかったんだがな。奴やつの能力は、魔剣を操ることじゃあねぇ。魔剣を──造ることだ」

「魔剣を、造る？」

「そうだ。しかも何が嫌って──奴やつの魔剣は、魔力を持った生物を材料にすることだ」

「魔力を持った生物って、……魔族──吸血種も、ですか？」

「あぁ。寧むしろ、理性があって魔力による能力が開花してる奴の方が、強い魔剣を造れるらしい。何しろ、造った魔剣の能力は、材料になった生物の能力を具現化させるからな」

「そんな、非人道的な能力──」

「非人道的な能力を、平然と振り翳かざすからこそ、奴は《捕食鬼プレアー》なんだよ」

「それ、は」

「ついでに言やぁ、奴のスカウトは、魔剣の素材探しでもある。だから──精々素材にされないよう、必死になりやがれ」
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（この男は、いったいどれだけの人を、自己満足のためだけに犠牲にしてきたのだ！）

　ジクザの繰り出す数多の魔剣が、元はどこかの誰だれかだったのかと思うと、瑠る姫き乃のの中で怒りが膨れ上がっていく。

　しかし、その感情に流されることはしない。

　怒りのままに刀を振るえば容易たやすく返り討ちにされるだけだ。

　瑠姫乃はそう自分に言い聞かせ、怒りを腹の底に沈めながら、ジクザとの距離を取る。

「ちょっとー、逃げないでよー。それとも君の実力ってその程度？　潜在能力が高いのはいいことだけど、開花するまで待ってあげるほど、僕って気は長くないんだけどなぁ」

「生あい憎にくと、私は慎重派だ。貴様のように相手で遊ぶほどの慢心は無いよ」

「そう？　まぁ、今の僕だとこの距離も射程範囲内だけどね」

　ジクザがそう言った瞬間、瑠姫乃の視界からジクザが消え、左側にジクザが現れる。

「ね？」

　左腕のみで刺突の構えを取った『迅霊憑きフアントムソニツカー』。瑠姫乃の身体能力では、回避は不可能。

　だが。

「あぁ、知っていた」

　突き出された『迅霊憑きフアントムソニツカー』の切っ先が瑠姫乃に突き刺さる前に、小さな黒い箱によって止められた。

「あれ、え？」

「動かせるということは、固定することもできるということだ」

　剣が箱から抜けずに戸惑いを見せたジクザに、瑠姫乃は即座に黒刀を振り下ろす。

　しかし、ジクザは『迅霊憑きフアントムソニツカー』を手放し、後方へと、空いた左腕だけでバック転を繰り返しながら距離を置く。

「うわぁ、吃驚びつくりしたぁ」

　体勢を立て直しながらそう呟つぶやいたジクザは、空いた左手を未いまだに箱によって空中に固定された剣へと伸ばした。

「おいで」

　同時に、剣は淡く発光し、綺き麗れいに消え去った。

「……やはり魔術的な転移までは固定できないか」

「あくまでも物理的。それが君の能力の限界だよ」

「そんなものは、言われるまでもなく理解している。──その扱い方もな」

　言い返す瑠る姫き乃のは、同時に黒刀を地面に突き刺し、両腕を広げ、声高に叫んだ。



「閉じ回れ！」



　同時に、瑠姫乃とジクザの周囲に、地上空中問わず、大小無数の黒い箱が現出する。その数──二十や三十は軽く超えている。

「あら凄すごい。で？　これで僕に向かって全方位攻撃とかするの？」

「残念ながら、そこまで短絡的ではない」

　瑠姫乃は黒刀を地面から引き抜くと、真後ろにあった箱を開き、その中へと入り込んだ。

　そのまま、瑠姫乃が入った箱が、元通りに閉じる。

「え、何？　引き篭こもり？　……って、いや、まさか」

　ジクザに応じるように、無数の箱が全すべて、緩急も方向も問わず、急速に動き始める。

　黒い箱がただただジクザの周囲を動き回る。

「いや、ちょっと、これはきついかなー」

　ジクザは箱を避けつつ、この箱の包囲網から逃れようとするが、箱は意思があるかのように、いや、瑠姫乃の意思を反映させるように、動き回りながらジクザを包囲し続ける。

「あぁ、もう！　ちょっと鬱うつ陶とうしいんですけど！　──『叫きよう電でん導どう千ち』！」

　叫びながら、右手に持つ『叫電導千』を翳かざし、紫電を放って周囲の箱を弾はじき飛ばそうと試みる。しかし、箱は雷撃をものともせず、ジクザの周囲で回り続ける。

「うわ、ちょっと！」

　剣を構えた分、回避が遅れ、ジクザはバランスが崩れた──その瞬間。



「喰くらえ」



　箱の一つから瑠姫乃が飛び出し、ジクザの背後から、左肩に黒刀を突き刺した。

「いっっっっだぁ!!」

「……そうか、貴様ほどの悪名高い《捕食鬼プレアー》でも、痛みに叫ぶのか。少し意外だな」

　ジクザの持つ魔剣と違い、瑠姫乃の持つ妖刀は、対吸血種のために打たれた一刀。

　血と魔力を吸い上げるその黒刀は、突き刺した時点で吸血種に対して絶大な効果を持つ。

　しかし、ジクザはそれを察したのか。それとも痛みから逃れるためか。即座に黒刀から、力ずくで左肩を引き抜いた。

「いったいなぁ！　もう！」

　痛みに顔を歪ゆがめながら、ジクザは剣を左手に持ち替えて、右手で傷口を押さえている。

　その姿に、瑠る姫き乃のは自身の失策を悟る。刺すのなら、頭か臓器を刺すべきだった。

　高速で動き回る箱の動きにまだ慣れていないとはいえ、千載一遇のチャンスを、瑠姫乃は生かし切れなかった。

　その失敗のつけは、目の前の男によってもたらされる。

「いや、もう。ほんと感動。血を流したの何てほんっとに久しぶり。でも──ちょっと頭に来ちゃったから、かなり痛い目見てもらうよ」

「…………っ！　くそ！」

　身を隠し、もう一度機会を窺うかがうために箱へと逃げ込もうとした瑠姫乃だったが。

「《魔剣交換イブルシフト》──『迅霊憑きフアントムソニツカー』」

『叫きよう電でん導どう千ち』を消し、再度波打つ形状の剣を手にしたジクザに、目で追うことのできない速度で詰め寄られる。そのまま、ジクザの右腕に瑠姫乃の左肩が掴つかまれた。

「く、貴様……！」

「左肩──だよね？」

　残酷な表情で呟つぶやいたジクザは、そのまま瑠姫乃の左肩に、『迅霊憑きフアントムソニツカー』を突き刺した。

「ぐ──が、あ！」

「はい、これで許してあげる」

「ぅあ！」

　ジクザは、そのまま乱雑に剣を引き抜き、瑠姫乃を地面に投げ捨てる。

「く、そ……！」

　突き刺された痛みと引き抜かれた痛みに、瑠姫乃はすぐに立ち上がることができないでいた。しかし、黒刀は手放さず、周囲に浮かぶ箱もまだ消してはいない。

（まだ──機会はある、好機はある筈はず！　諦あきらめるか、諦めるものか！）

　そう自分に言い聞かせる瑠姫乃の前で、ジクザが波打つ形状の剣を消し、両手を開く。

「僕に血を流させたご褒美、まさか同じ傷だけで終わるとは思ってないよね？」

「──ぐ、ぅっ」

　早く立ち上がらなければ、まずいことになる。そう直感が叫ぶ中、しかし左肩が痛みで言うことを聞かず、中々上う手まく立ち上がれない。

　その間に、ジクザが酷ひどく無感情に呟つぶやいた。

「《魔剣を右手にイブルライト》──『狂気の息吹マツドブレス』」

　ジクザの右手に、切っ先が三みつ叉また状になり、柄つかから刀身に至るまで、血管のような筋が無数に走る剣が現れる。

「《魔剣を左手にイブルレフト》──『剛皇の喝采ストロンギフト』」

　ジクザの左手に、刃渡り十センチほどで、刀身にびっしりと何かの記号が刻まれた、サバイバルナイフのような剣が現れる。

「この二本、僕のお気に入りでね。これを使うだけで相手に結構敬意を見せてるつもり」

「それは、光栄、だな……」

「ま、剣の能力は、──その身を以もつて味わってよ」

　ジクザの言葉を合図に、『狂気の息吹マツドブレス』と呼ばれた剣が脈動し、全体に走る血管のような筋が、ジクザの右腕へ、右肩へ──全身へと絡みついていく。

　同時に、『剛皇の喝采ストロンギフト』と呼ばれた剣が、刀身の記号を震わせたかと思うと、同じ記号が、ジクザの左腕へ、左肩へ──全身へと浮き上がっていく。

　その姿は、《魔ま剣けん伯はく爵しやく》と言う名がそぐわないほどに狂気的なもの。

　瑠る姫き乃のは、半ば本能的に、ジクザのその姿を、『魔神』だ、と思い込んでいた。

「えーっと、何だっけ？　精々足あ掻がけ──だっけ？」

　見下すジクザは、その瞳ひとみに『剛皇の喝采ストロンギフト』の記号を宿し、『狂気の息吹マツドブレス』の筋は、正に血管のように、全身で脈動を繰り返す。

　そして、『狂気の息吹マツドブレス』を順手に、『剛皇の喝采ストロンギフト』を逆手に握ったジクザが──《捕食鬼プレアー》の中でも、特級指定よりさらに危険であると指定された化物が。

　その猛威を、実力を、一切の躊躇ためらい無く発揮した。



「ギィィィィィィィァァァァァァァァァアァアアアアアアアアアアアアアアア!!」



　今までの様子からは想像もできない叫び声を上げながら、ジクザが右手に持った『狂気の息吹マツドブレス』が、振り下ろされる。

　それは、何の変哲も無い上段からの振り下ろし。しかし──。

（──速い！）

　先程の『迅霊憑きフアントムソニツカー』ほどではないが、今までの剣筋よりはるかに速いその一撃に、瑠姫乃は周囲に浮かぶ箱を防壁のように寄せ集めつつ、後方へと飛び退しさる。

　そして、右の剣が振り下ろされた瞬間──耳を劈つんざく爆音が凄すさまじい衝撃を伴い、瑠姫乃を箱ごとさらに後方へと吹き飛ばした。

「う──ぅあ、あ！」

　受け身も取れずにゴロゴロと転がりながら、衝撃で激痛を訴える左肩に顔を顰しかめる。

　ようやく勢いが止まり、立ち上がろうとするが、直後、軽い足音と共に、ジクザの靴が瑠る姫き乃のの前に現れた。

　思わず見上げると、相変わらず魔神の如ごとき姿に変へん貌ぼうしたジクザが、無感情な目で瑠姫乃を見下ろしている。いや、もしかしたら見下しているのかもしれない。

「君の実力、センスは評価しよう」

　その口から、今の姿には似合わないほどに流りゆう暢ちような言葉が吐き出された。

「でも、僕もまぁ、それなりの地位とかを貰もらっている立場でね。少なくとも、半世紀も生きてない若輩相手に苦戦しました──って言うのは、恥ずかしいのよ」

「は、それで、大人げなく本気を出しました、と？　随分と小さいプライドだな？」

「解釈はご自由に」

　瑠姫乃の強がりでしかない皮肉に、ジクザは動じることなく淡々と応じ、逆手に持った『剛皇の喝采ストロンギフト』を振り上げる。

「改めて言わせてもらうよ。君の仲間をいただくことにする。──君を殺してね」

（判断を、私が間違えた）

　既に無数の箱は、瑠姫乃の集中力が途切れたことで、全すべて消えてしまっている。この状況から逃げる手段は、尽きたと言ってもいい。

（あの時──私が間違えていなければ、この男を仕留めることができたのに……！）

　視界が滲にじむ。涙が溢あふれだしたことに気付き、情けなく思う。

　しかし、それ以上の感慨をジクザは許すつもりがないようだった。振り上げた『剛皇の喝采ストロンギフト』が、遂ついに狙ねらいを定めたように、ぴたりと止まる。

（せめて──君に、もう一度会っておきたかった）

　力の出ない自分の身体からだに、瑠姫乃は最後に想おもい人びとの名を浮かべた。

（君は、どうなんだろうな？　なぁ──凜りん斗と）



　　　　　　　　　★



「く、ぅ……！」

「ちょこまかと鬱うつ陶とうしい──いい加減に、潰つぶれて消えなさい！」

　怒号と共に振り下ろされる拳こぶし。同時に、鞠まり果かの前に盛り上がる土砂が、何重もの壁を作り上げる──が、その全てがレティットの拳で粉砕される。

　鞠果がレティットを挑発し、レティットが激げつ昂こうしてから、既に五分。

　未いまだに、鞠果は愛あい恋こたちと合流できずにいた。

（この人、どんな体してるの？）

　涙目になりながら土砂を操り、とにかくレティットから距離を取りつつ、土砂の大蛇を何度も押し付けるが、その全すべてが、拳こぶし一つ、蹴けり一撃で粉砕されていく。

　もはやそれは、個人の戦闘力をはるかに超えていた。

（師匠は《五角従女》を特級指定並みって言ってたけど、それってこんなに強いの？）

　まともな状態での実戦が初めてになる鞠まり果かにとって、相手の強さはある種の目安になる。しかし、それが測りきれないほどの強さを持っていたため、その力量に気け圧おされ、精神的に限界が近づいていた。

　身体能力に特化しているわけではない鞠果にとって、精神力の消耗──集中力の消耗は、そのまま能力の操作精度に直結している。

　慧けい歌かから能力操作の集中力は鍛えられているが、当然と言えば当然だが、それも凜りん斗とに比べれば格段に劣るレベル。

　とはいえ、同列の能力を使う吸血種と比べれば、褒められたもの──とはいえ、それにも「吸血種になりたてにしては」という言葉を付ける必要がある。

　結果鞠果は、愛あい恋こたちに合流するより早く、レティットの破壊力に屈し、膝ひざをついた。

「は、はぁ……、はぁ……」

（もう、無理。これ以上は、土を動かしても……、壁にもできない）

　魔力が尽きたわけではない。土砂を動かせないわけではない。だが、相手が悪すぎた。修行と実戦に差があり過ぎた。

　その結果、鞠果は、心が折れた。

　涙が溢あふれる。無理矢理抑え込んでいた恐怖心が、今になって足を震わせる。

　だが、レティットは震える鞠果に容赦する様子も見せず、静かに近寄ってくる。

「あぁ、もう抵抗はお終しまいですか。いえ、結構ですよ？　正直、貴様の抵抗は凄すごく鬱うつ陶とうしく思っておりましたので」

「……あ、は。思ってたって……。思いっきり声に出してたじゃん」

　思わず零こぼれた笑みは、涙と混ざり、鞠果の顔をぐちゃぐちゃにする。

「どうでもいいですよ。取とり敢あえず、貴様は死んでください」

　無情に振り上げられた拳は、そのまま鞠果の頭部へと狙ねらいを付けて。



「止やめろこの馬ば鹿かが!!」



　同時に、多数の爆発が、レティットの背後から襲いかかった。

「な、今度は、何ですか!?」

　苛いら立だちに叫ぶレティットを前に、呆ぼう然ぜんとしていた鞠果を、何者かが抱え上げて、そのまま走り出す。その方向は、愛恋たちとの合流地点。

「え、な、あの、誰だれ──」

「私だ、リフェルだ！　あぁもう、何であんな女相手に諦あきらめてんだよ！」

「だ、だって──」

「リントを奪うとか言ってたくせに、結局口だけかよ！　ケーカから何を学んだってんだよ、ホントにさぁ！」

「う、五月蝿うるさいなぁ！　師匠は関係ないじゃない！　それにあたしはリフェルさんたちみたいな野蛮人じゃないもん！　か弱い乙女だもん！」

「自分でか弱いとか言ってんじゃねぇよ！」

　ぎゃあぎゃあと逃げながら言い合いを始めた二人の背後。立ち込める煙を吹き飛ばすように、レティットの叫びが響き渡る。

「いい加減にぃ──してくださいよぉ!!」

　その叫びに怯おびえるように、鞠まり果かが騒ぎ立てる。

「ちょ、ちょっと、どうするの!?　あの人、凄すごく強いよ？」

「百も承知だっつの！　だから罠わな張ったんだろ！」

「でもこの距離じゃ、追いつかれるんじゃ──」

　鞠果の言葉を遮るように、後方で派手な爆発音が連続して響き渡る。

「……え？」

　爆発音は未いまだ消えることなく、まるでその場にいるもの全すべてを爆殺するかのように爆発し続けている。

「な、何あれ？」

「私がケーカに習ったのは、能力の精製方法に関する応用だ」

　戸惑う鞠果に、リフェルは慌てた様子も見せずに走り続ける。

「私はさ、ずっと自分の能力は、爆裂する炎弾を作って撃ち出すことだと思ってたんだけど、ケーカいわく、『そんなもんは基本的な使い方でしかねぇ』って話らしい」

「え？　え？」

「つまりさ」

　リフェルは、未だに涙を残す鞠果に、清すが々すがしい笑みを向けた。

「私の炎弾は、やろうと思えば自分から離れた場所にも作り出せる。撃ち出すことなく、ただ機雷みたいに置いておくこともできるってことだ」

「じゃあ、後ろのあれって……」

　未だに爆炎が響き続ける後方を指差す鞠果に、リフェルは得意げに答えた。

「あぁ。最初にぶちかましてやった後、煙に紛れさせる感じで百個ぐらい置いてきた。ついでにこうして走って距離を置いた後に、もう百個ぐらい追加してやった。流石さすがに二百回分の爆発を受けりゃあ、そう易やす々やすと追いかけてはこないだろ」

「へー。……あれ？　そう言えばリフェルさん、助けに行った友達はどうしたの？」

「屋敷に置いてきた。空中要よう塞さいで助けた後、ケーカに渡されてた滑空用の道具でリントと一緒に地上に降りてからな。んで、私はこっちの応援に。リントはルキノの応援に行った」

「……やっぱ、瑠る姫き乃のちゃんの方に行くんだぁ」

「ん、何？」

「う、ううん！　取とり敢あえず急ごうか！」

「いや、走ってるのは私だけどな」

　そんな二人の背後、遂ついに爆炎の音が聞こえなくなる。

　同時に凄すさまじい衝撃音を伴い、背後から恐ろしい勢いで突っ込んでくる、一つの影。

「やべぇ！」

「ひ、あっ」

　レティットは全身を火傷やけどに塗まみれさせながらも、遥はるかに離れたリフェルと鞠まり果かに迫る。

　二人は悲鳴を上げながらどう躱かわすべきかと必死に考えるが、そもそも速度が違い過ぎる。

　考えが纏まとまる前に、リフェルの背中にレティットの右手が伸ばされて──。



「お二人とも、ご苦労様です」



　愛あい恋この声が聞こえた瞬間。

　レティットを黒い箱が閉じ込め、急速に大きさを縮めていく。

　それを覆うようにさらに箱が現れ、小さくなった箱を閉じ込めて、さらに縮まっていく。その後も箱がいくつも現れては縮まり、現れては縮まり──合計十個の箱が、マトリョーシカのようにレティットを内部に閉じ込めた。

　しかし、レティットが内部で抵抗しているのか、箱は縮まりきらず、軋きしんでいる。

「……あぁ、そうか。もうここまで逃げてたのか」

「こ、怖かったぁ」

　箱の出現と、真後ろに迫ったレティットの衝撃で、地面に座り込んだリフェルと鞠果に、愛恋が歩み寄ってきた。

「油断はまだしないでください。師匠とお嬢様の合わせ技を十個重ねてはいますが、見ての通り、未いまだに箱で潰つぶし切れておりません。最悪、また出てくるかもしれませんね」

「随分と落ち着いてんなぁ。ぶっちゃけ、私はもう無理だぜ？」

「あたしも、もうダメ……」

「……それは、レティットに散々痛めつけられた私たちに対する当てつけでしょうか？　祢ね亜あは未だに起き上がることすらままならない状態だというのに？　私自身も、肋ろつ骨こつの何ヶ所かに罅ひびが入っているのに？」

「いや、うん。ごめん。悪かったよアイコ」

「ご、ごめんなさい」

　凄すごむ愛あい恋こに気け圧おされ、思わず謝罪する二人に溜ため息いきを吐つきながら、愛恋は改めて軋きしみ続ける箱を見る。

「まったく、随分な作戦ですね」



　　　　　　　　　★



　これは、凜りん斗とがレティットに攫さらわれた後。

　慧けい歌かがジクザたちに対しての作戦を話していた時のこと。

「《五角従女》は、常識はずれの怪力女だ。正直真正面からやったら確実に殺される。……つーことで、今回考えたのが、これだ」

　慧歌が取り出したのは、マンツーマンのために何も無い部屋へと移動するのに使っていた札──とは、まったく模様の異なる札。

「こいつは、術式の増幅装置みたいなもんだ。これを、この屋敷の近くで一番魔力の影響が強い場所に設置する。んで、五本角をそこに誘導して、場所の影響と巫ふ術じゆつで増幅させた術式で五本角を仕留める。現状じゃあ、これが限界だ」

　ひらひらと札を揺らす慧歌は、それ以外の手段を講じられないのが不服なのか、顔を顰めたままだった。

「で、だ。こいつで効果を増幅させる術式は──」



　　　　　　　　　★



「お嬢様の《改創閉塞ジエネレイトロツク》、その中で最も破壊力の高い、圧縮する箱の数と硬度の増幅。まぁ、確かに、設置型の罠わなとしては、十二分なものの筈はず──ですが」

「あの五本角の女、これにも耐えてやがんのか。本当に化物だな。これ、箱がずっと縮み続けてるんだろ？」

「えぇ、その筈です」

　だが、レティットの実力を直じかに受けた愛恋は、目の前の事実──未いまだ圧縮されて消滅しない箱を前に、妙な納得ができてしまっていた。

「まぁ、いいでしょう。こいつの最期は師匠に任せるとして。リフェル、お嬢様の下には凜斗が向かったのですね？」

「ん？　あぁ。ケーカのくれた滑空用の道具にすげぇ文句言ってたけど、着地したら一目散にルキノのとこに向かったぞ」

「──そうですか。では、お嬢様は任せましたよ、凜斗」



　　　　　　　　　☆



　随分と凶悪になったジクザが地面に倒れる瑠る姫き乃のにナイフを振り下ろそうとしている。

　僕は走りながら、リフェルが初めて会った時にやったみたいに後ろ腰に吊つるしていた水筒の蓋ふたを開けて、中身を一息に飲み干す。空中要よう塞さい突入の際に、最初から持ってきていたものだ。

　これでも、能力が使えるのは一回限り。だからどうした。それが何だってんだ。

　目の前で瑠姫乃が殺されようとしている。だったら、全力で守るってのが──。

「護衛ってもんだろうがぁ!!」

　後先なんて考えず、僕は全力でジクザの左腕に掴つかみかかった。

「な、あ？　凜りん斗と君？」

「お前──人のゴシュジンサマに手ぇ上げてんじゃねぇよ！」

　怒り任せに叫びながら、ジクザの左腕を僕の右腕で押さえ込み、左腕の『月つき削そぎ』の機械刃チエーンソーを引き出して高速で回転させる。

　そのままジクザの首を掻かっ切ろうと、機械刃チエーンソーを突き出すが──ジクザが右手に持っていた剣に阻まれた。

　派手に火花を散らすその剣は、しかし削れる様子も折れる様子も無い。ていうか、何か皮膚の上に血管走ってるんだけど。

「ていうか、また機械刃チエーンソーが通らないのかよ！　そんなんばっかじゃねぇかお前ら！」

　半ば逆切れ気味に叫ぶ僕だったが、ジクザが左腕に力を込めたのを感じ、即座にジクザの左腕を離して距離を開けた。

「り、凜斗、君は──」

「瑠姫乃、無事か!?　来るのが遅れて悪かった！　でも、アルウィーンは助け出したよ！」

「……うん？」

　僕の言葉に、瑠姫乃ではなくジクザが反応する。

　っていうか、改めて見るけど──こいつ、本当にジクザか？

　何か全身に血管みたいのがあるし、変な模様みたいなのが皮膚にびっしり浮き出てる。

　何と言うか、正直、きもい。

「空中要塞に行った君が無傷でここにいる。その上でアルウィーンを助け出したと言う。……ふーむ、零れい悟ごはどうしたのかな？」

「僕を三回殺したから、代わりに心臓と右腕を潰つぶした。死んだかどうかは、知らないよ」

「へぇ、そっかぁ。やっぱり僕の目に狂いは無かったけど、誤算はあったみたいだね」

「何？　僕たちが予想以上に強くてビビった？」

「まぁ、似たようなものかもねぇー」

　ジクザの顔には、さっきから笑みが無い。この状態になってることと関係があるのか？

「これは──ちょっと、洒落しやれにならないな」

　ジクザは、不意にそう呟つぶやいた。

「君たち、ちょっとやり過ぎ。流石さすがにここまでやられると、スカウトなんて甘いことは言ってられないや。悪いけど──死ね」

　唐突に振り上げられる右手の長剣。それを見た瑠る姫き乃のが、半ば悲鳴のように叫んだ。

「逃げろ凜りん斗と！　あれはまずい！」

「──、くっそ！」

　急にそんなこと言われてもできる事なんて限られる。

　だが、最優先事項は間違えない。僕は即座に瑠姫乃の下へと走り、機械刃チエーンソーをしまいながら、『月つき削そぎ』を嵌はめた腕で、彼女の軽い体を抱え上げ、ジクザに背を向けて、距離を取るために、前へと跳び上がった。

　同時に背後から響く爆発音と吹き荒れる剛風って、それ剣を振り下ろす音じゃねぇよ！

「ぅ──ぉお、わぁ！」

「く、ぅあ──あっ！」

　どうにか瑠姫乃は抱え込むように守ったつもりだったが、それもどの程度だろうか。

　それを確かめるために、背後からの爆風が静まったところで瑠姫乃の安否を訊たずねようとして、『月つき削そぎ』越しに、ぬるり、とした感触が、した。

　見れば、瑠姫乃の左肩から酷ひどい量の血が出ている。さっきは少し離れていて、瑠姫乃の服が赤いから気付かなかったのか？

「る、瑠姫乃、傷が──」

「今はこんな傷はいい！　次が来るぞ！」

　瑠姫乃の忠告に後ろを振り向くと、無表情のジクザがこちらに近づいてきていた。

　さっきの威力を乱発されたら、流石に凌しのぎ切れない。

「瑠姫乃、何か手は無いの？　師匠が作戦を立てたって聞いてんだけど」

「……一回限りだが、無いことは無い。寧むしろ、師匠の作戦は、その一回のためのものだ」

「それをするには？」

「僅わずかでもいい、隙すきを作れ」

「キミの傷、放置することを謝っとく。ほんとなら、今すぐ僕の血を飲ませたいけど」

「その気持ちだけで、十分だ」

　瑠姫乃は痩やせ我が慢まんなのか、余力を残していたのか。膝ひざを震わせながら立ち上がる。

「こいつを倒したら、話がある。──だから、行って来い、我が護衛よ」

「了解、ゴシュジンサマ」

　瑠姫乃に命じられ、僕は真正面からジクザに突っ込む。

　両の機械刃チエーンソーを引き出し、即座に高速回転させて、ジクザの動作を注視する。

　少しでも動きがあれば、そこに機械刃チエーンソーを捻ねじ込む。幸い、リフェルのおかげで一回は死ねる。なら、その一回を大事に使って──。

「え？」

　気づけば、喉のど元もとにジクザが左手に握るナイフが迫っていた。

　何で──いつ──見落とした──いいや──構わない！

「く──ぉお！」

　思いっきり、上半身だけで身体からだを右に逸そらす。喉の左側が軽く裂けたが──知るか！

「こ、の、野郎がぁ！」

　両足に全体重をかけながら、右に逸らした上半身を無理矢理戻し、いつの間にか間合いを詰めていたジクザに、右の機械刃チエーンソーを突き出す、が、ジクザは軽く二歩下がっただけでこれを躱かわす。僕はそのまま、下がったジクザを追うように、左の機械刃チエーンソーを突き出す。

「まだ遅い」

　ぎゃりん、と甲高い音と共に、僕の左腕──肘ひじから先が『月つき削そぎ』ごと消えていた──いや、ジクザのナイフで斬きり飛ばされた。

「────、っ!!」

　歯を食いしばる。痛みを感じる前に、痛みは無いと思い込め。

　距離を開けるな。片腕で仕切り直しなんてできやしない。だったら──。

「ぉ、お、おっ!!」

　声を振り絞り、僕の左腕を斬り上げたジクザの左腕目掛け、右腕の機械刃チエーンソーを振り上げる。

　ジクザは僕の機械刃チエーンソーに、ナイフを叩たたき付けるようにしてこれを防いできた。

　響く金属の擦過音。耳がおかしくなりそうだ。火花が散る。視界が眩くらみそうだ。

　だが──構うことは無い、このまま進んで──。

「零れい悟ごに三回殺されたんだっけ」

　ジクザがそう言った瞬間、僕の腹部に熱が生じる。

「あ、ぁ？」

　ジクザの左腕に意識を集中した結果、ジクザの右手に持つ長剣に僕は貫かれた。当然と言えば当然。二刀流相手に片腕しか見ない方が悪い。

「じゃ、これで君は死亡だね。本当、惜しい人材だったよ」

　以前とはうって変わって無感情なジクザの言葉が終わるのと同時に、僕を貫いた剣が熱を帯び──そのまま、僕は腹部を中心に胴体が消し飛んだ。

　あれ、何か、愛あい恋こにも、こんなこと、されたような。

「凜りん斗と!!」

　瑠る姫き乃のの叫びが聞こえる。

　大丈夫。僕如ごときが──吸血種の底辺が、特級指定を越える《捕食鬼プレアー》にどこまでできるか解わからないけど、やれる限りは──。



「全力でやるから」



「!?」

　ジクザの真後ろ。リフェルのくれた水筒分、《幽躯別身マインドアウト》での、本当に最後の一人。

　ジクザの左腕は機械刃チエーンソーと打ち合って未いまだに不安定。ジクザの右腕は、僕を刺した直後で戻りが遅い。

「ぅ────ぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　今の状態のジクザが初めて焦燥を顔に浮かべる。でも、体勢の立て直しは異常に速い。

「構うかぁあぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

「玖く堂どう、凜りん斗とぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」

　ジクザが僕の名を叫ぶ。それは僕のような格下に不意を突かれた苛いら立だちか。それとも、僕を敵と認めてくれたのか。

　どっちでもいい。もう僕は、二つの機械刃チエーンソーを振り下ろすだけだ！



　──瞬間、激しい金属音と、肉を割く音が同時に響く。



　両腕を振り下ろした僕と、振り向きざまにナイフと長剣を振るったジクザ。

　だが、僕の機械刃チエーンソーは、肉を削そいだ感触は無い。そして僕の両腕が──『月つき削そぎ』が罅ひび割れて、壊れて、崩れていく。そのまま『月つき削そぎ』が外れ、露あらわになった僕の両腕は、あちこちが裂傷し、血を噴き出している。

　僕は、ジクザの剣圧を、受けきることができなかった。

　対して、ジクザは──全くの無傷。

　その顔は、汗が一筋見えたが、それでも笑みを浮かべていた。

　その笑みを前に、僕は根負けしたように、地面に膝ひざをつく。

　僕は、ただ悔しかった。自分の非力さが、瑠る姫き乃のに応こたえられなかったことが。

　そうして、僕は負けたのだと自覚した時──ジクザが安あん堵どの溜ため息いきを吐ついた。

「いや、うん。マジで焦ったよ。君の武器が魔力を帯びるタイプの魔具でなくてよかった。もしそうだったら──相打ちぐらいにはなったかもね」

　ジクザは、心底から気を抜いたように、両腕を下ろした。──その瞬間。



「開け」



　瑠る姫き乃のの声が聞こえた。

「何を、開けた？」

　瑠姫乃の言葉の意味を、僕は顔を上げた時に、理解した。

　完全に気を抜いたジクザの背後。

　師匠が──篠ささ郭くるわ慧けい歌かが、自身の異名である《隻眼の氷剣フロストスラスター》の象徴、自身の身長を優に超える、長方形の刃をした大剣を振り翳かざし、ジクザに飛び掛かっていた。

「──え？」

　僕の視線につられるように、ジクザが背後を向いた時、既に師匠の大剣は振り抜かれ。



「よぉ、魔剣野郎」



　ジクザ＝ウェアソードの首を綺き麗れいに刎はね飛ばした。

「左目と──愛まな弟で子しどもを痛めつけた礼だ」

　綺麗に真上に刎ねあがったジクザの顔は、信じられないと言いたそうな表情をしている。

「釣りは要らねぇ。冥めい途どの旅路で、弁当でも買いやがれ」

　華麗に着地した師匠が、惚ほれ惚ぼれするほどに格かつ好こよく大剣を担ぎ直した数秒後。ジクザの生首が地面に落下した。



　　　　　　　　　★



「あいつら、大丈夫かなぁ？　さっきから派手な音が何回も聞こえるけど」

「今は信じましょう。少なくとも、これを放置してこの場を離れるわけにはいきませんし」

「だよなぁ」

　レティットを罠わなに誘導した場所では、鞠まり果かだけが祢ね亜あの看病をするためにその場を離れていたが、愛あい恋ことリフェルは、未いまだに軋きしみ続けている箱を監視していた。

　時間にして、既に十分は超えている。だというのに、箱の大きさは依然として、二メートル四方から縮む気配を見せない。

「しつこいっつーか、しぶといっつーか。随分な怪力だな、ほんと」

「同感です。《強化グロウ》の能力を知る身としては、尚なお更さらですね」

　愛恋が呆あきれたように溜ため息いきを吐ついた瞬間。



　十層からなる黒い箱が、全すべて破砕し、五つの角を持つ《捕食鬼プレアー》が解放された。



「な、あ!?」

「リフェル！　戦闘準備！」

　慌てるリフェルを、愛あい恋こは即座に促すが、愛恋自身も戸惑いはあった。

　覚悟はしていたが、それにしたって、こうも唐突だとは思ってもいなかったのだ。

　しかし、二人の驚きよう愕がくを前にして、レティットは別の方向──瑠る姫き乃のたちがジクザと戦っている方向へと視線を向け、ぼそっと呟つぶやいた。

「あの男、失敗したのですか」

　その言葉の真意を二人が訊きき出すより早く、レティットはその身体能力を十二分に発揮して、瑠姫乃たちのいる方向へと走り去っていった。

「……何だ、あれ？」

「あの方向──まさか、お嬢様！」

「え？　お、おい！　ちょっと待て、アイコ！」

　レティットが向かった先に瑠姫乃たちがいることを察した愛恋が、即座にレティットの後を追う。

　それは、ジクザの首が慧けい歌かによって刎はねられた直後のことだった。



　　　　　　　　　☆



「……師匠、もしかして、ずっと瑠姫乃の能力で、隠れていたんですか？」

「まぁよ。あの馬ば鹿かが一回チャンスを逃した時はどうしてやろうかと思ったがな」

　師匠は、僕の『月つき削そぎ』が普段しているように、瑠姫乃の《改創閉塞ジエネレイトロツク》によって、黒い箱のような物理的閉へい塞そく空間ではなく、閉じられている＝周囲から認識できない、ということに重点を置いた事象的閉塞状態によって、誰だれにもばれる事の無い状態で、常にジクザの隙すきを窺うかがっていたのだという。

「あの野郎は、軽薄なようでいて逃げ足がかなり早いからな。マジで隙を突くにゃあ、本気を出させて、その上で追い詰めるっつーことが必要だった。んだが、まぁ」

　師匠は、珍しく嬉うれしそうな表情で近づいてきたかと思うと、大剣で塞ふさがっている右手ではなく、左手で、若干背伸びをしながら僕の頭を撫なでてきた。

「追い詰めるのが貴様とは思わなかった。かかっ、やるじゃねぇか」

「え、あ、……ありがとうございます」

　僕は、両腕が酷ひどく負傷していることを忘れるくらい、照れ臭くなった。

　頭を撫でられるって、何年ぶりだろうか。

「……って、そうだ、瑠姫乃！」

「……いや、その、すまん」

　瑠る姫き乃のは、思った以上に近く──と言うか、すぐ隣に立っていた。

　まだ左肩の傷は塞ふさがっていないけど、それでも出血はかなり収まっているようだった。

　しかし、何な故ぜか瑠姫乃は物もの凄すごく申し訳なさそうな表情をしていた。

「最後にいろいろ押し付けた上に、とどめを師匠に明け渡して、その、本当にすまん」

「え？　いや、別に僕はいいけど──」

「いやいや、ルキノの言い分は正しいぜぇ？　さっきも言ったが、この馬ば鹿か、一回チャンスを逃してんだからよ。そりゃ、リンに土下座したっておかしくはねぇっつの」

「い、いやいや、師匠！　僕はそもそも瑠姫乃の護衛なのに敵に攫さらわれて──」

　などと、今更な言い合いをしている最中、凄すさまじい足音が僕たちの耳に届く。

　同時に、凄まじい速度で来た何者かが、地面に落ちていたジクザの生首を拾い上げた。

　その何者かは、五つの角を生やしたメイド──レティットだったのだが、いや、ていうか──え？

「何で、首が？　灰に、なってない？」

「いやー、やられちゃったねぇ」

　僕の疑問に応じるかのように生首だけのジクザが口を開いた。

「まさか、君がいるとはね。完全に誤算だったよ、《隻眼の氷剣フロストスラスター》さん」

「……そういう貴様も、首だけで生きてるとは中々しぶといじゃねぇか」

　ジクザはさっきまでの奇妙な刃物を二本持っていた時の様子ではなく、最初に現れた時のような軽薄さで喋しやべっている。感情が薄くなっていたのは、あの刃物が原因だったのか？

「取とり敢あえず、今回は僕を含めて皆負けたみたいだし、退かせてもらうよ」

「あたしは負けてません。貴様ら負け犬と一緒にしないでください」

「うわ、ひっど」

　確かに、レティットには目立った外傷は見られない。とすれば、愛あい恋こたちの安否が気になるが──そんなことに気を取られている状況ではない。

「──で？　その負け犬と負け犬のお世話係は、ここから逃げられると思ってんのか？」

「思ってるよー。『転界剣スライスリーパー』」

　ジクザの言葉に応じて、地面に一振りの剣──僕が知る限り、アルウィーンを攫った時、バルベリオを殺す前に持っていた、奇妙な形状の剣だった。

　その剣を、レティットが引き抜いた。

「この剣、能力は瞬間移動テレポーテーシヨンなんだけど──その効果範囲って、あの空中要よう塞さいも軽く呑のみ込むんだよね。疲れるから多用はしないけど」

「──させるか馬鹿が！」

　ジクザの言葉の意味──瞬間移動テレポーテーシヨンで逃げるのを一瞬早く察した師匠が大剣を上段から振り下ろす──が、それよりもさらに早く、ジクザの生首とレティットの姿は消えていた。

　代わりのように、空中要よう塞さいから地上へと声が響いてくる。

『今回はすっごく愉たのしかったよー。でも、ちゃんと仕返しするから、忘れないでねー』

　そう言った直後。空中要塞は、最初から存在しなかったかのように消え失うせていた。

　そして、何も無くなった空を見上げて、数秒後。僕は、思わず師匠に訊たずねていた。

「……あの、師匠。僕たち、その──」

「あぁ。一体も狩り殺せなかったが──それでも追い返すことはできた。向こうの、アイたちも、全員生きてるみてぇだしな」

「じゃあ」

「あぁ、喜べ若造ども」

　師匠は、自分のことのように嬉うれしそうに、キセルを取り出し、火をつけて、紫煙を盛大に吐き出しながら僕を指差した。

「この殺し合い、貴様らの勝ちだ。ＭＶＰは、紛れもなく貴様だぜ、リン」

「……はい！」



　気づけば、この日は夏休みの最終日。

　僕たちは、誰だれ一人ひとりとして失うことなく、絶望的だった戦いで、勝利を掴つかむことができた。

　これが、僕たちの──本物の《共生者ジユーナー》としての、初めての勝利だった。










　　　終章　長いものに巻かれるのではなく、僕らは手を取り合って繋がり合う



　ジクザ＝ウェアソードを筆頭とした、三体の《捕食鬼プレアー》との決戦の後。

　師匠は、花か芽が入いりさんを連れて、すぐに『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』へと戻っていってしまった。

　いわく、今回の件で気になることがあるから、それを確かめてくる、とのこと。

　花芽入さんは、主に僕に対してこの町を離れることを惜しんでいたが、花芽入さんが未熟だと確認したらしい師匠に、半ば引ひき摺ずられるようにして連れて行かれた。

　まぁ、もう会えないわけじゃないからいいんだけど。

　そして、僕たち屋敷の面々だが──。



　　　　　　　　　☆



「なーんで、入院してんだろうね、僕たち」

「あの、その、祢ね亜あと、兄上様が、一番酷ひどい傷だからって……」

　取とり敢あえず、両腕が見た目以上にぐっちゃぐちゃになっていた僕と、思いっきり腹パンされまくった祢亜は、全治二週間と言うことで、《共生者ジユーナー》の息がかかった病院で、隣同士のベッドで強制的に入院させられていた。

「仕方が無いでしょう。あまり吸血による治療に頼りすぎると、血に対して依存性が生じる可能性があるのですから」

「まぁ、そうだろうけどさー」

　見舞い用の花を入れる花瓶の水を替えながら忠告してくる愛あい恋こに生返事を返しながら、僕は両腕を見る。

　僕の両腕は、見事に三角巾で吊つるされ、指先までギプスで固定されていた。

「ふふ、リントさんは両手が使えないのが嫌なんですよね？」

「まぁねぇ」

　ちなみに、僕たちの隣でパイプ椅い子すに座り、リンゴの皮を剥むいているのは、リフェルの親友であるアルウィーン＝ルティエンスだ。

　あの件でめでたく救助された彼女は、案の定、吸血種のままではあったが、バルベリオに対する狂信性が消えて、僕たちと同じ自由意志を持った吸血種、《魔従セキユル》になっていた。

　リフェルとアルウィーンに関しては、その後のことを特に僕たちが決めるつもりは無かったのだが、二人揃そろって、僕たちには迷惑をかけたから、と、屋敷に住み込みで働くようになっていた。

　リフェルは今まで通り、僕と同じく瑠る姫き乃のの護衛として。そして、アルウィーンは意外にも博識であり、物覚えがよかったこともあって、瑠姫乃の初の秘書という役職を与えられていた。その際、愛恋と一ひと悶もん着ちやくあったんだけど、別にあの服従主義に関して時間を使う必要も無いと思うから割愛。

「はい、リンゴ、剥けましたよ」

「え？　嫌がらせ？　手が使えない僕に対する嫌がらせ？」

「いやですね。命を賭としてまで私を助けてくれた人にそんなことしません」

　ぷーっと頬ほおを軽く膨らました後、アルウィーンはフォークでリンゴを刺して、僕の口元まで持ち上げた。

「はい、あーん」

「ねぇちょっと。やっぱ嫌がらせじゃないの？　僕がレティットに何されたとか、聞いたんじゃないの？」

「酷ひどいです。私は純粋に、恩を返したいだけなのに」

「あの、祢ね亜あっ、祢亜がやる！」

「祢亜。怪け我が人にんが怪我人の看病などするものではありません。今は大人しく怪我を治すことに専念しなさい」

「うぅ、ぅう……」

　あっちはあっちでよく解わかんないことに。愛恋が諌いさめてる分、まだいいのだろうか？

「ふふ、皆さん明るくていい人たちですね」

「明るいって言うか、癖があるって言うか……」

「あら、リントさんも相当ですよ？」

　真正面から言われると、結構ショックだね、これ。

「失礼する」

「戻ったぞー」

　僕がアルウィーンの言葉にショックを受けていると、買い物に出かけていた瑠る姫き乃のとリフェルが戻ってきた。いや、入院してない二人が病室に戻って来たって言うのは、また変な話だけど。

「二人とも、無理はしていないな」

「う、うん。大人しく、してます」

「両腕使えないのに無理なんかできないっての」

「うん。ならばそれでいい。──リフェル、買って来たものの整理を頼む」

「あいよー」

　瑠姫乃に中身の詰まったビニール袋や紙袋を渡されたリフェルはサクサクと荷物の仕分けを始めていく。

　こうして見ると、かなり馴な染じんじゃったよなぁ。リフェルも、アルウィーンも。

　二人の過去を思えば、こうして当たり前に過ごせているだけでも十分なことなのかもしれない。

「あぁ、それと凜りん斗と。今日は言っておくことがある」

「うん？」

　僕が新入り二人のことを考えていると、瑠姫乃は僕のベッドに腰掛けて、ずりずりとこちらに近づいてきた。

「ジクザとの戦いのとき、終わったら話がある──と言ったのは、覚えているか？」

「あぁ、そう言えば、そんなことも言ってたね」

「覚えていてくれて何よりだ。じゃあ、今、その話をしようと思う」

「？　うん」

　肯うなずく僕を見て。瑠姫乃は何な故ぜか数回深呼吸をした後、覚悟を決めた目で僕に告げた。



「結婚するぞ」



「は？」

「首を傾かしげるな。これでもかなり勇気を振り絞ったんだぞ」

「いや、あの、え？　何？」

「それから、もう一回言ってくれ、なんて言ったら、私は君の生首を剥はく製せいにして、その剥製で生涯孤独を慰めるだろう」

「何でそこまで残酷なことになるの!?　ていうか、え？　結婚!?　僕たち未成年だよ!?」

「私は、花か芽が入いり鞠まり果かに気付かされたのだ。ただ待っているばかりでは盗とられることがある。ならばいっそ、覚悟を決めて手に入れてしまおう、と」

「いやいやいや、何言ってんの。結婚の意味知ってるの？　ていうか二回目だけど、僕たち未成年だって」

「吸血種に歳としなど関係無い」

「もっともかもしれないけど！　でも僕たちまだ学生！」

「なら辞めよう。障害は取り除いてこそ、だ」

「キミホントに瑠る姫き乃の!?」

　突飛な言葉に必死で反論するが、瑠姫乃はそんな僕に唐突に口を閉ざしたかと思うと、上目づかいで僕に一層近づいてきた。

「……私では、君は、不服か？　やはり、身勝手な理由で君の人生を歪ゆがめるような女は、受け入れられないか？」

「え、いや、あの、その」

　思いっきり間近で囁ささやかれ、さらには花芽入さんとの恋愛トークを思い出してしまったこともあり、僕の顔に一気に熱が集まってくる。















　瑠る姫き乃のに対するのは、忠誠心か、恋愛感情か。

　今ここで答えを出せと言われても、情けないことに、僕は戸惑うことしかできない。

　あぁくそ。こういう時に少女漫画でも読んでれば少しは気のきいたセリフでも言えたのだろうか。僕が知ってるのはいもけんぴが沸騰しそうで恐ろしい子が綺き麗れいな顔を吹っ飛ばしてやるって、そうじゃなくて！

「つーか何で今言うんだよ！　思いっきり周りの視線が痛いんだけど！」

　祢ね亜あとか思いっきり瞳どう孔こうが縦に伸びてるし。愛あい恋こは右目で血涙流して左目で普通に泣いてって、随分器用だね。

「いや、周りごと固めようと思ってだな」

「存外いやらしいねキミ！」

「君を想おもえばこそ、だ」

「そのドヤ顔殴りたいけど、いい？」

「その腕でか？」

「　　　　　　　　」

　こんな感じに絶句したのは、二回目な気がする。

「まぁ、いろいろと本音や建前はあるが」

　瑠姫乃は、あっさりと僕から顔を離して、しかしベッドから降りることなく続ける。

「良い機会──と言うのが一番の理由だな。花か芽が入いり鞠まり果かに教えられたことも事実だし、私たちが《共生者ジユーナー》として真っ当な功績を残せたという記念でもある」

「記念、ねぇ。僕はトロフィーの代わり？」

「いいや？」

　瑠姫乃は、底意地の悪い──でも、物もの凄すごく魅力的な笑みで、──まさに、お伽とぎ噺ばなしの女吸血鬼のように、僕に答えた。

「君は記念を共に祝うパートナーだ。トロフィーにその役割が務まるわけがないだろう？」

　あぁ、もう。そういうのはズルい──って言うんだろうな。

　僕は赤くなった顔を手で隠そうとして、両腕が使えないことに気付いた。

　……こうなると、今更恥ずかしさを隠すのも、馬ば鹿からしい、か。

「いいよ」

「うん？」

　にこにこと、瑠姫乃は底意地の悪い笑みを浮かべたまま、僕に訊きき返す。

　つまり──はっきり言えってことか。

「僕は、キミと同じ道を行く。護衛としてじゃなく、君のパートナーとして」

「その言葉に嘘うそ偽いつわりは無いな？」

「無いよ」

「ふふ、照れた君は可愛かわいいな」

「……止やめてちょーだい」

　ふい、と顔を背けると、リフェルとアルウィーンがものすっごいにやにやしていた。

　思わず逆側に顔を背けると、すっごい微妙な顔をした祢ね亜あと、相変わらず右目に血涙、左目に涙な愛あい恋こが立っている。

「……えーと？」

　仕方なしに、正面に向き直ると、満面の笑みを浮かべた瑠る姫き乃のと目があった。

「改めて、これからよろしくな、凜りん斗と」

　僕は、魅力的過ぎるその笑みに、ただ肯うなずくしかなかった。



　そんなこんなな僕の日々。変化はあれども変質することは無く。

　人ではない僕らは、血に塗まみれながらも、こうして愛を知っていく。

　これは、未熟な吸血鬼が、寄り添い合って成長していく物語。








後書き



　どうも皆様、伊い上がみ円まどかです。

　先日、台風による停電で、人間が如い何かに文明の利器に頼り切っているのかを痛感させられました。

　荒れた天気で外出さえままならないのに。パソコンやテレビまでもが止まると、本当にできる事が大幅に制限されるんですね。

　何事にも利点と欠点がある、ということなのでしょうか。

　それとも、人間は自然には勝てないということなのか。

　まぁ、その辺りの答えは十人十色だと思うので、この場で答えを出すことは、自分はしませんけど。

　

　さて、話題を変えまして。

　本編といいますか、今回のシリーズの話でも。

　吸血鬼をテーマに書かせていただいたわけですが。皆様は、「吸血」というと何を思い浮かべるでしょうか？

　それこそ、真っ先に吸血鬼を思い浮かべる人もいるとは思います。ですが、自分は蚊を思い浮かべました。

　蚊です。夏の害虫。睡眠の妨害者。無断で血を吸って掻そう痒よう感を置いていくあの虫です。

　そこから考えがいろいろと移りまして、蝙こう蝠もりとか蛭ひるとか、ようするに現実に存在する血を吸う生物を思い浮かべたんですよ。あんまり見映えするものでもないですけど。

　その辺りを本作の執筆の際に考えていたら、血を吸うという行為は、捕食行為に繋つながるんじゃないかなぁ、と思いまして。

　数ある吸血鬼のお話の中には、ただ首筋に噛かみ付いて血だけを吸うのではなく、肉ごと食い千切るものもある……と思いましたし。

　そう考えると、吸血鬼のモデルになりえる生物というのは、物もの凄すごく多岐にわたるんじゃないかと思ったんです。

　それこそ、以前本編にも書いたと思いますが、人の肉を食べる魔物だって、吸血鬼の素養を持っている、みたいな。

　全く別物だと思っていても、見方を変えると共通点や、類似点が存在する。自分は、そういうことは結構面白いものだと思うんです。

　人によっては、こじつけだと思うかもしれませんけどね。

　ようするに、そういう考えがあったからこそ、今作の登場人物たちにはあまり吸血鬼っぽさが見られなかったんじゃないかなぁ、っていう、反省というか、感想というか。

　まぁ、そういうのがあってもいいんじゃないかな！

　……っていう、まぁ、自己正当化のような話でした。



　それでは、そろそろ挨あい拶さつを。

　毎回迷惑ばかりの自分を今も見限らずにいてくださる担当様。美麗なイラストで本作を彩ってくださっているｐ１９先生。私生活の中で様々に応援してくれて、お世話になっている方々。

　そして、今作を手に取ってくださった全すべての方。

　そういった、今作に携わってくれた全ての方々へ。

　短くはありますが、不尽の感謝を。



伊い上がみ円まどか　
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